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は じめ に

1999年2月 にNTTド コ モ が 世 界 に先 駆 け て 開 始 した 携 帯IP接 続 サ ー

ビス(サ ー ビス ブ ラ ン ド名 「iモ ー ド」)は 瞬 く間 に市 民権 を得 、 開始 僅 か1年

後 で446万7,000の 契 約 を集 め た。(社)電 気 通 信 事 業 者 協 会 の公 表 数値 に

よれ ば、2002年2月 末 現 在 の移 動 電 話 サ ー ビス(携 帯 電 話 とPHSの 合 計)

加 入 者 数 は7,321万4,100で 、そ の うち携 帯IP接 続 サ ー ビス契 約 数 は

5,033万5,800に も上 り、携 帯 電 話 が 日本 人 に と って 最 も身近 なIT機

器 とな っ て い る現 状 が 窺 わ れ る。 この よ うに、モバ イル サ ー ビス は 日本 のIT化

の主 役 と言 っ て も 良 く、世 界 に類 を見 な いモ デ ル とな って いる。

当協 会 で は 、高 度 情 報 ネ ッ トワー ク社 会 調 査 委 員 会(委 員 長:東 京工 業 大 学大

学 院 教 授今 田高 俊)を 設 置 して モバ イ ル サ ー ビス に つ い て調 査 研 究す る こと と し、

12年 度 と13年 度 にか けて 、そ の現 状 や 課題 、第3世 代 移 動 通 信 サー ビス の位

置 付 け等 に つ いて 把 握 す る と と もに 、モバ イ ル の特 徴 を 生 か した コ ンテ ン ツ、サ

ー ビス 、利 用 法等 につ い て 、そ の方 向性 を探 る こと と した 。そ の 過程 で 、モバ イ

ル サ ー ビス は、消 費 者 向 けサ ー ビス と して 人気 が あ る一 方 で 、企 業 ユー ザ に とっ

て 安価 な イ ン トラネ ッ ト構 築 の ツール と して 重要 な 役割 を果 た し、モバ イ ル ソ リ

ュー シ ョ ン ビ ジネ ス が 今 後 の 日本 の産 業 界 全 体 に と って 大 き な イ ンパ ク トの あ

るサ ー ビスで あ る こ とが 明 らか にな っ た。

固 定網 の世 界 で は 、企 業 ユ ー ザ が 自 ら情 報 シス テ ム 部 門 を持 って独 自 にネ ッ ト

ワー クを管 理 す る こ と は次 第 に困難 にな り、コス ト面 で も外 部 事 業者 に委託 す る

方 が 有利 にな りつ つ あ るが 、この傾 向 が いず れ モ バ イ ル の世 界 に も波 及 して くる

ことは 明 らか で あ る 。一 方 、通 信 事業 者 側 も、次 第 に通 信 サ ー ビス料 金 の売 上 だ

けで は事 業 が 立 ち行 か な くな り、遅 か れ 早 かれ ソ リ ュー シ ョ ン ビジネ ス を事 業 の

主 力 に据 え ざ る を得 な い状 況 にあ る。モバ イル の 世 界 で は まだ緒 につ いた ばか り

で あるが 、モバ イル ソ リュ ー シ ョン市 場 は着 実 に拡 大 す る と予 想 さ れ る。世 界 の

最 先端 を走 る 「ケ ー タ イ 」の 更 な る発 展 の鍵 は 、そ こで 提 供 され る コ ンテ ン ツや

サ ー ビスが 握 って い る 。モ バ イ ル ソ リュー シ ョ ン ビ ジネ ス は それ らの集 大 成 と言

え、そ の発 展 は 日本 の 産 業 の 競 争 力 を強化 す る有 力 な 手 段 とな り得 る。

以 上 の観 点 か ら、今 年 度 は モバ イ ル ソ リュー シ ョ ン ビ ジネ ス に 焦点 を絞 り、そ

の 展望 と課 題 を取 りま とめ た。 関係 諸 氏 の参 考 とな れ ば幸 いで あ る。

平成14年3月

財 団法人 日本情報処理開発協会
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1.モ バ イ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン の 概 要

近 年 、携 帯 電 話 やPHSに よ る イ ンタ ー ネ ッ ト利 用 、お よ び 無 線LAN技 術 の

進 歩 な ど に よ り、 移 動 中 や 外 出 先(以 下 「モ バ イ ル 環 境 」 と総 称)で の コ ン ピ ュ

ー タ ネ ッ トワー ク利 用 が 増 大 して い る
。 そ れ に伴 い、 モバ イ ル ネ ッ トワー キ ン

グ を意 識 した 売 買 や サ ー ビ ス事 業 も急 速 に市 場 を 拡 大 して い る 。 本 章 で は 、 モ

バ イ ル 環 境 に対 応 し た事 業 活 動 一 モバ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン ビジ ネ ス に つ い て 、

そ の現 状 、 展 望 、 課 題 に つ いて 概 説 す る 。

1.1モ バ イ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン と は

本 委 員 会 で は 、 検 討 課 題 で あ る 「モ バ イ ル ソ リュー シ ョ ン ビ ジ ネ ス 」 の 定 義

に つ いて 議 論 を行 い 、 次 の よ う に設 定 し た 。

本 委 員 会 にお け る 「モバ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン ビ ジ ネ ス 」 の 定 義

モバ イ ル ユ ー ザ ー が 求 め るサ ー ビス や コ ンテ ンツ を作 成 ・編 集 ・提 供

す る事 業 。

プ レイ ヤ ー は キ ャ リア 、 プ ロバ イ ダ ー 、 ユ ー ザ ー(カ ス タ マ ー)の 三 者

冒頭 の 「モ バ イ ル 環 境 に 対 応 した 事 業 活 動 」 は 、 この モ バ イ ル ソ リュー シ ョ

ン ビ ジネ ス と ほ ぼ 同 義 で あ る 。 た だ し こ こで は、 ビ ジ ネ ス た関 係 す る 「プ レイ

ヤ ー 」 も定 義 され て い る。 通 信 サ ー ビス を提 供 す る キ ャ リア 、 サ ー ビス 、 コ ン

テ ンツ を提 供 す る プ ロバ イ ダ ー 、 そ して 利 用 者(カ ス タ マ ー)を 含 め て い る 。

従 来 の モ バ イ ル 向 け の ソ リュ ー シ ョ ン ビジ ネ ス は 、NTTド コ モ のiモ ー ドに

代 表 され る よ う にキ ャ リアが ネ ッ トワー ク 、端 末 、 コ ン テ ンツ の す べ て を管 理

す る垂 直統 合 型 の ビ ジ ネ ス モ デ ル が典 型 的 な ビジ ネ ス モ デ ル で あ っ た 。或 い は 、

携帯電話 を単な る回線 ≒して利用 した システ ムをプ ロバ イダーが提供す るとい

う形 態 で あ っ た 。

しか し、デ ジ タ ル 化 とIP(イ ン ター ネ ッ ト ・プ ロ トコル)化 の 進 展 を 背 景 と

して 、 そ の状 況 が 変 わ ろ う と して い る。 す な わ ち 、 コ ンテ ン ツ ・ア プ リケ ー シ

ョ ン、 プ ラ ッ トフ ォ ー ム(課 金 、認 証 な どの 機 能)、 ネ ッ トワー ク 、端 末 と い っ

た 階 層 ご と に 事 業 者 が 登 場 し、 そ れ ぞ れ の 階 層 で 市 場 競 争 が 始 ま ろ う と して お

り、 多 様 な プ レイ ヤ ー の 機 能 の 組 合 せ で 、 ソ リュー シ ョ ンが 生 み 出 さ れ る 可 能

性 が 高 ま った と言 え る 。 この こ とが 、 本 委 員 会 にお い て 、 モ バ イ ル ソ リュ ー シ

ョ ン を と りあ げ て検 討 した 理 由 で もあ る 。
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1.2モ バ イ ル ネ ッ トワ ー キ ング の 現 状

詳 細 は第2章 にゆ ず る が 、 こ こで は モ バ イ ル ソ リュー シ ョン ビジ ネ ス を論 じ

る前 提 と して の、 モ バ イ ル 環 境 で の ネ ッ トワー ク 利 用 の現 状 を簡 単 に ま とめ て

お こ う。 結 論 か ら先 に い う と 、 次 の2点 の考 察 が 中 心 とな る。

① 「ケ ー タ イ 」 に よ る モ バ イ ル の市 民 権 確 保

② ユ ビキ タ ス ネ ッ トワー ク

(1)「 ケ ー タ イ 」 の イ ン パ ク ト

(社)電 気 通 信 事 業 者 協 会(TCA)の 集 計 で は 、2002年2月 末 現 在 の 携 帯電 話 ・

PHS契 約 数 は 約6800万 台 に の ぼ る(TCAサ イ トよ り)。 さ らに そ の 中で 、イ ン

ター ネ ッ ト接 続 サ ー ビス で あ る ブ ラ ウザ フ ォ ンサ ー ビス 契 約 数 は 、5000万 を突

破 して い る 。 これ だ け の 人 数 が 、 携 帯 電 話 を通 じて イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 して

い る の で あ る。

この こ と は、 特 に若 年 層 に と って 縁 遠 い も ので あ った イ ン ター ネ ッ トを、 極

端 な ま で に身 近 に した 。 アイ ドル の歌 の 歌 詞 に 「メ ー ル 」 と い う言 葉 が 入 っ て

いて も何 ら違 和 感 が な い 状 況 、 あ る い は 女 子 高 生 が 「パ ケ ッ ト」 とい う言 葉 を

当 た り前 に 使 っ て い る 状 況(三 田2001:48イ ン タ ビ ュー で の 千 葉 功 太 郎 氏 発

言)は 、 「ケ ー タ イ」 によ っ て もた らさ れ た 。 以 下 「ケ ー タ イ 」 で 、 携 帯 電 話 ・

PHSな どの 移 動体 通 信 端 末 を表 す こ と とす る。

しか し、ケ ー タイ に よ って イ ン ター ネ ッ トを使 う人 の 中 で 、 「メー ル 」は 日常

的 な も の に な って い るが 、 「イ ンタ ー ネ ッ ト」は そ う とは い え な い の が現 状 で あ

る。 特 に若 年 層 にお い て は 、 ケ ー タイ は メー ル の た め の も の で あ り、 ウ ェ ブ の

利 用 は着 メ ロや 待 ち受 け 画 面 の 取 り込 み と い った 場 面 を除 き 、 あ ま りか え りみ

られ な い 。NHK放 送 文 化 研 究 所 が2001年3月 に 実 施 した 、 「メデ ィ ア と生 活

調 査 」 の 結 果(上 村 ・井 田2001)を 紹 介 して お こ う。 この 調 査 結 果 に よ る と、携

帯 電 話 所 有 者 中 メー ル を 利 用 す る 人 は52%で あ る 。若 年 層 ほ ど利 用 率 は 増 え 、

16～19歳 で は100%が 利 用 して い る。一 方 、情 報 サ ー ビス 利 用 は所 有 者 全体 の

37%で あ る 。 そ れ に対 し、 パ ソ コ ン を 通 じて イ ンタ ー ネ ッ トを 利 用 す る 人 は 、

週1回 以 上 メー ル を 利 用 す る 人 が59%、 そ れ に対 しウ ェ ブ を週1回 以 上 利 用 す

る 人 は63%と な っ て お り、 メー ル の利 用 率 をや や 上 回 る。 携 帯 電 話 の場 合 、 メ

ー ル 利 用 と ウ ェ ブ(情 報 サ ー ビス)を 利 用 す る 人 で は
、 前 者 の 方 が 多 い。 パ ソ コ

ンの 場 合 、 イ ンタ ー ネ ッ ト利 用 で は メー ル とウ ェ ブ利 用 が 一 つ のセ ッ トと して

扱 わ れ て い る よ うで あ る 。

一 方 、日本 で は昨 年 か ら第3世 代 携 帯 電 話(IMT-2000)の サ ー ビ ス が 開始 され
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た 。 パ ケ ッ ト通 信 で は 下 り384kbps、 上 り64kbpsの 通 信 速 度 が 可 能 で 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト端 末 と して の 利 用 が 期 待 さ れ て い る。 まず 通 信 速 度 向 上 によ り、 動

画 ・音 楽 配 信 サ ー ビス の 向 上や ウ ェ ブ コ ンテ ン ツ の充 実 な ど で 、 携 帯 電 話 に よ

る 本 格 的 な イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 が 実 現 す る と見 られ て い る(三 菱 総 合 研 究 所 編

2001:98-100)。

(2)ユ ビ キ タ ス ネ ッ トワ ー ク

い た る と ころ に ネ ッ トワー ク接 続 され た 機 器 が 存 在 し、 そ れ を利 用 で き る 状

態 が ユ ビキ タス ・ネ ッ トワー クで あ る 。 この よ うな概 念 は 、 イ ン ター ネ ッ トの

未 来 像 と して 以 前 か ら存 在 して い た が 、 最 近 にな りそ れ が 現 実 的 な も の と して

認 知 さ れ つ つ あ る。 そ の要 因 と して 、 無 線LAN技 術 の 進 歩 と普 及 、 そ して 情

報 家 電 な どの 新 た な ネ ッ トワー ク接 続 機 器 の 出 現 が あ げ られ る。

2000年 に高 速 無 線LANの 国 際 規 格IEEE802 .11bが 策 定 され 、 多 く の メ ー

カ ー が 家庭 用 の 無 線LAN機 器 を製 造 販 売 を は じめ た 。 設 定 作 業 も簡 便 化 しま

た 値 段 も安 価 に な り、 無 線LANの 認 知 度 が 高 ま った 。 さ らに 家 庭 内 だ け で な

く、 外 で も無 線LANを 使 った イ ン ター ネ ッ ト利 用 が で き る環 境 が 整 い つ つ あ

る 。 喫 茶 店 や 空 港 な どの 公 共 空 間 で 、 無 線LANの 利 用 が 可 能 な と ころ もす で

に 存 在 して い る 。 さ らに 、 モ バ イ ル イ ンタ ー ネ ッ トサ ー ビス(株)、NTTコ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョン ズ等 々 で は街 の い た る と こ ろ に ア ク セ ス ポ イ ン トを設 置 し、 ど こ

で で も こ の環 境 が利 用 で き る サ ー ビス を提 供 す る準 備 を進 め て い る。

情 報 家 電 は 、現 在MP3プ レイ ヤ ー や ビデ オ カ メ ラな どで 、 パ ソ コ ン との 有

線 接 続 を経 由 して ネ ッ ト利 用 が で き る よ うに な って い る 。 今 後 は、 イ ン タ ー ネ

ッ ト接 続 可 能 な 機 器 が さ らに増 え る こ とに な る 。 これ に つ い て は、 よ く冷 蔵 庫

や 電 子 レ ン ジが 引 き合 い に 出 さ れ る。 しか し 「つ な が っ た 後 」 につ いて は 、 た

とえ ば電 子 レ ン ジ につ い て 「料 理 の レシ ピを ダ ウ ン ロー ドで き る 」 と い った 程

度 の イ メー ジ しか な い の が 現 状 で あ る。 イ ン ター ネ ッ ト利 用 に よ って そ の 機 器

が 本 来 持 つ 機 能 が 強 化 さ れ る の は 、 メ リ ッ トと して 当然 考 え られ る こ とで は あ

る 。 しか し、 た とえ ば冷 蔵 庫 が 家 族 間 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 中心 とな り、 そ れ

に よ り家 族 関係 の変 化 が 考 え られ る 。 あ らゆ る家 電 が イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 す る

こ とで 生 活 全 般 に どの よ うな 変 化 が起 こる の か 、 あ る い は起 こせ る のか を あ ら

か じめ考 察 して お く必 要 は あ る だ ろ う。 ま た 家 庭 内 だ け で な く、 カ ー ナ ビな ど

外 出時 に 利 用 す る家 電 もイ ン タ ー ネ ッ ト接 続 が 可 能 に な る 。 特 にカ ー ナ ビは 、

車 内 とい う一 種 孤 立 した 環 境(携 帯 電 話 も積 極 的 に 利 用 す る こ とが で き な い)を

常 にネ ッ トワー ク に 開 く働 き を持 つ 。 これ につ い て も機 能 拡 張 を超 え た 、 わ れ

わ れ の 生 活 に もた らす 影 響 を考 察 す る必 要 が あ る だ ろ う。
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1.3モ バ イ ル ソ リ ュ ー シ ョ ンが も た ら す も の

前 節 で 簡 単 に 述 べ た が 、モバ イ ル ソ リ ュー シ ョ ン に よ る影 響 を考 察 す る 際 は 、

「機 能 拡 張 」とい う レベ ル を超 え て 、わ れ わ れ の 生 活 が ど の よ う に変 わ る の か 、

あ る い は変 わ らな い のか とい う予 測 をす べ き で あ る 。 変 わ らな い部 分 を 「変 わ

る」 と して そ こ に コス トや 労 力 をっ ぎ込 ん で も意 味 が な い し、 わ れ わ れ に害 を

及 ぼ す 可 能性 もあ る。 予 測 が は ず れ る こ とは 、 わ れ わ れ が 人 間 で あ る 以 上 や む

を 得 な い 。しか しわ れ わ れ の 「ニ ー ズ 」 「欲 求 」の 中 身 を ま と も に見 ず に予 測 を

し、 そ れ が は ず れ る こ と は本 来 避 け られ る こ とで 、 あ っ て は な らな い こ とで も

あ る 。 以 下 、 本 章 で モ バ イ ル 環 境 にか か わ るわ れ わ れ の 「ニ ー ズ 」 が 何 か 、 そ

して そ の 中で 考 え られ る ビジ ネ ス につ い て 、 非 常 に大 まか で は あ る が 予 測 を し

て い きた い。

モ バ イ ル 環 境 で の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 が 進 行 す る に つ れ て 起 こる こ と と して 、

「ユ ビキ タ ス化 」 そ して 「シー ム レス化 」 と い う方 向 性 が 考 え られ る 。 以 下 、

この2つ の キ ー ワ ー ドに沿 っ て 議 論 を進 め よ う。

(1)ユ ビキ タ ス 化

ユ ビキ タス 化 は 、 前 節 で 述 べ た よ うに イ ン ター ネ ッ トの 遍 在 とい うべ き 状 態

で あ る。わ れ わ れ は 、 「い つ で も ど こで も」イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 で き る よ う に

な る。 そ の際 、 「わ れ わ れ は 『い つ で も ど こで も』 何 を した い のか?」 と い う問

いが 出 て くる 。

野村 総 合 研 究 所(2000:116-119)で は 、 「CtoBの 本 格 化 」 が 指 摘 され る 。 ユ ー

ザ ー が 自 ら情 報 を発 信 し、 オ ン ライ ン コ ミ ュ ニ テ ィ や 企 業 が 提 供 す る ス ペ ー ス

で 情 報 交 換 を行 う。 ユ ー ザ ー は そ の情 報 を参 考 に で き る し、 企 業 側 もそ の情 報

を フ ィー ドバ ック で き る 。声 を出 しや す くな って も、情 報 発 信 す る 人 の 「比 率 」

が 劇 的 に増 え る こ とは な い だ ろ う。少 な く と も 、 「全 員 」が そ うな る こ と は考 え

に くい。 しか し、 発 言 の絶 対 量 は 間違 い な く増 え て い くだ ろ う。

常 に ネ ッ トワー ク に開 か れ る こ とは 、CtoBに 限 らず 、潜 在 的 な コ ミ ュ ニ テ

ィ を経 由す る 経 済 活 動 を促 進 す る と考 え られ る 。 そ の 具 体 化 の 一 つ と して 、 チ

ャ ンス ロス を逃 さ な い情 報 提 供 サ ー ビス が 考 え られ る 。 金 融 取 引や オ ー ク シ ョ

ン、 中古 車 や 不 動 産 物 件 な どで 、 自分 の希 望 す る 商 品 や 物 件 が 出 た 場 合 、す ぐ

に情 報 が ユ ー ザ ー に 届 け られ る。こ の よ う な サ ー ビス はす で に行 わ れ て い る が 、

ユ ビキ タス 化 に よ って リア ル タ イ ム の情 報 提 供 が 行 え る よ うに な る 。

た だ し、 リア ル タイ ム の情 報 提 供 とい っ て も 、 コ ミ ュニ テ ィ を経 由 しな い形
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で は迷 惑 メー ル の 山 が 築 か れ る だ け に な る。ZDNet記 事 「携 帯 端 末 か らのWeb

利 用 を監 視 、 ピン ポ イ ン トで 広 告 配 信 」 で は 、 携 帯 電 話 を通 じた ユ ー ザ ー の ウ

ェ ブ利 用 パ タ ー ン の 解 析 、 お よ び位 置 情 報 の 特 定 に よ り、 ピ ンポ イ ン トで 広 告

メ ー ル を送 れ る技 術 が 紹 介 され て い る 。そ の 技 術 の端 的 な 応 用 例 は、「ユ ー ザ ー

が ス タ ー バ ッ クス 以 外 の カ フェ に向 か っ て 歩 い て い る時 に 、 ス タ ー バ ック ス の

「エ ス プ レ ッ ソ半 額 クー ポ ン」 をハ ン ドヘル ドコ ン ピュ ー タ に送 り込 む 」 とな

る。 容 易 に予 測 で き る が 、 こん な こ と をす べ て の 事 業 者 が や れ ばユ ー ザ ー に は

何 の益 もな い。 こ のよ うな 逸 脱 行 動 は な くせ る は ず が な く、 これ はわ れ わ れ に

与 え られ る 未 来 像 の 一 つ にな る だ ろ う。 た だ 、事 業 者 に一 定 レベ ル の 節 度 は要

求 で き る は ず で あ る。 半 額 クー ポ ン を例 に出 せ ば 、 そ れ を メ ー ル で 送 る の で は

な く、 ど こか のサ イ トに 置 けば よ い。 あ らゆ るユ ー ザ ー に節 操 もな く情 報 提 供

を す るか ら迷 惑 メ ー ル に な る の で あ り、 そ れ は結 局 ユ ー ザ ー の 評 判 を悪 くす る

だ け で あ る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 在 を前 提 にす る こ と は 、 自分 を支 持 す るユ ー ザ

ー の 把 握 を 可 能 にす る し
、 的確 な 情 報 提 供 一 しか も評 判 を 落 と さず に 一 も可 能

にす る 。

(2)シ ー ム レ ス 化

常 にイ ンタ ー ネ ッ トに 開 か れ る こ とは 、 わ れ わ れ の 生 活 に存 在 す る さ ま ざ ま

な 境 界 線 を な くす 可 能 性 が あ る 。 た と え ば 勤 務 先 や 学 校 と の 間 に も常 に つ な が

りが で き る か も しれ な い し、 「現 実 」と 「ネ ッ ト」の 間 の 区 別 も な くな って い く。

わ れ わ れ は現 在 社 会 の 中 で さ ま ざ まな 社 会 的 役割 を担 っ て い る が 、 そ の境 界 線

も ぼ や け る か も しれ な い。

何 時 か ら何 時 まで 会 社 で 働 く、 と い う意 味 で の 労 働 時 間 とそ れ 以 外 の 時 間 の

未 分 化 と い う現 象 は 、 サ テ ライ トオ フ ィス と い う形 で 現 実 化 しつ つ あ る 。 い つ

で も ど こで も勤 務 先 の ネ ッ トワー ク に 接 続 で き る状 況 にな れ ば 、 通 勤 をす る必

要 が な くな る社 員 は 増 え る だ ろ う。 この よ うな 形 の 勤 務 形 態 の 変 化 は 、 人 事 評

価 にお け る 「成 果 主 義 」 の 傾 向 を よ り強 め る こ と に もな る。 そ れ は 自 由 な 時 間

を作 る こ と に もな る が 、達 成す べ き成 果 が 困難 な も の で あ れ ば 、 逆 に 労 働 強 化

に もつ な が る ・そ して 「IT革 命 」 の現 状 を見 る 限 り、後 者 に な る 可 能 性 は 高 い

と い え る。ITに 限 らず 、技 術 は効 率 化 を もた らす 。そ して 現 在 通 俗 的 に 語 られ

るIT革 命 は 、この 効 率 化 の側 面 を しか 考 慮 して い な い の で あ る(西 垣2001:9)。

これ を避 け た け れ ば 当 然 労 働 法 規 の 改 正 な どで対 処 す る しか な い が 、 少 な く と

も この 部 分 に対 し楽 観 的 に と らえ る べ き で はな い だ ろ う。

常 に イ ン タ ー ネ ッ トに つ な が っ た状 態 に あ る こ とは 、 人 間 関 係 に も影 響 を 及

ぼす 。 ネ ッ ト上 の つ き あ い と現 実 世 界 で の つ き あ い が 未 分 化 す る こ とが 考 え ら
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れ るの で あ る 。 現 在 否 定 的 に と らえ られ て い る 「メル 友 」 は 、 そ の よ うな 状 態

の 具 体 化 とい え る。 メル 友 は 、 興 味 関心 や 「ノ リ」 を 共有 で き れ ば属 性 が 不 明

で も よ い 、 と い う行 動 原 理 に よ る つ き あ いで あ る 。 本 来 イ ン タ ー ネ ッ トは、 興

味 関心 を 同 じ くす る 人 々 が 、 そ れ だ け で 集 まれ る 場 で あ る。 そ の 点 で メル 友 を

当 然視 す る 若 者 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンス タイ ル は 、 環 境 へ の 適 応 だ と い え る 。

しか し逆 に い う と、 この よ うな コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンス タイ ル は 興 味 関 心 な りノ

リな りを共 有 で き な い、 自分 と 「異 質 」 な 人 間 と のつ き あ い を拒 否 す る姿 勢 に

つ な が る。これ を避 けた い の で あ れ ば 、異 質性 と の接 触 を補 償 す る 必 要 が あ る。

こ こで 注 意 す べ き こと は 、 イ ン タ ー ネ ッ トの 存 在 は従 来 の 共 同体 を破 壊 す る こ

とだ け を意 味 す る も ので は な い 、 と い う こ とで あ る。 現 実 世 界 で の 接 触 に こだ

わ らず 、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 して 共 同 体 をサ ポ ー トす れ ば よ い の で あ る。 家

族 は もち ろ ん の こ と 、学 校 も外 部 との 接 触 を(あ る 程 度)オ ー プ ン に す れ ば 、 自

分 と違 う人 間 との 出 会 い が 可 能 に な る 。 地 域 共 同 体 につ い て も、 そ の ま ま で は

接触 が な い人 間 が 出 会 う機 会 を ネ ッ トワー ク 上 に作 る こ とが で き る 。 も ち ろ ん

そ の よ うな 場 を 全 員 が 利 用 す る わ け で は な い が 、 利 用 す る 人 間 に は 意 味 が あ る

もの にな る。

情 報 化 の進 展 に あ た っ て は 、 さ ら に社 会 的 分 業 にか んす る シ ー ム レス 化 が 論

じ られ て い る 。 トフ ラー は 『第 三 の 波 』(Toffler1980)で 、 「プ ロ シ ュー マ ー(生

産=消 費者)」 と い う概 念 を提 示 した 。情 報 化 社 会 で は 、生 産 の 場 に消 費 者 が 統

合 され る と い う のが トフ ラー の 議 論 で あ った 。 た だ し、 トフ ラー は端 的 に い う

と 「会 社 か ら家 庭 へ の 回 帰 」 を前 提 に して い た 。奥 野(2000:56)は そ れ に対 し、

われ わ れ は 情 報 化 す る ほ ど外 に 出 て い る 、 家 庭 よ りは 「個 」 に依 拠 して い る こ

とを指 摘 す る。 奥 野 は 家 庭 一企 業 ・学 校 と い う対 立軸 を元 に議 論 を 展 開 し、 現

代 は企 業 ・学 校 だ け で な く家 庭 か ら も独 立 した 「第 三 の 社 会 」 が 主 流 に な っ て

い る と指 摘 す る(奥 野2000:40-41)。 奥 野 は 、第 三 の 社 会 で は 人 々 は 純 粋 な 消 費

者 に と ど ま らず 、 「交 換 者 」(奥 野2000:130)と して 市 場 に 参 加 し 、行 動 す る こ

と を指 摘 す る 。 モ バ イ ル 環 境 で の ネ ッ トワー ク環 境 整 備 は 、 この よ う な 「交 換

者 」 た ち の経 済 活 動 を よ り円 滑 に進 め る こ と にな るだ ろ う。 た だ し これ も、 す

べ て の 人が この よ うな 行 動 を と る わ けで は な い 、 とい う こ と に は 注 意 す る必 要

が あ る。 常 に コ ミ ュニ ケー シ ョ ンが とれ る と い っ て も、 わ れ わ れ が 交 わ す 会 話

はた い て い コ ンサ マ トリー(即 自的)な も の で あ る 。そ の 中 か らニ ー ズ(自 らの 持

つ 潜 在 的 な もの を含 め)を 掘 り出 し 、事 業 にす る エ ネ ル ギ ー を持 つ 人 は あ ま り多

くな い 。 問 題 はモ バ イル ソ リュ ー シ ョ ン の進 展 によ り、 そ の 「多 くな い」 人 が

どの程 度 増 え る の か 、 とい う こ とで あ る 。 これ につ いて は詳 し い 数 字 は もち ろ

ん わ か らな い し、 「多数 派 か 少 数 派 か 」と い う問 題 に も まだ 答 え られ な い 。問題

と して 提 示 す る に と どめ た い。
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1.4今 後 の 課 題

ユ ビキ タ ス 化 に しろ シー ム レス 化 に しろ 、 そ れ が 進 行 す る に は い くつ か の条

件 が 必 要 と な る 。 そ の進 行 を妨 げ る 、 も し くは ゆ が め る 可 能性 が あ る課 題 を い

くつ か 指 摘 しよ う。 具 体 的 な 課 題 分 析 は 、後 段 の 章 に譲 る が 、 こ こで は典 型 的

な もの を指 摘 した い。

(1)キ ャ リア の課 題

まず キ ャ リア に 帰 せ られ る 課 題 の一 つ に 、 「番 号 ポ ー タ ビ リテ ィ」が あ る 。現

在 日本 で は 、 携 帯 電 話 の キ ャ リア を変 更 す る 際 、 元 の 電 話 番 号 をそ の ま ま使 う

こ とが で き な い。 総 務 省 情 報 「通 信 新 時 代 の ビ ジネ ス モ デ ル と競 争 環 境 整 備 の

在 り方 に 関 す る研 究 会 」 中間 報 告 書 で は 、UIM(UserIdentityModule)を 用 い

た 番 号 ポ ー タ ビ リテ ィ の 実 現 が 言 及 され て い る。

番 号 ポ ー タ ビ リテ ィ は 携 帯 電 話 に か か わ る課 題 だ が 、 ユ ビキ タ ス 化 の実 現 に

は 、さ らに 「IDポ ー タ ビ リテ ィ」と い うべ き状 態 が 成 立 して い る必 要 が あ る 。

UIMは 携 帯 電 話 だ け で な くパ ソ コ ンやPDAな ど の 各 種 端 末 につ い て も、 個 人

認 証 ツ・一・・一ール と して位 置 付 け られ て い る。これ に よ り、1つ のIDや メ ー ル ア ドレ

ス で 、 複 数 の 機 器 を 利 用 す る こ とが で き る 。 ユ ビキ タ ス化 にか ん して は この 点

が 重 要 な 課 題 で あ る 。 さ ま ざ ま な 機 器 で イ ンタ ー ネ ッ トが使 え る と い っ て も 、

機 器 ご と に た と え ば メ ー ル ア ドレス が 違 う とい っ た 状 態 で は 、 円滑 な 利 用 は で

き な い だ ろ う。

IDポ ー タ ビ リテ ィ を 実 現 す る場 合 、キ ャ リア の一 元 化 、も し くは 課 金 の決 済

にか ん す る統 一 した ル ー ル づ く りが必 要 にな る。 さ ら に重 要 な の は 、 冗 長 性 の

保 障 で あ る 。 経 済 活 動 が す べ て イ ン タ ー ネ ッ トに乗 っ て行 わ れ る とす る と、 逆

にイ ン タ ー ネ ッ トが 使 え な い 状 態 で は何 もで き な くな る 。 た と え ば携 帯 電 話 を

な く した と き、 公 衆 電 話 が な け れ ば一 切 通 信 が で き な くな る。 外 部 に 出 る、 端

末 を持 ち歩 く ことが 前 提 の モバ イ ル 環 境 で は 、 この こ とは 重 要 な 問題 に な る 。

キ ャ リアが 責 を負 う こ とで はな い か も しれ な い が 、 社 会 の ど こか が 対 策 を 立 て

て お くべ き 問 題 で あ る 。

(2)プ ロバ イ ダ ー の 課 題

ケ ー タ イ の 「着 メ ロ」 や 「待 ち 受 け画 面 」 の 提 供 が ビジ ネ ス と して 成 立 した

もっ と も大 き な 要 因 は 、 キ ャ リア が 決 済 を代 行 した こ と に あ る 。 ユ ー ザ ー が 電
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話 料 金 の 支 払 い をす る 際 、そ れ らのサ ー ビ ス の利 用 料 も一 緒 に払 っ て い る。100

円 単位 の 小 口決 済 を遺 漏 な く実 施 す る に あ た っ て 、 この 方 式 は 大 変 有 効 で あ っ

た 。 しか し こ の こ とは 、 この よ うな 薄 利 多 売 型 の ビ ジ ネ ス が 、 キ ャ リ ア に依 存

しな け れ ば 成 立 しな い と い う限 界 を も た らす 。 プ ロバ イ ダ ー が キ ャ リア に依 存

しな い ビ ジネ ス を行 う に は 、 キ ャ リア を通 さ ず 、 か つ ロス の少 な い 決 済 手 段 の

確 保 が 必 要 にな る 。

(3)ユ ー ザ ー の 課 題

最 後 にユ ー ザ ー の 問題 で あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ トを活 用 す る に は 、 そ の た め の

ニ ー ズ が な け れ ばな らな い。 ニ ー ズ そ の も の は 内 発 的 な も の だ が 、 そ の ニ ー ズ

が イ ン ター ネ ッ トに よ っ て 満 た さ れ る と い う認 識 を持 つ に は 、 「情 報 リテ ラ シ

ー 」 が 必 要 にな る 。 こ こで 情 報 リテ ラ シ ー と は 、 機 器 の操 作 能 力 だ け で な く、

イ ンタ ー ネ ッ トとい う メデ ィ ア に対 す る 理 解 や 情 報 そ の もの へ の 関 心 の高 さ を

含 む 。 さて 日本 で は 、 ケ 一 夕 イ と い う接 続 手 段 の 普 及 に よ り、 イ ンタ ー ネ ッ ト

に 「接 す る」 人 間 は 多 い。 しか し 「接 す る」 こ と と 、 そ れ に対 し上 述 の意 味 で

の 情 報 リテ ラ シー を持 つ こ と は別 の 問 題 で あ る。 主 に パ ソ コ ン を用 いて イ ン タ

ー ネ ッ トを利 用 す る人 と、 ケ ー タ イ を 用 い る そ れ と の 間 に、 リテ ラ シー の 格 差

が 存 在 して い る 。

電 通 総研 が1999年 に実 施 した 「生 活 者 ・情 報 利 用 調 査 」 の 結 果(電 通 総 研

2000)を 紹 介 しよ う。 こ の調 査 で は パ ソ コ ン や イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 ス キ ル と情

報 化 に対 す る 積 極 性 を 合 わ せ て情 報 リテ ラ シー と し、 そ の高 さ に よ っ て サ ン プ

ル を分 類 す る。 リテ ラ シー の定 義 上 必 然 か も しれ な いが 、パ ソ コ ン を 使 って イ

ンタ ー ネ ッ トを利 用 す る人 々 は 高 情 報 リテ ラ シ ー 層 に入 る。 比較 を行 う と 、 情

報 リテ ラ シー の高 い ほ ど消 費 行 動 へ の意 欲 が 高 くな って い る 。 そ の 一 方 携 帯 電

話 は、 所 有 率 は情 報 リテ ラシ ー と正 に相 関 す る もの の 、携 帯 電 話 利 用 者 中 で は

情 報 リテ ラ シ ー が 低 い ほ ど 「ヘ ビー ユ ー ザ ー 」 にな りや す い、 と い う結 果 が 出

た 。 つ ま り低 情 報 リテ ラ シー 層 ほ ど、 携 帯 電 話 の 利 用 に積 極 的 な の で あ る 。 ち

な み に こ こで ヘ ビー ユ ー ザ ー と は 、月1万 円 以 上 携 帯 電 話 の 料 金 を払 う人 の こ

とで あ る 。 調 査 時 点 の1999年12月 は 、 す で にiモ ー ドやEZア クセ ス は 登 場

して い て急 速 に普 及 して いた が 、 まだ メ ジ ャー で は な か った 。 した が って こ こ

で の 料 金 とは 、 基 本 的 に音 声 通 話 にか か る 費 用 と見 て よ い だ ろ う。 ち な み に そ

の 頃 で あ って も 、 携 帯 電 話 利 用 者 中の メ ー ル サ ー ビス 利 用 率 に お い て 、 低 情 報

リテ ラ シー 層 は 高 い 数 値 を見 せ て いた(37.5%:高 情 報 リテ ラ シ ー 層 で21.2%)。

イ ン ター ネ ッ トア クセ ス も、 あ ま り多 くは な い が そ れ 以 外 の情 報 行 動 を考 え れ

ば 特 筆 す べ き 利 用 率 を 見 せ て い た(12.5%:高 情 報 リテ ラ シ ー 層18%、 平 均
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6.9%)。

電 通 総 研 の 分 析 は 以 上 の 結 果 を指 して 、1一 タ イ が パ ソ コ ン に 並 ぶ 第2の 情

報 化 ゲ ー トに な る 、 と結 論 づ け て い る。 そ れ 自体 は 間 違 いで は な い だ ろ うが 、

低 情 報 リテ ラ シ ー 層 が 消 費 行 動 へ の 意 欲 が 低 い こ と を踏 ま え る と、 ゲ ー トの 先

は見 え な い。

ケー タ イ の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 が ポ ピュ ラー に な っ た 現 在 で も、 お そ ら く状

況 は変 わ っ て い な い はず で あ る 。1.3.1で 述 べ た と お り、多 くの ケ ー タ イ 利 用 者

に と っ て ケ ー タイ は メー ル の た め の もの で あ り、 情 報 サ ー ビス の利 用 は主 流 で

は な い。 ま た 情 報 サ ー ビス の利 用 は着 メ ロや ゲ ー ム 、待 受 画 像 サ イ トが 多 い。

そ の 他 ニ ュ ー ス の 利 用 は あ る もの の 、 いわ ば 自己 完 結 的 な 利 用 が 目立 つ 。 モ バ

イ ル ソ リュー シ ョ ン ビジ ネ ス の 市 場 を拡 大 す る た め に は 、 ケー タ イ ユ ー ザ ー の

情 報 リテ ラ シ ー を喚 起 す る こ と が 重 要 にな る だ ろ う。

参 考 文 献 ・サ イ ト

上 村 修 一 ・井 田 美 恵 子2001.「 携 帯 電 話 と イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 状 況 一 「メ

デ ィ ア と 生 活 調 査 か ら」」http:〃www.nhk.or.jp/bunken!NL/nO37・yo .html

三 田 隆 治2001.『 別 冊 宝 島Rea1015携 帯 電 話 ビ ジ ネ ス へ の 挑 戦 者 た ち!』 宝

島 社

西 垣 通2001.『IT革 命 』 岩 波 書 店.

奥 野 卓 司2000.『 第 三 の 社 会 』 岩 波 書 店.
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文 庫)電 通 総 研2000.「 「ケ ー タ イ 」 で 見 え て き た 日本 型 情 報 革 命 」

http:〃www.dihs.dentsu.co.jp/japanese/research!pdflkeitaiir .pdf

三 菱 総 合 研 究 所 編2001.『 モ バ イ ル ビ ジ ネ ス 最 前 線 』 工 業 調 査 会

野 村 総 合 研 究 所2000.『 ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク 』 野 村 総 合 研 究 所

総 務 省 「情 報 通 信 新 時 代 の ビ ジ ネ ス モ デ ル と 競 争 環 境 整 備 の 在 り方 に 関 す る 研

究 会 」 中 間 報 告 書 草 案

http:〃www.soumu.go.jp!s-news/2001/bn2i3 _3.html

電 気 通 信 事 業 者 協 会http:〃www.tca.or.jp/

ZDNet「 携 帯 端 末 か ら のWeb利 用 を 監 視 、 ピ ン ポ イ ン トで 広 告 配 信 」

(2001.6.20)

http:〃www.zdnet.co.jp/news/0106!20/e _digimine_m.html
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2.モ バ イ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン を 支 え る 技 術

2.1ネ ッ トワ ー ク 技 術

(1)多 様 な モ バ イル ネ ッ トワ ー クの 技 術 的 特 徴

こ こで は、 多 様 な モ バ イ ル ネ ッ トワー ク をカ バ ー エ リ アで 分 類 し、そ こで 使

わ れ て い る特 徴 的 な 技 術 を述 べ る(図2.1-1参 照)。

図2.1-1多 様 な モ バ イ ル ネ ッ トワ ー ク
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①PAN(PersonalAreaNetwork)

こ こで は個 人 が 持 つ 端 末 と近 く に あ る他 の機 器 の 間 を つ な ぐ、 短 距 離 無 線 の

ネ ッ トワー ク と定 義 す る 。1999年 米 イ ンテ ル 、 米IBM、 ス ウ ェー デ ン のエ リ

ク ソ ン 、 フ ィ ン ラ ン ドの ノ キ ア 、東 芝 の5社 が 共 同で 開 発 して い る 短 距 離 無 線

技 術Bluetoothの 仕 様 が 公 開 さ れ た 。 世 界 各 国 で 免 許 な しで 使 え る2.45GHz

■
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を利 用 して 、パ ソ コ ンやPDA、 携 帯電 話 の 間 の無 線 通 信 をす る 規格 で あ る 。赤

外 線 を使 うIrDAに 比 べ 、無 線 モ ジ ュー ル を 正 対 させ な くて も よ い利 点 が あ る。

全 体 の デ ー タ 伝 送 速 度 はIMbpsで 、 そ の 中 に 電 話 の 音 声 伝 送 の た め の

64kbpsの 同 期 伝 送 チ ャ ネ ル と、 デ ー タ伝 送 の た め の 非 同期 伝 送 チ ャネ ル が 設

け られ て い る。デ ー タ伝 送 用 チ ャネ ル に規 格 に は 、一 方 向 が721kbpsで 反 対 方

向 が57.6kbpsの 非 対 称 伝 送 方 式 と 、両 方 向 と も に432.6kbpsの 対 称 伝 送 方 式

が あ る 。機 器 の 接 続 で き る 範 囲 は10m程 度 で あ るが 、追 加 増 幅器 を使 って100m

まで 延 長 で き る。 ポ イ ン ト ・ツー ・ポ イ ン ト接 続 と、 ポ イ ン ト ・ツ ー ・マル チ

ポ イ ン ト接 続 が 可 能 で あ る 。Bluetooth技 術 は 、 ユ ビキ タ ス ネ ッ トワー ク を実

現 す る有 望 な 技 術 で あ る。

図2.1-2Bluetoothに よ り実 現 さ れ る ユ ビ キ タ ス ネ ッ トワ ー ク
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②LAN(LocalAreaNetwork)

特 定 の 企 業 、建 物 、場 所 に 閉 じた 無 線 の ネ ッ トワー ク と定 義 す る。 無 線LAN

技 術 はIEEE802.11b、IEEE802.11a、IEEE802.11e、IEEE802.11gな どが あ

る。

IEEE802.11bは 、2.4GHz帯 の 無 線 周 波 数 を使 い 、 最 大11Mビ ッ ト!秒 の伝

送 速 度 で 通 信 で き る規 格 で あ る 。 現 在 最 も普 及 して い る。

IEEE802.11aは 、5GHz帯 の 無 線 を使 って54Mビ ッ ト/秒 の 伝 送 速 度 を実 現

す る 規 格 で あ る。 日本 国 内 で は 、IEEE802.11aが 使 う の と同 じ周 波 数 を衛 星 携

帯 電 話 、 ア メ ダ ス の 気 象 レー ダ ー 、 有 料 道 路 の 自 動 料 金 徴 収 シス テ ム(ETC)

な どが 利 用 して い る 。 こ の た め 電 波 の周 波 数 帯 域 を割 り当 て て い る総 務 省 は 、

これ らの既 存 シ ス テ ム と の相 互 干 渉 を避 け る た め に、IEEE802.11aの 屋 外 利 用

を禁 止 して い る。

IEEE802.11gと い う 規 格 の 策 定 も 進 ん で い る 。IEEE802.11gは

IEEE802.11bと 同 じ2.4GHz帯 の 無線 を使 っ て54Mビ ッ ト/秒 の伝 送 速 度 を実

現 す る規 格 で あ る 。 同 じ周 波 数 帯 を使 うの で 、 無 線LANカ ー ドや ア ク セ ス ポ

イ ン トが 従 来 製 品 の 上 位 互 換 に な る 可能 性 が あ る 。IEEE802.11gは 、従 来規 格

と同 じよ うに屋 外 で の 利 用 もで き る 。

IEEE802.11eは 映 像 や 音 声 を途 切 れ な く伝 送 す る た め の 規 格 で あ る 。基 本 的

な 伝 送 技 術 は 、作 成 済 み の 無 線LAN規 格 「IEEE802.11a」 や 「IEEE802.11b」

をそ の ま ま流 用 す る。 こ の た め 、 デー タ を運 ぶ 電 波 は2.4G且z帯 か5GHz帯 を

使 う こ とにな る 。 特 徴 は 、 個 々 のLAN端 末 が 送 信 権 を獲 得 す る 手 順 に 工 夫

を施 した こ とで あ る。 デ ー タ の種 類 によ って 優 先 度 を 決 め 、 映像 や 音 声 に つ い

て は デ ー タ伝 送 が 途 切 れ な い よ う に帯 域 を確 保 す る 。 家 庭 用 の 無線LANの 主

役 に な る か も しれ な い。

③MAN(MetropolitanAreaNetwork)

直径10～100km程 度 の 都 市 レベ ル の ネ ッ トワー ク と定 義 す る。固 定 網 で は、

CATV等 が これ に あ た る 。

無 線LANやBluetooth技 術 を使 用 した サ ー ビス の 一 つ に 、 ホ ッ トス ポ ッ ト

が あ る。 レス トラ ン や フ ァー ス トフー ド店 な ど の店 舗 内や 公 共 エ リアや 屋 外 で

使 用 で き るサ ー ビ ス で あ る。 最 近 で は 、 こ う した ホ ッ トス ポ ッ トサ ー ビス を面

的 に広 げた サ ー ビス もモ バ イ ル イ ンター ネ ッ トと して考 え られ て い る 。 いわ ゆ

る街 角 イ ン ター ネ ッ トで あ る 。
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、

図2.・1-3ホ ッ トス ポ ッ トサ ー ビ ス

インターネット

プロバイダ

モバイル イン歩一ネットサービス(MIS)は 、2001年 より

「街角 無線 インターネット」を三軒茶屋 、渋谷など都
内数箇 所で実証実験 開始。ホテルのロビーやコーヒー

ショップにも実証実験を開始する。利用 可能な距 離は

アンテナから、屋外 で約100メー トル前後 。

無錬LAN接 続
IEEE802」1b準 拠

細

④WAN(WideAreaNetwork)

サ ー ビス エ リア の種 類 を限 定 せ ず 、 屋 外 で も使 用 で き る ネ ッ トワー ク と定 義

す る。 こ こで は キ ャ リア が 商 用 サ ー ビス と して 提 供 す る もの を指 す 。 大 き く分

け て 携 帯 電 話 網 、PHS網 の2つ が あ る 。

携 帯 電 話 の ネ ッ トワ ー ク は 、1980年 か らサ ー ビス が 開始 さ れ 、 ほ ぼ10年 毎

に方 式 が 変 わ っ て きて い る た め 、世 代 で 区 分 され る。

・第1世 代 移 動 通 信 方 式(1G:1stGenerationMobileTelecomm
unications)

ア ナ ロ グ 方 式 が こ れ に 該 当 す る 。1Gに は 米 国AMPS、 北 欧NMT、 英 国TACS

(ETACS)な ど が あ り、 日 本 で はNTTド コ モ のHICAP、 お よ び セ ル ラ ー 電 話

のTACS(JTACS、NTACS)が あ る が 、 日本 の ア ナ ロ グ 方 式 は 既 に サ ー ビ ス が

終 了 し て い る 。

・第2世 代 移 動 通 信 方 式(2G:2ndGenerationMobileT
elecommunications)

2Gは デ ジ タ ル 方 式 が こ れ に 該 当 す る 。2Gに は デ ジ タ ルAMPSと も呼 ば れ る

米 国IS・136(US-TDMA)、 欧 州 を 中 心 と し て 世 界 中 に 普 及 し たGSMな ど が あ

り、 日本 で はPDC(Persona1Digita1Communications)が 広 く普 及 し て い る 。

PDCの 通 信 方 式 は 、3チ ャ ン ネ ル のTDMA(時 分 割 多 元 接 続)方 式 な ど が 使 わ
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れ て お り、9600bpsの デ ー タ通 信 、FAX通 信 が 利 用 で き る 。PDCに は800MHz

帯 を 使 うPDC800方 式 と1.5GHz帯 を使 うPDC1500方 式 の2つ が あ る。

・第2 .5世 代 移 動 通 信 方 式

(2.5G:2.5GenerationMobileTelecommunications)

3Gの 要 求 を 完 全 に 満 た して い な い も の の 、実 用 上3Gと ほ ぼ 同 じ よ う な シ ス

テ ム を 、2.5Gと 分 類 す る こ と が あ る 。KDDIが 提 供 し て い るcdmaOnelxが こ

れ に あ た る 。上 り64Kbps、 下 り144Kbpsの1xMCや 、1xの 拡 張 バ ー ジ ョ ン

と し て 、 デ ー タ 通 信 に 特 化 し2.4Mbpsを 実 現 す る 「1xEV-DO」(デ ー タ オ ン

リ ー)、 通 話 と 高 速 デ ー タ 通 信 を 可 能 に す る 「1xEV-DV」(デ ー タ&ボ イ ス)の

開 発 が 今 後 予 定 さ れ て い る 。

・第3世 代 移 動 通 信 方 式(3G:3rdGenerationMobileTelecommunications)

3GはIMT-2000と 呼 ば れ る携 帯 電 話 の種 類 で 、2001年10月 よ り、 世 界 で

初 め て 、 日本 のNTTド コモ が 通 称 「FOMA」 のサ ー ビス を 開始 し た。3Gで は

1Gや2Gと 違 い 、最 初 か ら国 際 ロー ミ ン グ を念 頭 に お き1台 の 携 帯 電 話 を ど の

国 で も使 え る よ う に標 準 化 が ス ター トした が 、各 国 か ら提 出 さ れ た 案 を1つ に

ま とめ る こ とが で きず 、5つ の 方 式 が 標 準 と してITUよ り勧 告 され た 。

日本 と欧 州 はCDMAを 使 う3つ の 方 式(DS-CDMA、MC-CDMA、UTRA

TDD)の うちDS-CDMAを 採 用 し、 米 国 はMC-CDMAを 採 用 す る 。 一 般 的 に

前 者 がW-CDMA、 後 者 がcdma2000と 呼 ばれ て い る。日本 で はNTTド コ モ とJ

フ ォ ンがDS-CDMA、KDDIがMC-CDMAを 採 用 す る 。3Gで は、 固 定 網 と同

等 の ク リア な音 声 品 質 、144kbpsか ら2Mbpsク ラス の高 速 な デ ー タ 通 信 、 国

際 ロー ミ ン グ が 実 現 され る。

・AI .L-IP化

現在 の 携 帯 電 話機 には 固 有 のIPア ド レス を持 た ず 、 キ ャ リア 内 のセ ン タ ー か

ら外 部 にで る 際 にIPア ドレス が 振 られ る。 つ ま りサ イ トへ の イ ン タ ー ネ ッ ト

接 続 は 、 このセ ンタ ー 経 由で な い と行 え な い。 電 話 機 にIPア ド レス を 持 た せ

る こ とで 、 こ う した経 路 をた ど らず 、 直 接1対1の 通 信 が 可 能 に な る。 また 、

IPア ドレス で電 話 をか け る こ と もで き る た め 、 これ まで の 「音 声 」 系 と 「ネ ッ

トワ ー ク」 系 の仕 組 み が 統 合 さ れ シ ン プル にな る 。

・第4世 代 移 動 通 信 方 式(4G:4thGenerationMobileTelecommunications)

4Gは 、2010年 頃 の 実 用 化 が 目 指 さ れ て い る 。4Gで は3Gの10倍 以 上 の 通

信 速 度 が 必 要 と さ れ 、 高 速 移 動 時 で2Mbps、 低 速 移 動 時 で10M～20Mbps、 あ

る い は100Mbpsク ラ ス の 規 格 が 登 場 す る と い わ れ て い る 。4Gで 使 用 す る 周 波
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数 帯 は 、3Gの2GHz帯 を 上 回 る3GHz以 上 が 必 要 と され 、 代 替 の 周 波 数 整 備

な どが 急 が れ て い る 。

・PHS(PersonalHandy -phoneSystem)

日本 で 開 発 さ れ た 、 デ ジ タル ・コ ー ドレス電 話 を ベ ー ス に した 簡 易 携 帯 電 話 用

ネ ッ トワー ク で あ る 。普 通 の携 帯 電 話 の 無 線 周 波 数 が800MHz帯 で あ る の に対

して 、PHSは1.9GHz帯 の 無 線 周 波 数 を使 う。弱 い電 波 を使 って い る の で 一 つ

の基 地 局 の サ ー ビス エ リアが 携 帯 電 話 よ り も狭 い た め 、 高速 で 移 動 しな が ら通

話 をす る に は適 さな い 。一 方 、32～128kbpsの 比較 的 高 速 な デ ー タ 伝 送 が で き

るた め 、新 しい 利 用 分 野 の 開 拓 が 行 わ れ て い る。DDIポ ケ ッ トはPHSデ ー タ

通 信 の大 口利 用 者 向 け に 、ホ ー ル セ ー ル サ ー ビス を提 供 して い る。 これ は 、 主

に企 業 や グ ル ー プ を対 象 に 一 定 の 通 信 容 量 、 速 度 を持 つ 、 い わ ば 通 信 パ イ プ を

そ の ま ま使 用 して も ら うサ ー ビス で あ る。 企 業 はそ れ を用 い て イ ン トラネ ッ ト

を構 築 した り、MVNO(仮 想 通 信 事 業 者)事 業 に お け る通 信 網 と して 利 用 し

た りで き る。 また 料 金 定 額 制 、 常 時 接 続 サ ー ビス 等 も行 って お り、3Gの 本 格

展 開 まで の 間 の 高 速 な モ バ イル ネ ッ トワー ク と して 注 目 を浴 び て い る。

図2.1-4第3世 代 世 代 移 動 通 信 方 式IMT・2000

末端報情帯携曹
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(2)モ バ イル ネ ッ トワ ー ク に係 わ る標 準 化 動 向

①WAP(WirelessApPlicationProtocol)

携 帯 電 話 機 や 携 帯 情 報 端 末 か ら、 無 線 を使 って イ ンタ ー ネ ッ ト情 報 を入 手 す

る た め の プ ロ トコル で あ る 。 ス ウ ェー デ ンの エ リク ソ ン 、 米 モ トロー ラ、 フ ィ

ン ラ ン ドの ノキ ア 、 米 オ ー プ ン ウエ ー ブ の 各 社 を 中心 に構 成 す るWAPForum

で 規 格 を作 成 して い る。1998年5月 にWAPVer.1.0が 公 開 され 、 現 在Ver2.0

が 公 開 され て い る 。

WAP2.0で は 、 各 レイ ヤ の 共 通 化 で 、 今 まで の よ う にキ ャ リア よ っ て コ ンテ

ンツ 言 語 を変 え る こと は な くな って い る 。WAPグ ル ー プ のWAPの バ ー ジ ョ

ンア ッ プ とC-HTMLを 基 準 と した 方 式 が 検 討 さ れ て い た が 、デ フ ァ ク トス タ

ンダ ー ドとな っ て い るiモ ー ドの 仕 様 がWAP2.oの 仕 様 に大 き く影 響 を与 え た 。

iモ ー ドで は 当 初 か らイ ンタ ー ネ ッ トと 同 じよ う にTCP/IP、HTMLを ベー ス に

して お り、WAP2.0で は イ ン タ ー ネ ッ ト技 術 を ベ ー ス に作 り直 され た 。

② モ バ イ ルlP

従 来 のイ ンタ ー ネ ッ トIPア ドレス で は 、 物 理 的 な ネ ッ トワー ク と連 携 して

い るた め 、 モ バ イ ル 機 器 が 異 な るネ ッ トワー ク地 域 に 入 る た び に新 た なIPア

ドレス を取 得 しな けれ ば な らず 、 そ のつ どア プ リケー シ ョ ンの 接 続 が 絶 た れ て

し ま う 。 イ ン タ ー ネ ッ トの 標 準 化 機 関IETF(InternetEngineeringTask

Force)が モバ イ ル 用IPの 標 準 規 格 を策 定 した こ と で 、 一 つ の"ホ ー ムIPア ド

レス"で 接 続 を維 持 で き る よ う に な っ た 。

モ バ イ ル 機 器 が ネ ッ トワ ー ク 間 を移 動 す る と 、"気 付"ア ドレス を一 時 的 に 設

け、カ プセ ル 化 した デ ー タ を 転 送 す る 。ま ず ホ ー ム ・ネ ッ トワー ク(homeagent)

のMobileIP対 応 ル ー ター が モ バ イ ル 機 器 宛 て の パ ケ ッ トを 受 信 す る 。 カ プ セ

ル 化 と呼 ぶ プ ロセ ス を通 し、IPヘ ッダ を追 加 して ロー ミ ン グ環 境 下 に あ る モ バ

イ ル 機 器 の気 付 け ア ドレス にパ ケ ッ トを 送 信 す る。 す る と移 動 先 ネ ッ トワー ク

(foreignagent)のMobileIP対 応 ル ー タ ー が カ プセ ル を解 除 して モ バ イ ル 機

器 にデ ー タ を 配 信 す る。

モ バ イ ルIPv6は 、IPv6で 画 期 的 に増 え る グ ロ ー バ ルIPア ドレス を 、移 動

可 能 な 携 帯 電 話 な どの モ バ イ ル 機 器 に直 接 持 た せ る こ とで 、 これ まで 以 上 に多

彩 な サ ー ビス が 受 け られ る 技 術 で あ り、実 験 が 各 地 で 始 ま っ て い る。
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(3)モ バ イル ネ ッ トワ ー ク の 発 展 方 向

① モ バ イ ル ネ ッ トワ ー ク サ ー ビス の 普 及 と社 会 基 盤 化 ㌧

電 気 通 信 事 業 者 協 会 によ る と2002年2月 現 在 、携 帯 電 話/PHSな どの契 約

者 数 は約6800万 。そ の うち ブ ラ ウ ザ フ ォ ンサ ー ビス 契 約 数 は 、5000万 を突 破

した 。既 に 携 帯 電 話 契 約 の74%が ブ ラウザ フ ォ ン とな っ て い る 。こ う した 膨 大

な 加 入 者 と特 定 の 個 人 に 対 す る ワ ン トゥワ ンチ ャ ネ ル と して の価 値 か らモ バ イ

ル イ ン ター ネ ッ トサ ー ビス の 提 供 者 は急 激 に増 加 して い る 。 様 々 な サ ー ビス が

提 供 され た た め 、 利 用 シ ー ン も拡 大 して お り、 いつ で も、 ど こで もモ バ イ ル ネ

ッ トワー ク を使 うよ う に な っ て い る 。 こ う した 状 況 を ネ ッ トワー ク側 か ら眺 め

て み る と、 トラ フ ィ ッ ク の 爆 発 に よ る サ ー ビス停 止 、 迷惑 メ ー ル と い っ た 問 題

も発 生 して い る。 つ ま りモ バ イ ル イ ンタ ー ネ ッ トサ ー ビス を提 供 す る シス テ ム

は 、 安 定 性 ・信 頼 性 、 安 全 性 と い っ た社 会 的基 盤 と して 責 任 を果 た す こと が 必

要 とな っ て きて い る 。

② ブ ロ ー ドバ ン ド化 と マ ル チ メ デ ィ ア化

昨 年10月 か ら 、モバ イ ル キ ャ リア で あ るNTTド コ モ(株 式 会 社 エ ヌ ・テ ィ ・

テ ィ ・ ドコ モ)が 世 界 初 の 第 三 世 代 モ バ イ ル ネ ッ トワ ー ク サ ー ビス で あ る

FOMA(FreedomofMobileMultimediaAccess)を 提 供 した こ と は 、 モ バ イ

ル ネ ッ トワー ク も高 速 化(ブ ロー ドバ ン ド化)の 時 代 に 突 入 した こと を意 味 す

る。そ の 高 速 性 を活 か したサ ー ビ ス と して、テ レ ビ電 話 、動 画 配 信 、音 楽 配 信 と い

った マル チ メデ ィ ア コ ン テ ンツ サ ー ビス が提 供 さ れ て い る 。 動 画 や テ レ ビ電 話

が キ ラー ア プ リケー シ ョン か ど うか は 、別 と して 、 モ バ イ ル が ブ ロー ドバ ン ド

化 した こ との 意 味 は 、 こ こに あ る。 つ ま り今 後 この 高 速 な ネ ッ トワー ク を ベ ー

ス に、 一 層 高 機 能 ・高 性 能 な 端 末 が 出現 し、 さ らに 多 様 な サ ー ビス が 提 供 さ れ

る と い う こ とで あ る。現 在 提 供 さ れ て い るサ ー ビス は 、始 ま りに しか 過 ぎな い 。

③ シ ー ム レス 化 とユ ビキ タ ス 化

近 年 モ バ イ ル ネ ッ トワー クそ の もの や 、 そ れ に ア ク セ ス す る た め の端 末 が 多

様 化 して お り、 モバ イ ル イ ン ター ネ ッ トを ビ ジネ ス 上 の ソ リュ ー シ ョ ン と して

活 用 す る 場 合 、 ネ ッ トワー クや 端 末 機 器 を意 識 しな い 、 いわ ゆ る シー ム レス な

仕 組 み が 求 め られ て い る。さ ら に今 後 は 、 「い つ で も ど こで も」に 加 え 、情 報 家

電 、 自販 機 等 の 機 械 と い っ た 、 な に とで もコ ミュ ニ ケ ー シ ョン で き るユ ビキ タ

ス な ネ ッ トワー ク環 境 が 実 現 さ れ て くる で あ ろ う。
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図2.1-5FOMAサ ー ビス の 適 用 範 囲 イ メ ー ジ図
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④ ヘ テ ロ ジ一 二 ャス ネ ッ トワー ク

モ バ イ ル ネ ッ トワー ク と一 言 で い っ て も、 サ ー ビス エ リア、キ ャ リア ・方 式 、

速 度IPア ドレス な どが 異 な る様 々 な ネ ッ トワー クが あ る 。

現 実 の モ バ イ ル ネ ッ トワー ク は 、 こ う した ネ ッ トワー ク が 複 数 組 み 合 わ され

た ネ ッ トワー ク(ヘ テ ロ ジ ー ニ ャ ス ネ ッ トワ ー ク)で 構 成 さ れ て い る 。 こ う した

ネ ッ トワー ク の サ ー ビス エ リア を利 用 者 は 、 移 動 しな が らサ ー ビス を受 け る こ

と に な る 。 現 状 で は ネ ッ トワー ク 間 で の相 互 の 切 り替 え は 、 利 用 者 が 意 識 的 に

設 定 変 更 等 の 操 作 を行 う必 要 が あ る が 、大 変 手 間 が か か る。こ う した 操 作 を利 用

者 に意 識 させ る こ と な く行 え、ネ ッ トワー ク が 変わ っ て も、サ ー ビス は 継 続 して

受 け られ る こ とが 望 ま しい。

図2.1-7シ ー ム レ ス サ ー ビ ス
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⑤ パ ー ソ ナ ラ イ ゼ ー シ ョ ン

モバ イ ル ネ ッ トワー ク イ ン フ ラが 整 備 さ れ 、普 及 した こ とか らそ れ を利 用 し

た 、 モ バ イ ルEC、 位 置 情 報 、 コ ンテ ンツ 配 信 、 モ バ イ ル 放 送 とい っ た新 た な

サ ー ビス が 出現 して き て い る 。こ う した サ ー ビス は 、モ バ イ ル ネ ッ トワー クの 特

徴 で あ る 利 用 者 個 人 の情 報(ユ ー ザ プ ロ フ ァイ ル)や 現 在 の状 態(プ レゼ ンス

情 報)を 活 用 した サ ー ビス を行 っ て い る 。 これ を 利 用 者 側 か ら見 る と 、個 人 が

様 々な サ ー ビス を選 択 す る こ とが 必 要 と な って い る。 この た め 、 利 用 者 一 人 一

人 に合 わ せ た サ ー ビ ス を、 適 切 な 時 間 と 場 所 で 、 自動 的 に 受 け られ る 機 能(パ

ー ソナ ラ イゼ ー シ ョ ン)が 今 後 重 要 にな っ て くる 。

⑥ モバ イル キ ャ リア とプ ロバ イ ダ ー の イ ンタ ー フ ェ ー ス

この 問題 は 、 基 本 的 に は ビジ ネ ス ドメ イ ン の 問 題 で あ る が 、 何 らか の 基 本 的

な 指針 が 必 要 で あ る 。現 在 、NTTド コ モ がi-modeの 中 で行 って い る サ ー ビス を

他 の事 業 者 に 開放 す べ き とい う議 論 が あ り、NTTド コ モ もイ ン ター フ ェー ス を

公 開す る こ と とな っ た 。さ らに、い ま ま で モ バ イ ル キ ャ リア(第 一 種 事 業 者)の

み が行 っ て い た ネ ッ トワー ク の 販 売 も、 卸 売 りを受 け た 第 二 種 事 業 者 が 販 売 す

る ビジ ネ ス 形 態 も現 れ た 。 こ う し た モ バ イ ル ネ ッ トワー ク に付 加 価 値 を つ け る

サ ー ビス は、 今 後 もモ バ イ ル キ ャ リア 、 プ ロバ イ ダ ー の 両 者 か ら、 様 々 な も の

が 提 供 され る と予 想 され る 。 こ の た め キ ャ リア と プ ロバ イ ダー 間 の 基 本 的 イ ン

ター フ ェー ス を ど うす べ き か と い う点 は 、 社 会 的 な 議 論 が 必 要 で あ る。 そ して

両 者 の シス テ ム が 、 そ れ に基 づ い た イ ン タ ー フ ェ ー ス を持 つ こ と に よ り、 短 期

間 に、 新 しい サ ー ビ ス が 提 供 可 能 とな る。

⑦ 無 線 通 信 路 の デ メ リ ッ トの 克 服

様 々 な モ バ イ ル サ ー ビ ス を 実 現 して い く 際 に 、 まず 考 え な けれ ば な らな い こ

とが 、 無線 通 信 路 の 負 の 特 性(デ メ リ ッ ト)を ど うや っ て 克 服 す る か と い う こ

とで あ る 。 サ ー ビス 利 用 者 は 、 端 末 を持 ち 、 無 線 区 間 を移 動 す る こ とが 前 提 で

あ る。 この た め 、電 波 状 態 に よ っ て は 、 回 線 の 切 断 が 頻 繁 に発 生 す る 。 ま た 盗

聴 、な りす ま し とい った セ キ ュ リテ ィ の 問 題 も固 定 網 以 上 に発 生 しや す くな る。

また 、モ バ イ ル ネ ッ トワ ー ク と して 携 帯 電 話 網 の使 う場 合 、そ の 利 用 料 金 は

固定 網 と比 べ 高 くな る傾 向 が あ る。

この よ うな デ メ リッ トを 新 し い技 術 や ビ ジ ネ ス モ デ ル で 克 服 して い く こ とが

今 後 の 課 題 とな ろ う。
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2.2ソ フ トウ ェ ア技 術

モ バ イ ル ネ ッ トワー ク に は、 生 活 や ビジ ス ネ の あ らゆ る シ ー ンで の シー ム レ

ス な利 用 環 境 を 提 供 す る こ とが 求 め られ る 。 そ の た め に は 、特 定 の端 末 や 特 定

の ネ ッ トワー ク に 依 存 しな い技 術 が 必 要 とな る。 これ は 、 モバ イ ル ネ ッ トワー

ク の 世 界 をイ ン タ ー ネ ッ トの 世 界 につ な ぐ技 術 で あ る 。 これ に よ っ て 、 いつ で

も ど こで も シー ム レス に イ ン ター ネ ッ トを 利 用 で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、

モ バ イ ル イ ン タ ー ネ ッ トが実 現 す る(図2.2-1)。

モ バ イ ル イ ンタ ー ネ ッ トを実 現 す る ア ー キ テ ク チ ャ につ い て は 、 さ ま ざ まな

形 態 が 考 え られ る が 、 こ こで は 、 ゲ ー トウ ェ イ 、 ポ ー タ ル 、 サ ー ビス 基 盤 、 ア

プ リケ ー シ ョ ン の4つ の機 能 で 分 類 し、 そ れ ぞ れ の ソ フ トウ ェ ア 技 術 の 特 徴 を

述 べ る(図2.2-2参 照)。

図2.2-1モ バ イル イ ン タ ー ネ ッ トとイ ン タ ー ネ ッ ト
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図2.2-2モ バ イ ル イ ンタ ー ネ ッ トを 支 え る ソ フ トウ ェア 技 術
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(1)ゲ ー ト ウ ェ イ

キ ャ リア の 提 供 す る サ ー ビ ス白との 接 続 の 入 り 口 とな る部 分 で あ り、 端 末特 性

や 無線 ネ ッ トワー ク特 性 や キ ャ リア 毎 の イ ン ター フ ェー ス を 吸 収 した り、 シー

ム レス な サ ー ビス を実 現 す る た め プ ロ トコル を変 換 す る機 能 で あ る 。

① セ ッ シ ョ ン管 理

・セ ッ シ ョ ン管 理

HTTPは ス テ ー トレス な プ ロ トコル で あ る た め 、1回 の 要 求 と応 答 しか管 理

で き な い。 しか し複 数 回 のや り と りが 必 要 な ア プ リケ ー シ ョ ンで は 、 端 末 毎 の

セ ッ シ ョン を 管 理 す る 必 要 が あ る 。 そ の 識 別 子 と して ク ッキ ー を使 うや り方 が

イ ン ッ ター ネ ッ トで は 一 般 的 で あ る が 、 ブ ラ ウザ フ ォ ンで 使 用 され る ブ ラ ウザ

で は 、 ク ッキ ー を扱 え な い も の が 多 く、 ク ッキ ー を使 わ な い管 理 方 法 が 必 要 で

あ る 。

・端 末 種 類 判 定 機 能

端 末 の種 類 を判 定 す る機 能 で あ る。 この 情 報 を基 に、 トラ ンス コー デ ィ ン グ
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(コ ンテ ン ツ 変 換)等 の 他 の ア プ リケ ー シ ョ ン が 動 作 す る 。 端 末 自 動 判 別 に

CC/PPと 呼 ば れ る標 準 技 術 が あ る 。CC!PPと は 、WEBク ライ ア ン トの 端 末 能

力や ユ ー ザ ー の嗜 好 をWEBサ ー バ お よび プ ロキ シ に伝 え るた め の仕 様 で あ る 。

CC/PPに 対 応 す る と、従 来HTTPの リク エ ス トヘ ッ ダ のUSERAGENTの ブ ラ

ウザ 情 報 を解 析 して 端 末 を識 別 して 部 分 が 、 一 つ 一 つ 解 析 す る必 要 な くな る 。

こ のた め新 し い端 末 が 追 加 され た 場 合 で も、 サ ー バ 側 ア プ リケ ー シ ョ ンの 変 更

が な し で 、 新 規 端 末 を対 応 す る こ とで き る よ う に な る。

・接 続 維 持

無 線 に よ る モ バ イ ル 通 信 で は 、 デ ー タ通 信 中 に無 線 回 線 が 切 断 され て し ま い

デ ー タ 通 信 を 最 初 か らや り直 さ な けれ ばな らな い こ とが あ る。 この た め に 、 無

線 回線 の 切 断事 象 をTCP/IPア プ リケ ー シ ョ ンか ら隠 蔽 し、 回 線 の 自動 再 接 続

を行 い 、TCP!IPレ ベ ル の通 信 を継 続 させ る機 能 で あ る。

・ネ ッ トワー ク 設 定 情 報 の 切 り替 え

事 務 所 でLANに 接 続 した り外 出先 で ダ イ ヤ ル ア ッ プで 接 続 した りす る 時 、

TCP!IP環 境(DNS設 定 、 ゲ ー トウ ェイ 、IPア ドレス 、 プ ロ キ シサ ー バ 等)な

ど をそ れ ぞ れ の 環 境 で 変 更 す る 必 要 あ る場 合 が あ る 。 こ う した 面 倒 な 通 信 環 境

の 変更 を 、簡 単 に 、 また は ユ ー ザ プ レゼ ンス 情 報 を も と に、 自動 的 に切 り替 え

る機 能 で あ る 。

② トラ ンス コーデ ィング

トラ ンス コー デ ィングは、多様 な端 末 に対応す る コンテ ンツ記述言 語や デー

タ形式 を吸収 し、ア プ リケー シ ョンや利 用者 が端末 の違 いを意 識す る ことな く、

サー ビス の提供 を受 ける ことがで きる環境 を実現す る。 さま ざまな ソ フ トウェ

アベ ンダー が トラ ンス コーディ ング製 品を提 供 して いるが 、変換 す る際に一旦 、

中間形式 と してXMLに 変換す る方式 がある。 この方式で は中間形式 のXML

か ら要 求が あった端 末 の種 類に応 じてHTMLな どの最適 な記述 言語 に変換 す

る処理 を行 う。 この 中間形式 のデータ を一旦作 成す る ことによ り、変換す る プ

ログラムの本数 が少 な くな る(図2.2-3)。

③ データ圧 縮

モバイル ネ ッ トワー クは通信速度 が遅 く、通信料 金が高 い傾 向が ある。 この

ために、通信 デー タ を圧縮 した り、不要 なデー タ量 を削減す る ことで通 信時 間

の短縮 、通信料 金 の低 減 をす る機 能で ある。

④ 暗 号 化 ・認 証

モ バ イ ル ネ ッ トワー ク で も送 受 信 され る デ ー タ を 、 ネ ッ トワー ク 上 で 他 人 に

知 られ な い よ う にす るセ キ ュ リテ ィ対 策 の 一 つ と して 、 情 報 を 暗 号 化 して か ら
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送 信 す る と い う 手 段 が 必 要 と な る 。WAP2.0で はSSL(SecureSocketsLayer)

を 一 般 化 し たTLS(TransportLayerSecurity)に 基 づ くWTLS(Wireless

TransportLayerSecurity)が 使 用 で き る よ う に な っ た 。

⑤ コミ ュニ ケ ー シ ョン機 能

端 末 一 端 未 聞 、 端 末一 サ ー バ 間 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョン を 行 う機 能 で あ る 。W

EBサ ー ビス 、電 子 メー ル 、 ス ト リー ミ ン グ 、イ ン ス タ ン トメ ッセ ー ジ 、 チ ャ

ッ ト、 音 声 会 話 、 テ レビ電 話 な どが あ る 。 ま た これ らの サ ー ビス を 中継 す るた

め の プ ロ トコ ル 変 換 を行 う。

図2.2-3ト ラ ン ス コ ー デ ィ ン グ
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(2)ポ 一 夕ル 機 能

ゲ ー トウ ェ イ機 能 を使 い な が ら、 ア プ リケ ー シ ョンサ ー ビス へ の 処 理 振 り

分 け を行 う機 能 で あ る 。 基 本 機 能 と して は 、 認 証 ・利 用 者 管 理 機 能 、 課 金 ロ グ

収 集 機 能 、 サ ー ビ ス 実 行 管 理 機 能 な どが あ る 。

認 証機 能 ・利 用 者 管 理 と は 、接 続 して き た端 末 や 本 人 を確 認 し、サ ー ビス に

入 る こ とを 許 可 す る機 能 で あ り、 代 表 的 な も の と して 下 記 の もの が あ る 。

・ユ ニ ー クID認 証 端 末 か ら通 知 さ れ る個 体 認 識 情 報(サ ブ ス ク ラ イ ブ

ID)を 使 った 認 証

・ID/パ ス ワー ド認 証 ユ ー ザ ーIDと パ ス ワー ドを使 っ た 認 証

・バ イ オ メ トリク ス 認 証 個 人 の 音 声
、指 紋 等 を使 っ た 本 人性 を確 認 す る認 証 機

能 で あ る。 今 後 、電 子 政 府 や 電 子 申告 、 金 融 機 関 で の

本 人 確 認 と い っ た分 野 で の利 用 が 期 待 さ れ て い る。

図2.2-4モ バ イル 認 証 技 術

① ユ ニ ー クID認 証
端末から通知される個体認識情報
(サブスクライブID)を使った自動ログイン

②ID/パ ス ワー ド認証
携帯電話ではBASIC認 証を使えな いた め

MLの タグ記述による認証 画面か らの ログ イン

③バイオメ トリクス認証
バイオメトリクス認証技術を使用することにより、本人性
確認(利 用者が本人であること)が 証明できる。

【例:携 帯電話でのユニークID認 証】

【例FORM認 証】 【例,BASIC認 証 】

個人特有の署名、音声、画像などを使って本人を識別する
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(3)サ ー ビス基 盤

ゲ ー トウ ェ イ 、 ポ ー タル 、 サ ー ビス ア プ リケ ー シ ョ ンで 共 通 に使 う下 記 の情

報 を管 理 す る 機 能 で あ る。 サ ー ビス 認 証 をす る た め の 利 用 者 情 報 や 端 末 使 用 権

限 、 そ の時 の 利 用 者 の状 態 な ど を管 理 し て い る 。 各 コ ン ポ ー ネ ン トは 、 そ れ に

も とづ き 、 表 示 画 面 や 処 理 内 容 を 変 更 す る 。

ユ ー ザ プ ロ フ ァイ ル情 報

ユーザ プ レゼ ンス情報

サ ー ビス プ ロ フ ァイ ル

利 用者 、端末の認証情報や 、嗜好 情報(ど んな

情 報が ほ しいか、 どんな 手段で 、 いつ情 報 を得

た いか等)な ど

接続情報(利 用者や端末 が ど うい うネ ッ トワー

クを使 って接続 して いるか)や 位置情報(今 ど

こにいるか)な どの情報

サー ビスア プ リケー シ ョンや プ ロバ イダーの宛

て先や イ ンター フェー ス に関す る情報

図2.2-5パ ー ソ ナ ル エ ー ジ ェ ン ト
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(4)サ ー ビ ス ア プ リケ ー シ ョ ン

サ ー ビス ア プ リケ ー シ ョ ンは 、 ビ ジ ネ ス モ デ ル の 実 現 手 段 で あ り、 非 常 に多

岐 な 形 態 が あ る た め 、こ こで は 、い くつ か の特 徴 的 な 事 例 を述 べ る こ と にす る。

① 電 子 コ ンテ ンツ 配 信 サ ー ビス

モ バ イ ル ネ ッ トワ ー ク を使 っ た コ ンテ ン ツ 配 信 サ ー ビス に は、 コ ンテ ン ツ の

形態 によ り、い くつ か の も の が あ るが 、こ こで は 音 楽 配 信 サ ー ビス を 事 例 と し、

コ ンテ ン ツ配 信 に共 通 的 な 著 作 権 保 護 技 術 を説 明 す る。 コ ンテ ン ツ配 信 に は 、

配 信 しな が ら リア ル タ イ ム、に再 生 す る 形 態(ス ト リー ミ ン グ)と リア ル タイ ム

に再 生 しな い ダ ウ ン ロー ド型 が あ る 。 こ こで は 、 後 者 を説 明 す る。

技 術 的 に は 、 音 楽 配 信 サ ー ビス は 、 圧 縮 技 術 と配 信 技 術 そ して 著 作 権 保 護 技 術

か ら構 成 され る 。

最 初 に下 図 に① 、② に示 す 手 順 で 楽 曲 デ ー タ がサ ー バ よ り端 末 に配 信 され る。

そ の 際 に 、 ラ イ セ ン ス情 報 も ダ ウ ン ロー ドさ れ る 。 この ラ イ セ ンス は 、 特 定 の

端 末 或 い は メ モ リカ ー ドを認 識 し、 そ れ らを藻 用 い て しか 、 楽 曲 を 聞 く こ と は

で き な い 。 次 に 一 旦 配 信 され た 楽 曲 デ ー タ を コ ピー して も 、 そ れ だ け で は聞 く

こ とが で き な い 。 聞 き た い 場 合 に は 、 ネ ッ トワー ク を使 い 、 ライ セ ンス をダ ウ

ン ロー ドす る必 要 が あ る 。

図2.2-6電 子 コ ンテ ンツ 配 信 と著 作 権 保 護 技 術
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② モバ イルEC

モバ イ ル ネ ッ トワー ク上 で 、 商 取 引 の 一 部 あ る い は全 部 を 行 う こ との 総 称 が

モバ イ ルECで あ る 。 一 般 消 費 者 や 企 業 が モ バ イ ル ネ ッ トワー ク使 う場 合 、 消

費者 に と って は新 しい 購 買手 段 で あ り、 企 業 に と って は ワ ン トゥ ワ ンチ ャ ネ ル

とな る 。 現 在 、 モ バ イ ルECサ イ トと呼 ばれ る も の に は 、 銀 行 振 替 、 代 引 き な

どの 支 払 方 法 と、電 子 的 な決 済 を選 択 で き る よ う に な っ て い る もの が 多 い 。 モ

バ イ ルECと して 注 目 され て い る もの の 一 つ に モ バ イ ル ウ ォ レ ッ トが あ るが 、

これ は第 三 世 代 携 帯 電 話 に利 用 さ れ るICカ ー ドで あ るUIM(UserIdentity

Module)を 使 用 し、一 定 の金 額 を モバ イ ル ネ ッ トワー ク を使 用 して 記 録 し、決

済 に用 い る もの で ある 。UIMの 読 み 書 き に は 専 用 の端 末 装 置 を 使 用 し、現 金 の

代 わ りに持 ち歩 く こ とが で き る。 モ バ イ ルECも 様 々 な ビ ジネ ス モ デ ル が考 え

られ る ので 、 こ こで は 、適 用 イ メ ー ジで 説 明 す る。

この ビジ ネ ス モ デ ル の例 で は 、 既 存 の広 告媒 体 な どに 、 商 品 番 号 を組 み 込 ん

で 、そ の番 号 を使 って シ ョ ッ ピ ン グす る こ と を想 定 して い る。 個 人 の ク レ ジ ッ

トカー ドのID番 号 、 配 送 場 所 や 支 払 い方 法 は 、 事 前 に サ ー ビス ・プ ロバ イ ダ

ー にユ ー ザ プ ロ フ ァイ ル 情 報 と して 登 録 して お く
。 ク レ ジ ッ トカ ー ドのID番

号 送 る必 要 もな い ので 、安 全 で あ る。 認 証 に つ い て は 、UIM、ID/パ ス ワー ド、

音 声認 証 な ど使 って 行 う。

図2.2-7 携 帯電話 を使 ったモバ イルECシ ステ ムの イメ ージ

既存の広告媒体に商品番号の埋め込む

敷 愚
カタログ インターネット 広告

鱒
店頭

利用者情報の事前登録

噂 安全性
カード番号通知不要

各種認証

ID/パ スワード認証

音声認証

UIM認 証

商品番号入力

配送場所指定

支払方法指定

金融機関 商店 物流会社
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③ 位 置 情 報 サ ー ビス

モ バ イ ル イ ン ダー ネ ッ トの 大 き な特 徴 の 一 つ で あ る位 置 情 報 サ ー ビス に つ い

て 説 明 す る 。 位 置 情 報 サ ー ビス に は 、GPS(GlobalPositioningSystems)衛

星 を使 っ た もの 、 モ バ イ ル ネ ッ トワー ク の 基 地 局 の 位 置 を使 っ た もの 、 両 者 を

併 用 した も の が あ る 。GPSだ け を使 っ た もの と して は 車 載 機 に よ る 動 体 管 理 シ

ス テ ム が あ り、比 較 的 前 か ら実 現 され て い る。最 近 で はKDDIが 携 帯 電 話 にG

PSチ ッ プ を搭 載 した 併 用 型 の サ ー ビス 提 供 した 。KDDIは 、米 国 の 通 信 機 器

メー カ ーQualcommの 開 発 した9PsOneと い う技 術 を使 って い る 。米 国 で は緊

急 時 の911通 報(日 本 の 警 察 と消 防 に相 当)で 、携 帯 電 話 か ら位 置 情 報 を 自動

的 に通 知 す る こ とが 義 務 付 け られ る こ とに な って お り、gpsOneは そ う した ニ

ー ズ か ら急 速 に広 ま る技 術 と して見 られ て い る
。

ま た企 業 で は 、 サ プサ イ チ ェー ンマ ネ ジ メ ン トへ の適 用 も検 討 され て い る 。

GPSチ ップ を搭 載 した 専 用 の端 末 が 開 発 さ れ れ ば 、資 材 調 達 の 部材 の トラ ッキ

ン グ 、 工 場 で の ラ イ ン の トラ ッキ ン グ 、 搬 送 車 両 の トラ ッ キ ン グ 、 配 送 員 に

GPS携 帯 を 持 し販 売 現 場 で の トラ ッキ ン グ等 が 、比 較 的 安 くで き る。 こ う して

人 、 モ ノ の 動 き が 非 常 に精 度 高 く追 跡 管 理 で き る 。 各SCM(SupplyChain

Management)の シ ー ンで 、情 報 を明 示 す る こ と に よ り、 流 通 在 庫 の 削 減 に大

き な イ ンパ ク トを与 え るだ ろ う。

図2.2-8位 置 情 報 技 術 のSCMへ の 適 用
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④CRMへ の モ バ イル イ ンタ ー ネ ッ トの 適 用

最 近 、よ く耳 にす るCRM(CustomerRelationshipManagement)の 分 野 で

は 、 モ バ イ ル が どの 様 な 形 で 入 って い くだ ろ うか 。 一 つ は 、 顧 客 との リアル タ

イ ム な ワ ン トゥ ワ ン のチ ャネ ル で とな る と い う こ とで あ る 。 モ バ イ ル イ ンタ ー

ネ ッ トは 、 タ イ ム リー な 対 応 や 顧 客 一 人 一 人 に合 わ せ た りコ メ ンデ ー シ ョ ンが

可 能 す る。 例 え ば推 奨 品 のURLの 埋 め 込 み 携 帯 電 話 に メー ル を送 る とい った

活 用 が 考 え られ る。 も う一 つ は 、営 業 マ ン の営 業 ス タ イ ル を 変 革 で き る コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン手 段 とな る と い う こ とで あ る。 つ ま り、 外 出 先 か ら営 業 マ ンが 社

内 の 専 門 家 や 上 司 をい つ で もつ か まえ られ る た め 、顧 客 へ の 応 対 が ス ピー ドア

ップ され る。 ま た電 話 だ け で な く、 メー ル等 の デ ー タ と して コ ミ ュニ ケー シ ョ

ンで き るた め 、伝 達 ミス を 少 な くな る。 ま た 、 社 外 か ら社 内 シ ス テ ム を使 え る

た め 、 受 発 注 や 在 庫検 索 、 見 積 も りが 行 え 、 納 期 の 回 答 が ス ム ー ス に行 え る 。

社 内 事 務 処 理 等 も行 え る た め 、 直 行 直 帰 型 の ワー ク ス タ イ ル が 確 立 され 、 空 い

た 時 間 が い ま まで よ り多 く顧 客 対 応 に 当 て られ る 。

図2.2-9 CRMへ の モバ イルの適 用 イメ ージ
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2.3端 末 技 術

携帯電話 は、 自動 車電話 の時代 では単純な電話機能 であ り、 固定 電話 を移動

可能 に した もので あ った。そ の後家電 と同様 に携帯電話 の小型化 と軽量化が進

んだ。 また、携帯性 を生か し電 話帳 の機 能 を搭載 した。音 声 の代 わ りに文字 を

メール と して送信す る機能 を搭 載 した。

その後 、パ ケ ッ ト通 信 によるデー タ通 信が可能 にな る と、パ ケ ッ トによ るメ

ー ル送信 が可能 にな り、イ ンターネ ッ ト網 と接続可能 とな り 「iモ ー ド」サー

ビスが開始 された。 この時点 で、 メール を見 るため のブラウザ と して、携帯 の

OSが 登 場 して きた。

次世代携帯電 話で は、音楽配 信、画像配 信な どの高度サー ビス を提 供 して い

る。 また、次 世代で はICチ ップが搭載 されている事 によ り、個 人 の情報が格

納 できる事や 携帯電話 か らの通 信で電子認 証、暗号化 な どのSSLが 確立 され、

携帯 電話 自体 が電子 ワォ レッ トとしてモバ イルコマース に代 わろ うと して いる。

しか し、全て の利用者が次 世代 の機能 を必要 として いな く、特 に高年齢 者な ど

は、従 来の よ うに通話 だけの携帯 電話や違 った機能 が求め られ るよ うになるの

で はないだ ろ うか。

携帯電 話が 小型化 したが 、高年齢者 では文字が大 きい携帯 を望 むで あろ うし、

学生 が求め る機能 、社会 人が求 める機 能、女性が求 める機能な ど多様化 する中

で、携 帯電話 は今 後大 き く二分化 され るで あろ う。

① 単純 な機能 と して の携帯電 話

② 高度 に発展 したPDAの 機能 に近 い携帯電話

米ベ ライ ゾ ン ・ワイヤ レス社 か ら携 帯情報 端末(PDA)と 携帯 電話 の機能 を兼

ね 備 えたデバ イ スが発 表 されて い る。『パー ム』 オペ レーテ ィ ング ・シス テム

(OS)を 搭載 したPDA・ 携帯電話 一体 型機器(PDAフ ォン)で ある。メー カー

は京セ ラ ・ワイヤ レス社で ある。や は り通常 の携帯電話 よ り最初見 た ときは少

し大 きいよ うで ある。

(1)端 末 の ブ ラ ウ ザ 動 向

2001年 は 携 帯 端 末 にJavaが 乗 る こ とが 証 明 され た年 にな っ た が 、 初 代 の

Javaに 関 して は,機 能 の 搭 載 も充 分 に な く,速 度 も 問題 が あ った 。 しか し、そ

ん な 携 帯Javaも,2001年 末 に は搭 載 機 種 が1000万 台 を突 破 した 。現 状 のJava

は 速 度 が 十 分 とは 言 い難 く,性 能 面 で も余 裕 が な い状 況 で あ っ た 。 そ の 大 きな

原 因 はJavaVM自 身 の 問題 で は な く,現 在 のJavaが,携 帯 電 話 の 音 声 を処 理

す るチ ップ(ベ ー ス バ ン ドチ ッ プ)が,そ の"余 剰 能 力"を 使 っ て 動 いて い る
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こ とに あ っ た 。iア プ リな どで も,パ ケ ッ ト通 信 中 はJavaの 処 理 速 度 が 落 ち る

こ とは 有 名 だ 。 各 キ ャ リア は第2世 代 のJavaを 投 入 し,機 能 を拡 張 させ て く

る2002年 はJava性 能 が 大 幅 に 向 上す る と考 え る。

欧 州 で 開始 され るGPRSや 、米 国 で の第3世 代 の サ ー ビス 開 始 に 伴 い 、携 帯

電 話 用 ソ フ トを開 発 す る ベ ンチ ャー 企 業 が 海 外 展 開 を加 速 して い る。 イ ン ター

ネ ッ ト接 続 対 応 の携 帯 電 話 サ ー ビス で 先 行 す る 日本 は 、 ソ フ ト開 発 で もベ ンチ

ャー の技 術 力 が 高 く、 欧 米 企 業 か らの 引 き 合 い も多 い。

た と え ば 、ACCESSは 、情 報 家 電 向 け 組 み 込 み 型 イ ン ター ネ ッ トソ フ トの分

野 で の企 業 。情 報 家 電 向 け ブ ラ ウザ ソ フ ト 「NetFront」 は 、 テ レ ビ 、セ ッ ト ト

ップ ボ ッ クス 、ゲ ー ム 機 、PDA、 ワー プ ロ、 カ ー ナ ビ、 ウ ェ ブ電 話 、 専 用 端 末

な どを 中 心 に 、 国 内 外 主 要 メー カ ー 多 数 に採 用 され て る 。 また 、 小 型 情 報機 器

向 け の マ イ ク ロブ ラ ウザ 「CompactNetFront」 は 、NTTドpモ のiモ ー ド向

け 端 末 な ど を 出 荷 して い る メー カ ー 多 数 に 採 用 され て い る 。現 在 、40以 上 の 主

要 メー カ ー か ら約120機 種 、3500万 台 以 上 のNetFront、CompactNetFront

搭 載 製 品 が 出 荷 され て い る 。

最 近 で は 、WAP2.0(世 界 の 次 世 代 携 帯 電 話 標 準 仕 様 を サ ポ ー ト)を サ ポ ー

トした 次 世 代 ブ ラウ ザ 「NetFrontv3.0」 を リ リー ス した 。 「NetFrontv3.0」

は 、WAP2.0の 標 準 仕 様 に加 え 、DynamicHTML、ECMAScript(JavaScript)、

SSLを 拡 張 機 能 と してサ ポ ー トい る 。 さ ら に、IPv6!IPv4デ ュ ア ル 対 応 の ワ イ

ヤ レスTCP!IP通 信 ス タ ックや 、J2ME(Java2MicroEdition)MIDP/CLDCベ

ー ス のJavaソ リュ ー シ ョン も既 に提 供 され て い る。

ま た 、 ア プ リ ック ス は、 携 帯 電 話 用Javaを 開 発 し、 国 内 メ ー カ ー が 採 用 し

た ほ か 、海 外 メー カ ー に も提 供 予 定 で あ る 。同 社 の 製 品 で あ るMicroJBlend製

品 は 、携 帯 電 話 、PDA製 品 の よ うな メ モ リが キ ロバ イ ト単 位 の 製 品 に も実 現 で

き るJavaプ ラ ッ トフ ォー ム で あ る 。 携 帯 電 話 の分 野 で はNTTド コ モ の 「iア

プ リ」対 応 携 帯 電 話 へ 搭 載 さ れ た の を は じ め 、Jフ ォ ンauグ ル ー プ の 既 に 数 百

万 単 位 の 出荷 実 績 が あ る 。Javaプ ラ ッ トフ ォ ー ム は、CPUやOS、 タ ー ゲ ッ ト

機 器 の分 野 を選 ばず 、PDA製 品 や 家 電 製 品 な どへ を実 装 で き る 。

これ ま で 発 売 され たJava搭 載 携 帯 電 話 は21機 種 あ るが 、 こ の うちJBlend

が 搭 載 さ れ た 端 末 は 、全 体 の6割 を超 え る8メ ー カ ー13機 種 に の ぼ る。ま た 、

他 の家 電 製 品 ホー ム ビデ オ 、 デ ジ タ ル カ メ ラ に も搭 載 され た実 績 を持 つ 。

そ の ほ か 、 ゼ ンテ ッ ク ・テ ク ノ ロ ジ ー ・ジ ャパ ン も、 英 社 と組 みJava対 応 の

ネ ッ ト閲 覧 ソ フ トを開 発 し、 内外 の 端 末 メー カ ー に供 給 予 定 で あ る 。
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(2)携 帯 電 話 の 全 て の 機 能 をJavaで 開 発

今後 は 、Javaプ ロ グ ラム を ダ ウ ン ロー ドして 使 う とい う形 か ら,有 機 的 な 動

き が で き る よ うに な る で あ ろ う。現 在 、 電 話 帳 や ハ ー ドウ ェ ア に ア ク セ ス で き

な いJavaの 仕 様 で あ るが 、今 後 さ ま ざ まな デ ー タ や ハ ー ドウ ェ ア にJavaが ア

ク セ ス し連 携 して 動 作 す る仕 様 に変 更 され る 方 向 に あ る 。

NTTド コモ のiア プ リに代 表 さ れ る 携 帯Javaで は,Javaプ ロ グ ラ ム は ほか

の メモ リや ハ ー ドウ ェ ア か ら分 離 し保 護 され て い る。 これ は もち ろん 悪 意 の あ

るJavaプ ロ グ ラム が 作 られ る可 能 性 を 考 慮 して の こ と だ 。 しか しNTTド コ

モ に遅 れ る こ と半 年 で 登 場 したKDDIやJ－ フ ォ ンのJava仕 様 で は,電 話 帳 や

ハ ー ドウ ェ ア へ の ア ク セ ス を限 定 的 な が ら認 め て い る。 今 後 はセ キ ュ リテ ィ に

配 慮 しな が ら,さ ま ざ ま な デ ー タ にJavaが ア ク セ ス で き る 方 向 に 進 み つ つ あ

る。

携 帯 電 話 機 能 が 拡 大 して い る 状 況 で 、 携 帯 の ソ フ トウ ェ ア が,大 規 模 化 し開

発 難度 が 増 して い る の は 周 知 の事 実 。 頻 発 す る バ グ も,そ の難 しさ を 証 明 して

いる 。 ま た 、 バ グ に よ る 影 響 も広 範 囲 にな っ て きて い る 。

機 能 の似 通 っ た ア プ リケ ー シ ョ ンは使 い回 せ る よ うに した ほ うが 制 作 効 率 も増

す が,組 み 込 み機 器 で あ る 携 帯 電 話 はハ ー ドウ ェ ア も各 機 種 バ ラバ ラな 上OS

も異 な る 。同 じア プ リケ ー シ ョ ン を動 作 さ せ る に は,Javaの よ う にハ ー ドウ ェ

ア やOSの 違 い を 吸 収 して くれ る プ ラ ッ トフ ォー ム を使 う の が 簡 単 で あ る 。

現 在 の携 帯 電 話 で,こ の よ うな 形 でJavaを 利 用 す る こ とは 、 プ ロ グ ラ ム の サ

イ ズ 的 な 問題 で で き な い が,方 向 性 と して 考 え られ る。

これ か らの 携 帯 電 話 は,メ モ リ容 量 も急 速 に拡 大 し,ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ

セ ッサ が 搭 載 され る な ど速 度 も改 善 され て い く た め 、 携 帯 電 話 の ほ とん どの ソ

フ トウ ェ アがJavaで 書 か れ 共 用 され る で あ ろ う。

WindowCEを 提 供 して い る、 マ イ ク ロ ソ フ トのJava戦 略 に 関 して は 、 携 帯 端

末 で の 動 き は な く、

日本 の ウ イ ン ドウズ は 、 ア プ リ ッ ク社 と の提 携 も あ るが 、米 マ イ ク ロ ソ フ ト

は 「ウ イ ン ドウ ズXP」 に つ いて 、ネ ッ トワー ク 向 け プ ロ グ ラ ミ ン グ言 語 「Java」

を使 っ て 制 作 した ア ニ メー シ ョ ンな どの プ ロ グ ラム を起 動 さ せ る機 能 を削 除 し

て い る。

サ ンな どマ イ ク ロ ソ フ トの競 合 会 社 は 「Java技 術 が 幅 広 く利 用 され れ ばOS

市 場 で マ イ ク ロ ソ フ トの 支 配 力 を 弱 め られ る」 とみ てJava技 術 の 研 究 開 発 を

強 化 して い る 。 マ イ ク ロ ソ フ トは現 行 の ウ イ ン ドウズ にJava技 術 を動 か す 機

能 を標 準 搭 載 す る一 方 で 、Javaの 対 抗 馬 とな る新 プ ロ グ ラ ミ ン グ言 語 「C#(C

シ ャー プ)」 を独 自開 発 。今 後 はJava技 術 支 援 か ら段 階 的 に手 を引 き 、Cシ ャ
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一 プ普 及 に注 力 す る と み られ て い る
。

携 帯 端 末 のOSに 関 して も 、Cシ ャー プ の普 及 戦 略 が 取 られ る と予 想 され た

め 、 今 後 の 動 向 が 気 に な る。

(3)PDA端 末 の 動 向

PDAはPersona1DigitalAssistantの 略 で 、1992年 に ア ッ プル コ ン ピ ュー

タ が 提 唱 し た概 念 で 、 「ニ ュ ー トン」と い う製 品 が発 売 され た の が 最 初 で あ る 。

国 内 で は1993年 に登 場 した シ ャー プ の 「ザ ウル ス 」 が 先 駆 け。 当 初 は毎 日の

予 定 や 連 絡 先 の 管 理 な ど電 子 手 帳 と して の 使 い方 に と ま ど って い た 。

しか し、場 が 急 成 長 し、2000年 に約140万 台 だ っ た 出 荷 台 数 が2005年 には

300万 台 弱 に 増 え る見 通 しだ 。 が 、 最 近 で は性 能 が 向 上 し、 イ ンタ ー ネ ッ トと

の 接 続 やAV(音 響 ・映 像)対 応 な どの機 能 が 強化 され て い る 。

PDAの 種 類 と して は 、 次 の タイ プ が あ る。

ザ ウル ス

パ ー ム(Palm):

国産 のPDAと して シ ャー プがOS、 ハ ー ドと も に 開発 し

たPDAで あ る。

ア メ リカ で 生 ま れ 、 現在 世 界 で6割 程 度 の シ ェ ア を持 つ

OSで あ る。OSは ライ セ ンス 提 供 さ れ 、ハ ー ドは パ ー ム

コ ン ピ ュー テ ィ ン グ社 だ けで な く 、ハ ン ドス プ リ ング 社 、

ソニ ー 、IBM、TRGな ど に提 供 さ れ て い る 。

ウ イ ン ドウズCE:マ イ ク ロ ソ フ トの ウ イ ン ドウズ シ リー ズ の モ バ イ ル 向 け

OSで あ る 。 ウ イ ン ドウ ズ シ リー ズ と統 一 性 が あ り、 ウ

イ ン ドウ ズ を 利 用 して い る 人 に と っ て は 直 感 的 にわ か

りや す い 。

国 内 市 場 動 向 で は 、 音 楽 や 動 画 の 再 生 に対 応 した 「ザ ウル ス 」 が4割 前後 の

シ ェ ア を 占 め た とみ られ て い る 。シ ャー プ に次 い で ソニ ー の 「ク リエ 」が あ り、

パ ソ コ ンか ら取 り込 ん だ 音 楽 デ ー タ を再 生 で き る ほか 、 メモ リカ ー ドに記 録 し

た テ レ ビな どの動 画 像 を再 生 が で き る 。

携 帯 性 を重 視 した 、 ハ ン ドス プ リ ング の 「バ イ ザ ー 」 は 薄 型 を 武 器 に して い

る 。 コ ンパ ック コ ン ピュ ー タ のriPAQ」 は イ ンテ ル の32ビ ッ トcpu(中 央

演 算 処 理 装 置)を 搭 載 し、PDAの 中で 処 理 速 度 が 最 も速 い。表 計 算 や ワー プ ロ

機 能 をパ ソ コ ン並 み の速 度 で こな す こ とが で き る よ うに な っ た 。

ポ ケ ッ トPCを 搭 載 す る 日本 ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッ カ ー ド社 の 「ジ ョル ナ ダ」

や 、 カ シ オ の 「カ シオ ペ ア 」 は 、 ワー ドや 、 エ クセ ル と い っ た ウ イ ン ドウ ズ マ

シ ン と の連 携 した ソ フ トを搭 載 して お り、 ウ イ ン ドウ ズ マ シ ン との デ ー タ連 携
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が で き る。 さ ら に、 ウ ェ ブ ブ ラ ウザ に つ い て もイ ンタ ー ネ ッ トエ ク ス プ ロ ー ラ

を 装 備 して い る 。ま た 、ウ イ ン ドウ ズ メ デ ィ ア プ レイ ヤ ー も標 準 搭 載 して い る 。

PDAを イ ン ター ネ ッ トと接 続 す る に は 、携 帯 電 話 な ど とケ ー ブル で つ な ぐか 、

デ ー タ 通 信 用 の カ ー ドを差 し込 む 必 要 が あ っ た が 、 こ こ に き て デー タ 通 信 機 能

内臓 型 の製 品 も登 場 して い る 。

2001年 末 に 日本IBMが 個 人 向 け に発 売 した 「ワ ー ク パ ッ ド」 はPHS部 品

を 内臓 して お り、 本 体 だ けで イ ン ター ネ ッ トに接 続 で き る よ う にな っ た 。 今 後

は ハ ン ドス プ リ ン グ の 通 話 機 能 付 きPDAの よ う に携 帯 電 話 に近 い機 能 を もつ

も の と、 パ ソ コ ン に近 い 高 機 能 を備 えた 製 品 へ の 二 極 化 が 進 む で あ ろ う。

(4)PDA-OSの 動 向

PDAのOSは 、パ ー ムOS、 ザ ウル スOS、 ウ イ ン ドウ ズCEな どが 主 流 だ が 、

最 近 に な って リナ ッ ク ス も搭 載 され るよ う に な っ た 。

① パ ー ムOS

パ ー ムOSは 、 従 来 のPDAと 比 べ て機 敏 か つ 簡 易 な 操 作 性 に あ る 。PDAの

条 件 は 、 電 源 を入 れ れ ば即 使 用 で き る 状 態 にな る こ とが 重 要 で あ る。 ま た 、 パ

ー ムOSは オ ー プ ンで あ る た め に
、 パ ー ムOS上 で 動 く ア プ リケ ー シ ョ ン開 発

用 ツ ー ル(SDK)が 広 く公 開 ・提 供 され て お り、 世 界 中 の プ ロ グ ラ マー が 開 発

に参 加 可 能 にな っ て い る。 そ の た め 数 多 くの シ ェ ア ウ ェ アや フ リー ウ ェ ア が 公

開 され て い る。 英 語 版 の ア プ リケ ー シ ョ ン を 日本 語 環 境 で 稼 動 可 能 とす る た め

の 変 換 ソ フ ト(ロ ー カ ラ イザ)も 提 供 され て い る。

日本IBMが 最 初 にPCコ ンパ ニ オ ン と い う概 念 で 日本 語 化 した パ ー ムOSを

搭 載 した ワー クパ ッ ド(WorkPad)を 販 売 した 。 そ れ ま で 日本 で は 、英 語 版 の

パ ー ムOSに シ ェ ア ウ ェ ア の 日本 語OS(J-OS)を 入 れ て 使 う しか 方 法 が な か

った た め 、 各 社 か ら 日本 語 版 が 登 場 した こ とで 急 速 に普 及 が 進 ん だ 。

② ザ ウル スOS

シ ャー プ の ザ ウル ス のOSは 、 日本 語 の手 書 き 入 力 が で き る点 が 他 の 商 品 に

対 す る優 位 性 を持 って い る。 ザ ウル スOSの 公 開 や 提 供 を行 っ て い な く、 ア プ

リケ ー シ ョ ン開 発 を行 う外 部 の プ ロ グ ラ マー との 連 携 を進 め て こな か った た め 、

利 用 で き る ア プ リケ ー シ ョ ンが 圧 倒 的 に少 な い 状 況 にな っ て い る 。 最 近 は 、 外

部 提 供 す る な ど、 パ ー ム社 と 同 じオ ー プ ン戦 略 を 取 る よ う にな っ て き て い る 。

③ リナ ックス
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シ ャー プは 一 部 の機 種 に リナ ッ ク ス ベ ー ス のOSを 搭 載 したPDAを 米 国 で 開

発 を進 め て い る。 ア プ リケ ー シ ョ ン 開発 の 観 点 か ら、 よ りオ ー プ ンな 開発 環 境

にお け る 展 開 を進 め て行 くよ う で あ る。

④ ウ イ ン ドウズCE

マ イ ク ロ ソ フ ト社 は 、 ウ イ ン ドウ ズCE3.0を ベ ー ス に した ポ ケ ッ トPC

(PocketPC)と 呼 ば れ るOSで 本 格 参 入 して い る 。 さ らに 、 マ イ ク ロ ソ フ ト

は、 携 帯 電 話 事 業 で も イ ンテ ル と提 携 した 。 マ イ ク ロ ソ フ トがPDA用 に 開発

したOS「 ポ ケ ッ トPC2002」 と イ ンテ ル のPDA向 け プ ロセ ッサ 「イ ンテ ルPCA」

を も と に組 み 合 わ せ 、 携 帯 電 話 を 開 発 した 。

この ウ ィ ンテ ル 連 合 はパ ソ コ ン で 圧 倒 的 な 地 位 を 築 いた が 、 携 帯 電 話 で も ノ

キ ア に対 抗 す る 。

今 後 のPDAのOS競 争 を大 き く左 右 す る と考 え られ る もの と して 、第 一 に 、

いか に多 くの ア プ リケ ー シ ョ ン を提 供 す る こ とが 可能 か 、 そ の た め に 必 要 な 開

発 環 境 を ア プ リケ ー シ ョ ンの 開 発 者 に 提 供 し協 力 を得 る こ とが え き る か と い う

こ とが 重 要 な ポ イ ン トとな る 。

次 いで 、PDAの 機 能 拡 張 用 ス ロ ッ トの 活 用 を ど の よ う に展 開 して い くか が ポ

イ ン トにな る と思 わ れ る。 す で に 、外 部 メモ リ と して 、 メ モ リス テ ィ ッ クや コ

ンパ ク トフ ラ ッシ ュ な どが あ り、 さ らに はゲ ー ム モ ジ ュ ー ル 、 リモ コ ン、 バ ー

コ ー ドリー ダ 、デ ジ タ ル カ メ ラ 、MP3プ レイ ヤ ー な ど各 メ ー カ ー か ら各 種 提 供

され て い る。 また 、今 後 はイ ンタ ー ネ ッ ト接 続 の た め の ワイ ヤ レス通 信 機 能 な

どへ の 対 応 がPDAのOS競 争 を大 き く左 右 させ て い く も の と思 わ れ る 。

PDAで も、今 後 はハ ン ドス プ リ ング の 通 話 機 能 付 きPDAの よ う に携 帯 電 話

に 近 い 機 能 を もつ も の と、 パ ソ コ ン に近 い 高 機 能 を備 え た 製 品 へ の二 極 化 が 進

む で あ ろ う。

(5)次世代携帯端末 の課 題 と しての ウイル ス 問題

ブ ロー ドバ ン ドは映 画 や 音 楽 な どの 大 容 量 情 報 を ス ト レス な く受 信 で き る の

が 売 り物 だ が 、 も う一 つ の大 き な 特 徴 は常 時 接 続 機 能 だ 。 通 信 料 金 を気 に せ ず

欲 しい 情 報 を い つ で も入 手 で き る が 、い わ ば 開 け っ放 しの 玄 関 の よ うな も の で 、

セ キ ュ リテ ィ(安 全)対 策 が 重 要 な 問 題 と して 立 ち は だ か っ て くる 。

2001年 秋 、 コ ン ピュ ー タ ・ウ イ ル ス の 「ニ ム ダ 」が 全 世 界 を 震 か ん させ た が 、

そ の 一 部 は韓 国 が 震 源 地 だ っ た 。(「 ニ ム ダ 」 の 出 現 に よ っ て 、 ウ イ ル ス と ワ ー

ム を 区別 す る 、 以 前 か らの ウ イ ル ス は 、 自分 か らは感 染 を広 げ な くが 、 ワ ー ム

は 自分 か ら感 染 を 広 げ る か らで あ る 。)
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ブ ロー ドバ ン ドが 一 般 家 庭 に普 及 した 結 果 、 自宅 のパ ソ コ ン が 本 人 の 知 らぬ

間 に 汚 染 さ れ 、 さ ら に は ウ イ ル ス の発 信 源 に まで され て し ま っ た と い う例 が 増

え た 。

携 帯 電 話 の 端 末 に お いて は 、未 だ ウ イ ル ス は 発 生 して い な いが 、Java搭

載 マ シ ン にお い て は 、 サ ー ドベ ンダ ー か らの ダ ウ ン ロー ドに よ る携 帯 端 末 へ の

ウイ ル ス 感 染 が 考 え られ る。 ま た 、 ブ ラ ウザ フ ォ ン特 有 の ウ イ ル ス と して 、 サ

ー バ のサ イ トに 対 す る ウ イ ル ス が あ る
。

1998年 に イ タ リア で 、シ ョー トメ ー ル を処 理 す るサ ー バ に ウ イ ル ス が 感 染 し

て 、 メー ル を か っ て に送 し ま う ウ イル ス が 発 生 した。 この よ うに サ ー バ サ イ ト

で の 対 策 も十 分 に 対 策 が 必 要 で あ る。しか し、専 門 知 識 を もた な い 個 人 の 場 合 、

十 分 な 安 全 対 策 を 施 さな い 場合 が 多 く 「国 際 的 な サ イ バ ー 犯 罪 の 抜 け道 に利 用

さ れ る 危 険 性 も あ る 」。携 帯 電 話 も今 後 は 常 時 接 続 が 考 え られ る が 、有 線 の ブ ロ

ー ドバ ン ドが 普 及 す れ ば
、携 帯 も含 め メ ー ル な どで 行 政 や 医 療 、 教 育 な ど個 人

の プ ライ バ シー に 関 す る情 報 もや り取 り され る よ う にな るが 、 そ れ が 盗 み 見 さ

れ る 可能 性 も否 定 で き な い。

PDAに お い て も2000年 に既 に ウ イ ル ス が 発 見 され て い る 。 フ ィ ン ラ ン ドに

本 拠 を置 くセ キ ュ リテ ィ会 社 、Fセ キ ュ ア社 が 、 ハ ン ドヘ ル ドコ ン ピ ュー タ を

直 接 狙 っ た 史 上 初 の ウ イ ル ス を 公 式 に 確 認 し た 。 『パ ー ムOS/フ ァ ー ジ 』

(Phage)と 呼 ば れ る こ の ウ イ ル ス で あ る 。 ウイ ル ス は 、感 染 した フ ァイ ル が 、

赤外 線 ポ ー トや ドッ キ ング ・ス テ ー シ ョ ン経 由で 他 のパ ー ム 機 器 に移 され る 際

に広 が って い く。 また 、『パ ー ム ・リバ テ ィー ・トロイ の 木 馬 』 と は異 な り、 フ

ァー ジ は本 格 的 な ウイ ル ス で 、1つ の パ ー ム ・ア プ リケ ー シ ョ ン か ら他 の ア プ

リケ ー シ ョ ンへ と感 染 す る。

(6)次 世代 携 帯 端 末 に求 め られ る ハ ー ドウ ェ ア

回 線 の 高 速 化 につ れ て 、 さ ま ざ ま サ ー ビ ス が 立 ち 上 が る 中で 、 携 帯 端 末 に 求

め られ る仕 様 も高 度 に な り、 端 末 側 の 各 ハ ー ドの機 能 も小 型 化 、 軽 量 化 が さ ら

に加 速 して きて い る。 また 、 情 報 処 理 の 能 力 、 増 えつ づ け る 情 報 量 の格 納 、 常

に利 用 す る た め の バ ッテ リー な ど よ り高 度 な 機 能 が 求 め られ られ て い る 。

携 帯 電 話 に求 め られ るCPUは 、 マ ル チ チ ッ プパ ッケー ジ(MCP:フ ラ ッ シ

ュ メ モ リー 、SRAMメ モ リな ど を一 体 化 し た もの)と な っ て お り、 現 在 は32

メ ガ フ ラ ッ シ ュ メ モ リー と4メ ガ ビ ッ トのSRAMが 主 流 で あ る が 、 今 後 は

MCPの 容 量 拡 大 が 求 め られ る。

ま た最 近 で は 、 新 た な 動 き と して 、 携 帯 に も汎 用 プ ロセ ッサ を搭 載 す る と い

う 方 向 性 が あ り 、 新 た な チ ッ プ と し て 、 「S-MAP」(SuperHMobile
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ApplicationProcessor:エ ス マ ッ プ)を 日立 製 作 所 が 携 帯 電 話 向 け の ア プ リケ

ー シ ョ ン プ ロセ ッサ と して 開 発 を進 め て い る
。

S-MAPは,RISCチ ッ プ に 画 像 や 音 声 の 処 理 に 向 い たDSPコ ア を組 み 込 ん

だ もの で,動 画 の処 理 やJavaな ど,第3世 代 携 帯 電 話 の 時 代 に 向 け て,開 発

を進 め て い る。 ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ セ ッサ の も う1つ の メ リ ッ トと して 、処

理 速 度 の 向 上 だ け で は な く、 通 信 制 御 用 の ベ ー ス バ ン ドチ ップ と切 り離 され て

い る こ とで,JavaVMお よ びJavaア プ リケ ー シ ョ ンが 開 発 しや す くな る 。

従 来,携 帯 電 話 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 は通 信 機 能 まで 備 え た大 きな ボ ー ドで 行

っ て い た 。 「安 定 性 も低 く,ど こに 問 題 が あ って 動 か な い の か,突 き止 め る の が

難 しか っ た が 、 ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロセ ッサ を利 用 す る こ とで,純 粋 にJava

に 関係 した パ ー ツ の み の ボ ー ドを 使 って 開 発 で き た め 、デ バ ッ グ も しや す く、

開発 が は る か に楽 に な る 。 ま たJavaア プ リケー シ ョン制 作 者 に とっ て も 開 発

が容 易 にな る 。

① 液 晶 パ ネ ル

携 帯 電 話 で は 、2イ ンチ パ ネ ル のTFT(バ ッ ク ライ トな ど周 辺 デ バ イ ス を搭

載 した もの が 主 流 に な って い る 。

供 給 メ ー カ ー は 、10社 か ら14社 に 拡 大(東 芝 、NEC、 日立 が 参 入)し た 。

しか し韓 国 企 業 な どの 参 入 が 予 想 され る 。 今 度 は 、 省 電 力 を求 め られ て お り、

新 た な デバ イ ス と して 、PDAや 電 子 書 籍 用 と して 商 品 化 が 検 討 さ れ て い る 「電

子 ペ ー パ ー 」 が あ る 。 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 上 に特 殊 な 「電 子 イ ン ク」 を塗 っ

た 「前 面 板 」 の 構 造 と な っ て い る 。0.5ミ リ前 後 で 折 り曲 げ る こ とが 出 来 き 、

液 晶 表 示 装 置 に く らべ 文 字 が 読 み や す く消 費電 力 が 少 な い と い っ た 特 徴 を も っ

て い る 。

② 磁 気 デ ィス ク

今 後 、次 世 代 の 携 帯 電 話 で 、イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 した サ ー ビス が 増 え る 中 、

情 報 配 信 サ ー ビス や 、大 量 の 画 像 配 信 の 情 報 を記 録 す る装 置 な どが 必 須 に な る

と考 え られ る 。

現 在 は 、 メ モ リ に代 表 さ れ るICカ ー ドで 記 憶 さ せ る方 式 で あ る が 、 今 後 さ

らに携 帯 端 末 で も大 容 量 の 記 憶 が 必 要 に な り、 携 帯 端 末 で の磁 気 デ ィ ス ク の 応

用 が 広 が りそ うだ 。 コ ン ピュ ー タ の 記 憶 装 置 と して 使 わ れ る磁 気 デ ィス ク の 記

録 密 度 が 、 急 ピ ッチ で 上 昇 して い る お り、更 な る 小 型 化 が され て い る 。

磁 気 デ ィ ス ク が 大 型 コ ン ピ ュー タ で 使 わ れ て い た20年 前 、1イ ンチ 角 の 情

報 量 は10メ ガ(1メ ガ は100万)ビ ッ トと、 テ レ ビ番 組 の2秒 分 に す ぎ な か

っ た 。 現 在 は 同 じ面 積 に25ギ ガ ビ ッ ト、 一 時 間 強 を記 録 す る こ とが 可 能 だ 。

これ を一 挙 に4倍 の 一 イ ンチ 角 当 た り100ギ ガ ビ ッ ト、テ レ ビ番 組5時 間 分 ま
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で 高 め る技 術 に メ ドが つ い た 。

また 、2007年 ご ろ まで に1イ ンチ 角1テ ラ(1テ ラ は 一 兆)ビ ッ トまで は い

く と予 測 され 。 そ の 先 は ナ ノテ ク ノ ロ ジー(超 微 細 技 術)を 使 っ て デ ィス ク 上

に10ナ ノ メ ー トル 程 度 の 桝 目 を形 成 し、 一 ヶ 所 ず つ 磁 化 させ て い く方 式 が 登

場 す る とみ られ て い る 。

磁 気 デ ィ ス ク の 高 密 度 化 に対 す る取 り組 み は 、 大 き く2通 りの方 向 で 取 組 ん

で いる 。

● 「垂 直 磁 気 記 録 」・… 新 し い記 録 方 式 。現 在 の 磁 気 デ ィス ク は デ ィ ス ク面

の 水 平 方 向 に磁 石 を 書 き 込 ん で い るが 、 この 方 法 だ

と磁 石 が 小 さ くな る に つ れ てN極 とS極 の 向 き が 不

安 定 にな るた め 、記 憶 密 度 の 限 界 が あ る 。 安 定 化 す

る た め に磁 石 の 向 き を垂 直 方 向 にす る こ とで 、 隣 り

合 う磁 石 の 反 発 が 起 き な い うえ 、 垂 直 方 向 の 厚 み に

よ っ て磁 石 の 大 き さ を確 保 、安 定 性 が 増 す 。 この 方

法 で現 在1イ ンチ 角 当 た り64ギ ガ ビ ッ トが 可 能 。

2003年 に100ギ ガ ビ ッ トを 目指 す 。

● 「読 み 取 り磁 気 ヘ ッ ド」・・従 来 の約 十 倍 の 感 度 で 信 号 を と ら え る こ とが で き

る新 しい磁 気 ヘ ッ ドを使 う こ と とで 、 記 録 密 度 を向

上 させ る 。 トンネ ル 磁 気 抵 抗(TMR)ヘ ッ ドと呼 ば

れ 、金 属 に極 薄 の絶 縁 膜 を挟 ん で あ り、 金属 が磁 場

の 微 妙 な 変 化 を 感 じ る と 絶 縁 膜 の 抵 抗 が 変 化 す る

原 理 を使 っ て 情 報 を読 み 書 きす る 。

図2.3-1磁 気 デ ィス クの 高 密 度 化 動 向

磁気ディスクの高密度化
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③消 費電力(省 電 力、液 晶、水 素電 池)

現在 主流 の充電式 リチウムイ オ ン電 池 の世界市場規模(金 額ベ ース)は 、2001

年度 で2750億 円3出 荷数量 で5億5000万 個(業 界推定)に 達す る市場が ある。

そ の市場で、 ほぼ全 量を 日本勢 が 占めて きた。ユ ビキ タスな社会 で、携帯端末

は さ らに増加す るなかで、携帯 端末 の電池 需要は更 に増加 す る。 また、使用済

ず みの電池 の問題 も抱 えて いる。

燃 料電池 は充電式 に比べて

・使用時 間が長 い

・燃料 を補給す る とす ぐに使 え る

・製品寿命が 長い ・

な どの利点 がある。さ らに、水 素電 池の排 出は、水だ けで環境へ の負荷 も低 く、

次 世代型電池 とされて いる。現 在 水素燃料 は、発電効 率の課題 を抱 えて いる。

自動車 向けの大型で大出 力が必 要 な燃料電 池 は、低 コス トで安定 的 に水素燃料

を供給で きる技術の確立が難 しいが、携 帯機器向 けは出力 も低 く、簡単な構造

で済む ので比較的容易 に実用化 でき る可 能性が ある。

水 素電池 は、水素 と酸素 の化 学 反応で発 電す るが 、電 池の構造 で は2つ の方

式が ある。

・主 にメタ ノールやガス を改質 して水 素 を取 り出す方 式

・水 素を直接送 り込む方式

デ ジ タ ル 機 器 が 普 及 、小 型 化 が 進 む な か で 電 池 の発 電 効 率 を 高 め 、 次 世代 電

池 の本 命 と して 東 芝 や 日立 製 作 所 も実 用 化 を急 い で お り、 米 国 で はモ トロー ラ

な ど も参 入 し、 開発 競 争 が 過 熱 して き た 。 ま た 、新 た な ア プ ロー チ と して カ シ

オ が 開 発 した 燃 料 電 池 は 改 質 器 そ の もの を超 小型 化 す る 従 来 に な い方 式 を採 用 。

米 国 で は ベ ンチ ャー の マ ンハ ッタ ン ・サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク ス も フ ィ ル ム 状 の

燃 料 電 池 を試 作 す るな ど新 規 参 入 も増 え て い る。

燃 料 電 池 は 、充 電 式 の リチ ウ ム イ オ ン電 池 で連 続 五 時 間 使 え る ノー トパ ソ コ

ンな ら、 一 回 の燃 料 補 給 で20時 間 の 使 用 が 可 能 にな る 。 各 メ ー カ ー は 、2004

年 を メ ドに、 ノー トパ ソ コ ンや デ ジ タ ル カ メ ラ 、 携 帯 電 話 な ど に搭 載 す る計 画

で あ る。 企 業 は 、実 用 化 に向 け 原 料 とな る メ タ ノー ル か ら水 素 を取 り出 す た め

の 改 質 器 の部 品 を シ リコ ン ウ エ ハ ー に微 細 加 工 し、 水 素 を取 り出す 特 殊 な 触 媒

を 接 着 して ワ ンチ ップ化 し、 切 手 大 に 小 型 化 のす る た め の取 り組 み が され て い

る 。 っ
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2.4セ キ ュ リテ ィ 技 術

モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョ ンが 進 む につ れ て 、ユ ーザ ー に対 す るセ キ ュ リテ ィ と

い う面 が ク ロー ズ ア ッ プ され 、 さ ま ざ まな セ キ ュ リテ ィ技 術 が 開発 され つ つ あ

る 。

モ バ イ ル ネ ッ トワー ク の 多 く の ユ ー ザ ー に と っ て 高 度 な 技 術 の使 用 は 、 日常

で の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン、 生 産 性 や ビジ ネ ス で の 効 率 性 な ど非 常 に大 きな 利 益

とな る反 面 、 セ キ ュ リテ ィが 損 な わ れ る と、 い ま まで 考 え つ か な い様 な 恐 ろ し

い 結 果 を 引 き起 こ し得 る な ど、 常 に危 険 が と もな っ て い る 。

こ こで は 、 モバ イ ル ソ リ ュー シ ョン にお け る 、 セ キ ュ リテ ィ 上 の 課 題 を、 技

術 的 な 観 点 か ら考 察 して み る。

(1)物 理 的 セ キ ュ リテ ィ

こ こで 述 べ る セ キ ュ リテ ィ と は 、 モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン に使 用 す る機 器 の

紛 失 、 盗 難 、 破 壊 、故 障 等 の物 理 的 事 故 に対 す る セ キ ュ リテ ィで あ る 。

た と え ば、 携 帯 電 話 を紛 失 、 も し くは 盗 難 に あ っ た と しよ う。 ま ず 、 第 一 の

被 害 は そ の 電 話 機 を使 用 され る こ と で あ る 。 しか し、 この こ と は比 較 的 容 易 に

防 止 可 能 で あ り金 銭 的 な 被 害 もそ れ ほ ど大 き くな い。 しか しな が ら、 も しそ の

電 話 機 が 犯 罪 に 使 用 され る とす る と被 害 の程 度 は 計 り しれ な い 。 また 、 電 話 機

の 内 部 の メ モ リに 入 って い る 情 報 を悪 用 され た 場 合 の 被 害 も、推 定 す る こ とが

難 し い 。 一 方 、電 話 機 の破 壊 、 故 障 等 に起 因す る 内 部 情 報 の 喪 失 に よ る 被 害 は

ユ ー ザ ー に対 す る 一 時 的 な 不 便 さ は 与 え るか も しれ な い が 、 前 述 の 盗 難 、 紛 失

に よ る被 害 に比 べ る と比 較 的 小 さ い と思 え る。

こ の よ う に 、モ バ イ ル ソ リュー シ ョ ンに使 用 す る機 器 の 物 理 的 事 故 に対 す る

被 害 の 大 き さは 、 内 部 の 情 報 の 悪 用 に対 す る 被 害 が も っ と も大 き い と思 え る 。

モ バ イ ル 機 器 の 内 部 情 報 セ キ ュ リテ ィ にた いす る技 術 的 な 対 策 は 、機 器 ご と

に さ ま ざ まな 方 法 が 考 え られ て い る が 、 大 別 す る とデ ー タ に 対 す る ア ク セ ス コ

ン トロ ー ル をす る もの と 、 デ ー タそ の も の の解 読 を不 可 能 に す る もの に 分 け ら

れ る 。 前 者 の例 が 、ID/パ ス ワー ド、各 種 認 証 シス テ ム(PKI 、バ イ オ メ ト リク

ス 等)で あ り、後 者 と して は暗 号 技 術 とそ の 応 用 が あ げ られ る 。 しか しな が ら、

上 記 の 技 術 は す べ て あ る程 度 ユ ー ザ ー の使 い勝 手 を犠 牲 に せ ざ る を え な い と こ

ろ が あ り、 ユ ー ザ ー が ネ ッ ト犯 罪 の 脅 威 を 自覚 、 理 解 し対 応 しな けれ ば 機 能 し

な い。
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(2)伝 送 系 の セ キ ュ リテ ィ

モバ イ ル ソ リュー シ ョン に お け る伝 送 系 の セ キ ュ リテ ィ と は、 有 線 ・無 線 を

含 む ネ ッ トワ ー クの セ キ ュ リテ ィ とイ ン タ ー ネ ッ ト空 間 の セ キ ュ リテ ィ で あ る。

イ ンタ ー ネ ッ トは 、 地 域 、距 離 、 時 間 の 区 別 な く、 自 由 に デ ー タ が や り と り

で き る空 間 で あ る と 同 時 に 、 無 防 備 な ま ま で は 容 易 に 悪 用 ・攻 撃 され て し ま う

空 間で あ る 。 最 近 、 イ ン ター ネ ッ トの利 用 人 口の 急 激 な 増 加 に比 例 し、 コ ン ピ

ュー タ ・コ ン ピ ュー タ ー ・ウ イ ル ス に よ る 被 害 の 増 加 や ネ ッ トワー ク へ の 不 正

侵 入 な どの ネ ッ ト犯 罪 が 急 増 して い る。 また 、 こ の よ う な ネ ッ ト犯 罪 は 、 大 半

が企 業 をね ら った もの で あ る と認 識 され が ち で 、 個 人 ユ ー ザ ー に と っ て は無 関

係 で あ る と思 わ れ て いた が 、 近 年 、個 人 に と っ て も ま っ た く無 関 係 の 存 在 で は

な くな って きて お り、 そ の た め パ ー ソ ナ ル 向 け の ネ ッ トワー クセ キ ュ リテ ィ 製

品 が 多 数 販 売 され て い る 。

イ ンター ネ ッ トの 空 間 で は 、知 らな い 間 にCookieの 情 報 や 電 子 メ ー ル ア ド

レス な どが 流 出 した り、 不 正 に侵 入 さ れ 悪 用 され る こ とが あ る。 今 や 、 ネ ッ ト

犯 罪 に と って 個 人 の プ ラ イ バ シー ま で が ター ゲ ッ トと な って い る 。

ネ ッ トワー ク(イ ン タ ー ネ ッ ト)上 で 現 在 問 題 とな っ て い るセ キ ュ リテ ィ 上

の課 題 は以 下 の も のが あ げ られ る 。

① コ ン ピュ ー タ ・ウ イル ス

現 在 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ウイ ル ス の 被 害 に 対 す る防 御 は 、 ほ ぼ 一 般 的 と な りつ

つ あ るが 、ま だ個 人 ユ ー ザ ー の レベ ル まで 十 分 に 行 き渡 って い る とは 思 え な い。

コ ン ピュー タ ・ウイ ル ス と ア ン チ コ ン ピ ュ ー タ ー ・ウ イ ル ス の 開 発 は常 に いた

ち ごっ こ とな り、今 後 も永 遠 に 続 く も の と思 え る 。ま た 、最 近 の コ ン ピュ ー タ ・

ウイ ル ス は 、 ネ ッ トワー ク とや りと りす る 機 能 も持 っ て お り、 特 定 の 場 所 に あ

るデ ー タ を読 み 出 した り、 操 作 す る事 に よ って 、 重 要 な デ ー タ を漏 洩 さ せ て し

ま う こ と もあ りう る 。

この よ うな コ ン ピ ュー タ ・ウイ ル ス は 、 感 染 ス ピー ドが 非 常 に速 く、 一 晩 で

全 世 界 に広 ま る よ う な タ イ プ が お お くな っ て 、 コ ン ピ ュー タ ・ウイ ル ス を発 見

した時 に コ ン ピ ュー タ ・ウイ ル ス を未 然 に防 ぐ こ との で き る ワ クチ ン で あ る コ

ン ピュ ー タ ・ウイ ル ス 定 義 フ ァイ ル が 出 来 る 前 に広 ま っ て し ま う危 険 性 が 出 て

きて い る 。 ま た 、 これ らの コ ン ピュー タ ・ウ イ ル ス は 、ア プ リケー シ ョ ン を連

携 して 動 か す と い う特 徴 か ら、 さ らに被 害 の拡 大 が 世 界 的 な ス ピー ドで や っ て

くる 、 とい う と ころ に従 来 の ア ンチ コ ン ピュ ー タ ー ・ウ イ ル ス ソ リュ ー シ ョ ン

で は対 応 し に く くな って きて い る。
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ア ンチ コ ン ピ ュー タ ー ・ウイ ル ス ・ソ リ ュー シ ョン を提 供 して い る ベ ンダ ー

で は 、 コ ン ピ ュー タ ・ウ イ ル ス が 移 動 した ら検 知 し、す ぐに 自動 で 免疫 をつ く

り、 そ こか ら出 さ な い活 動 させ な い 、 を 目標 に製 品 を 開発 して い るが 、 常 に新

種 の コ ン ピュ ー タ ・ウイ ル ス の 脅 威 に さ ら され て い る。

② 不 正 ア クセ ス

ネ ッ トワー ク を経 由 して 、他 人 の マ シ ンに侵 入 し情 報 を盗 ん だ り、セ キ ュ リ

テ ィ 上 の 穴 を通 じて マ シ ン に異 常 をお こ させ た りす る ハ ッ カ ー(ク ラ ッカー)

が 急 増 して い る 。

ネ ッ トワ ー ク を通 じて 行 うハ ッ キ ン グ の方 法 は 、セ キ ュ リテ ィ ホ ー ル を見 つ

け る こ とか らは じ ま る と も い え る 。 で は 、 す べ て の ネ ッ トワー ク 機 器 の セ キ ュ

リテ ィ ホ ー ル をな くせ ば 、 ハ ッ キ ング は 不 可 能 で あ るが 、 そ れ は技 術 的 に不 可

能 で あ る。 実 際 、イ ン タ ー ネ ッ トを利 用 して い るユ ー ザ ー は 意 識 せ ず に 情 報 を

た れ な が して い る。 こ の よ うな 情 報 はユ ー ザ ー が 知 らず に 公 開 して い る の で あ

る か ら、 そ れ を見 る 者 も盗 ん で い るわ け で は な い こ と にな る 。

通 常 、企 業 の ネ ッ トワー クの 場 合 、 フ ァイ ア ウ ォー ル と呼 ば れ る ソ フ トウ ェ

ア を 導 入 して 不 正 な ア クセ ス を 防 御 して い る場 合 が 多 いが 、 す べ て の フ ァイ ア

ウ ォ ー ル が 完 壁 と は い え な い。 また 、 近 年 パ ー ソ ナ ル フ ァイ ア ウ ォー ル と呼 ば

れ る個 人 ユ ー ザ ー 向 け の フ ァイ ア ウ ォー ル 製 品 が 出 回 っ て い る が 、 これ は企 業

で採 用 さ れ て い る フ ァイ ア ウ ォー ル の サ ブセ ッ トの よ うな も の で あ り、 ポー ト

の制 限 や ア プ リケ ー シ ョ ンの 制 限 な どが 可 能 で あ る。 しか しな が ら、 不 正 ア ク

セ ス の攻 撃 方 法 は年 々巧 妙 にな っ て お り、 常 に新 製 品 を導 入 す る か 専 門 のサ ー

ビス に頼 ら ざ る を得 な い の が 現 状 で あ る 。

③ な りす ま し

ネ ッ トワー ク上 で 他 人 に な りす ま し、商 取 引 を行 った り、偽 りの情 報 を送 っ

た りす る、い わ ゆ る 、な りす ま しの 犯 罪 が お こ りつ つ あ る 。 な りす ま しに対 す

る初 歩 的 な 対 処 方 法 はID・ パ ス ワー ドで あ る が 、パ ス ワー ドで の ア クセ ス コ ン

トロー ル が 比 較 的 容 易 に 破 られ る こ とは よ く知 られ て い る 。 特 にパ ス ワー ドの

場 合 、 セ キ ュ リテ ィ はユ ー ザ ー 個 人 のパ ス ワー ドの管 理 方 法 に依 存 す る こと が

多 い。

ID・ パ ス ワー ドよ り強 固 な 個 人 認 証 の 仕 組 み が 公 開鍵 認 証 基 盤(PKI)で あ

る 。PKIは 暗 号 技 術 を利 用 して個 人 の公 開鍵 と秘 密鍵 を作 成 し図3-1の よ う

な仕 組 み で フ ァイ ル の 暗 号 化 と電 子 署 名 を行 う こ とが で き る 。 わ が 国 で も、

平 成13年4月 に電 子 署 名 法 が 整 備 され 電 子 署 名 は実 印 と ほ ぼ 同等 の あ っ か い

を受 け られ る 。 た だ し、PKIの 仕 組 み を使 うに は 、個 人 で 認 定 され た 認 証 局 よ

り電 子 証 明 書 を発 行 して も らう必 要 が あ り、 証 明 書 を発 行 で き る認 証 局 の整 備
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が急 が れ て い る。 モバ イ ル の 世 界 で も 、 携 帯 電 話 のWAPはPKIの 技 術 を使 用

して い る。1

上 記 の な りす ま し防 止 対 策 の ほ か に 、 個 人 の認 証技 術 と して はバ イ オ メ トリ

ク ス 認 証 が あ り、特 に モ バ イ ル の 場 合 は 将 来 バ イ オ メ トリク ス 技 術 の 導 入 が 進

む もの と思 え る。

バ イ オ メ トリク ス(計 量 生 物 学 、 生物 測 定 学)と は 、 顔 や 声 な ど人 間 の 生体

的特 徴 を抽 出 して 数 値 化 す る こ と を い い 、 そ の よ うな 人 間 の 生 体 的特 徴 を利 用

して本 人 確 認 をす る こ と をバ イ オ メ トリク ス 認 証 とい う。 バ イ オ メ トリクス 認

証 の対 象 と して は 、指 紋 、 顔 、 音 声 、 サ イ ン 、虹 彩 、 掌 形 な どが あ げ られ る。

た だ し、 現 時 点 で のバ イ オ メ トリ クス 認 証 技 術 で は 、 一 般 の モ バ イ ル ソ リュー

シ ョ ンで の 応 用 は高 価 す ぎ 、 広 く普 及 す る こ と は望 め な い。

図2.4-1公 開 鍵 認 証 基 盤(PKI)の 概 要

一暗 号 化 と電 子 署 名 の 仕 組 み 一

逼醐 止
公

.証

ぽ
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④盗聴

次 にモバ イル ソ リュー シ ョンのセキ ュ リテ ィ上の問題 とされ る もの は、盗聴

で ある。盗聴 の問題 は、モバ イル ソ リュー シ ョンに限 った ことで はな く過去 に

お いて も電 話、 無線等 でセキ ュ リテ ィ上の 問題 とされて いた。モバ イ ル ソ リュ

ー シ ョンにお いて盗聴 が とくに問題 とされ るのは、モバイ ル ソ リュー シ ョンで

や りと りされ る情 報 の漏洩 に対す る脅威 が いままで よ り格段 と大 きい ことであ

る。た とえ ば、携 帯電話 でや りと りされ る銀行取 引の情報 を盗聴 で きた とす る

と、そ の被害 は膨大 な ものにな る可能性 がある。 また、モバイル を使 用 して送

受信 され た企 業の機 密情報が盗 聴 された とす る とやは り推定で きな い被害 にな

る可能性 が ある。

このよ うな、モバ イル ソ リュー シ ョンにお ける盗聴 の防止のひ とつ として、

送 受信 され る 内容 を暗 号化す る ことが考 え られる。暗号 を解 読す る こ とは、不

可能 で はな いが上記 のPKIの 技術 の応用 によ り十分 に安 全な交 信が お こなえ

る暗 号技術 は確立 され ている。

(3)コ ンテ ンツ の セ キ ュ リテ ィ

最後 に、モバ イル ソ リュー シ ョンにお けるセキュ リテ ィ上 の課題 をコ ンテ ン

ツ とい う観 点か ら考 えてみ る。

フ ァイア ウ ォール を くぐり抜 けた り、巧 妙 な手段 によ り不正 に他 人 のデータ

にア クセ ス した りす るよ うな、セ キ ュ リテ ィへ の脅威が多数存 在 して いる上 に、

ます ます多 くの問題が組織 、個 人間 を転送 され るデー タの内容 に起 因す るよ う

にな って いる現在 、前述 の課題 のみ を考慮 したセキ ュ リテ ィ対 策 だけで 、十 分

なセ キ ュ リテ ィを確 保で きる とは思 えな い。

コ ンテ ンツセ キ ュ リテ ィをわか りやす く例 える と、国際空港 を例 に とる とわ

か りやす い。 フ ァイア ウォール の役割 は 、国内 に入国で きる誰 を特定 し、許 可

す るか を判断 す る出入 国管理事 務所 に例 え られる。 これ に対 しコ ンテ ンツセ キ

ュ リテ ィは、何 が国 内 に出入 りす るかを検査す る税 関の役 割 をはたす 。 今後、

モバイル ソ リュー シ ョンの増大 によ り交 信 され る情 報量は膨 大 に増 える もの と

お もわれ る。 この こ とによ り、交 信 され る情報 の内容に関す るセ キ ュ リテ ィも

重要 な意 味 をもって くる。一般 に コンテ ンツセ キュ リティは企業 の ビジネスセ

キュ リテ ィ と同時 に考 え られ る ことが多 い。 特 に金融機 関、医療 、政府 機関等

の多 くの組織 にとって 、 ビジネス 上の機 密情報 を安全 に管理 す る能 力 は必須で

あ り、 これ らの機 密情報 をいか に取 り扱 うか を定 めた多数 の法律や ガイ ドライ

ンが制定 され て いる。

情報 の機密性 を維 持す る ことは、情 報セ キュ リテ ィの基本 的な課題 で ある。
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情 報 が ア クセ ス され 、 そ の保 全 性 を十 分 に管 理 で き な い 状 態 に な っ た 場 合 に 、

セ キ ュ リテ ィへ の 危 険 が 発 生 す る。 した が っ て 、 機 密 性 を侵 害 す る お そ れ の あ

る 無許 可 また は管 理 さ れ な い情 報 の 動 き に た いす る 防御 が コ ン テ ンツ セ キ ュ リ

テ ィで あ る 。 コ ンテ ンツ セ キ ュ リテ ィの 範 囲 は 、コ ン ピ ュー タ ・ウ イ ル ス に よ

る被 害 や ハ ー ドウ ェ ア へ の ダ メ ー ジ の枠 を は るか に超 え る も の で あ る 。

モバ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン に お け る この よ うな 脅 威 を そ れ ぞ れ が十 分 に認 識 し、

そ れ を積 極 的 に 防 御 しな い限 りモ バ イ ル ソ リ ュー シ ョ ンに お け る セ キ ュ リテ ィ

レベ ル は 向 上 せ ず 、 ま た 、 そ の こ と が モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョン の今 後 の発 展 を

妨 げ る もの と な る可 能 性 が あ る 。
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3.モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン ビ ジ ネ ス の 展 望

本 章 で は 、 モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン ビ ジネ ス の典 型 的 な 事 例 に関 し、4つ の

類 型 を と りあ げ 、そ の 今 後 の展 望 を分 析 す る 。第1は 、MVNO(MobileVirtual

NetworkOperator)で あ り、キ ャ リア と プ ロバ イ ダー の 間 に生 まれ た 新 しい ビ

ジ ネ ス モ デ ル で あ る。 第2は 、 プ ロバ イ ダ ー の典 型 的 な ビジ ネ ス と して の コ ン

テ ン ツ ビ ジネ ス を と りあ げ る 。 第3は 、 利 用 者 側 の業 務 シ ス テ ム にモ バ イ ル を

導 入 す る もの で あ り、今 後ASPな どの 形 態 で 新 しい ビ ジネ ス に 発 展 して い く可

能 性 を持 っ た 分 野 で あ る。 第4は 、携 帯 端 末 ビ ジネ ス で あ り、新 し い 付 加価 値

サ ー ビス にお い て 重 要 な 役 割 を 果 たす もの と考 え られ る。

3.1MVNO

(1)MVNOの 概 要

"MVNO"と は
、MobileVirtualNetworkOperatorの 略 で あ り 日本 語 で は 、

「仮 想 移 動 体 通 信 事 業 者 」 と呼 ば れ る。 これ ま で移 動 体 通 信 事 業 者 は 、 無線 免

許 を持 ち 、 無 線 基 地 局 、基 幹 ネ ッ トワー ク 、交 換 設備 等 の 移 動 体 通 信 の た め の

設 備 を 自社 で 保 有 し、サ ー ビス を 提 供 す る第1種 電 気 通 信 事 業 者 で あ っ た 。 こ

の第1種 電 気 通 信 事 業 者 の電 気 通 信 設 備 を借 りて 、独 自の ブ ラ ン ド名 で サ ー ビ

ス を 提 供 す る の がMVNOと い う形 態 で あ る。MVNOは 、 自社 で 設 備 を持 た な

い と こ ろ か ら"Virtua1(仮 想)"と い う言 葉 が つ け られ て い る 。MVNOに 対 し

て 第1種 の 移 動 体 通 信 事 業 者 はMNO(MobileNetworkOperator)と 呼 ばれ

る。

そ もそ もMVNOと い う形 態 は イ ギ リス で1999年 ご ろ に 生 まれ た もの で 、欧

州 にお い て は既 に 多 く のMVNOが 登 場 しサ ー ビス を提 供 して い る。 中 で も最

も早 くMVNOを 事 業 化 した イ ギ リス の ヴ ァー ジ ン ・グル ー プ は 、GSMの 携 帯

電 話 サ ー ビス で 「VirginMobile」 を設 立 し、多 くの 顧 客 を獲 得 、成 功 を収 め て

い る。 さ ら に 、VirginMobileは 、 米 国 の 電 気 通 信 事 業 者 ス プ リン トの ネ ッ ト

ワー ク を 利 用 して 米 国 市 場 で 事 業 展 開す る こ と を発 表 して い る ほか 、 シ ンガ ポ

ー ル で もサ ー ビ ス を 開 始 す るな ど次 々 と事 業 を拡 大 して い る
。

一 方
、 わ が 国 に お い て は 英 国 に 遅 れ る こ と2年 、2001年 に 日本 通 信 が 国 内

第1号 と して 、 続 い て 京 セ ラ コ ミ ュニ ケー シ ョ ン シス テ ム(以 下 、KCCS)が

第2号 と してMVNO事 業 に参 入 した 。 い ず れ もDDIポ ケ ッ トのPHS網 を利

用 したMVNOで あ る。
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(2)MVNOの 仕 組 み

MVNOが 提 供 す るサ ー ビス はMNOの そ れ よ りも安 い。 な ぜMVNOは 安 く

で き る の か?が 、MVNOの ビ ジ ネ ス の 仕 組 み を理 解 す る カ ギ とな る。 固 定 通

信 分 野 で は 、既 に多 くの第2種 電 気 通 信 事 業 者 が 第1種 電 気 通 信 事 業 者 か ら回

線 を調 達 し、 様 々な 付 加価 値 をつ け た 通 信 サ ー ビ ス を提 供 して い る が 、 そ れ ら

第2種 事 業 者 の 多 く は第1種 事 業 者 の 大 口割 引 を 使 った 回 線 の 再 販 で あ る。 こ

れ に対 しMVNOは 、大 口割 引 で は な く、卸 値 で 回 線 を仕 入 れ て い る の で あ る。

そ して 、 こ の卸 値 を も と に、 付 加 サ ー ビ ス の コス ト、 利 益 を のせ て サ ー ビス 料

金 を設 定 して い る。

で は 、 な ぜMNOは 同 じマ ー ケ ッ トで 競 合 す るMVNOに 対 して 回線 を提 供

す る の か?単 純 に考 え れ ば、MVNOの 安 いサ ー ビス に よ っ てMNOサ ー ビス

の シ ェ ア が 下 が り、MNOの ビ ジネ ス を 圧 迫 す る とい う こ と に な る。 しか し、

前述 の よ う に卸 値 で は あ るがMVNOはMNOか ら回 線 を仕 入 れ て い る 。 つ ま

り、MVNOはMNOに お 金 を 支 払 う大 口 の顧 客 な の で あ る 。 また 、莫 大 な 投 資

を行 っ て サ ー ビス 設 備 を構 築 したMNOに と っ て は 、 余 裕 の あ る 設 備 能 力 分 、

す な わ ち 、 売 上 ・利 益 に貢 献 で き て いな い 分 を 買 って くれ るMVNOは 優 良 顧

客 と言 え る だ ろ う。 特 に欧 米 で は 、 移 動 体 通 信 サ ー ビス を行 うた め の 事 業 免 許

は入 札 に よ っ て割 り 当て られ る た め 、 設 備 投 資 以 外 に も莫 大 な 資 金 が 必 要 とい

う背 景 も あ る 。

この よ う に 、MVNOとMNOは お 互 い 競 合 す る 関 係 で あ りな が ら、お 互 い を

補 間す る 関 係 で もあ る。無 論 、MVNOは 設 備 を貸 して くれ るMNO無 く して は

成 り立 た な い(図3.1-1)。 ま た 、 こ の考 え 方 を推 し進 め る と、 自社 で の

サ ー ビス を提 供せ ず 、MVNOに 設 備 を提 供 す る こ と に特 化 したMNO(特 に固

定 通 信 の 分 野 で は 、第1種 に対 して 俗 に第0種 と呼 ば れ る こ と が あ る)も 考 え

られ る(図3.1-2)。 こ の よ うな 形 態 の 場 合 は 、MVNOとMNOの 競 合 は

発 生 しな い。

図3.1-1MVNOとMNOの 関 係

ユ ー ザ

サービス提供 ‡

MVNO MVO

卸値 設備提供

MNO設 備

図3.1-20種MNOとMVNO

－
MNO設 備の余裕分
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(3)MVNOの 事 例(ヴ ァー ジ ン ・モ バ イ ル の 例)

MVNOが 提 供 す る サ ー ビス の例 と して 、世 界 で 最 も 早 くMVNOサ ー ビ ス を

提 供 し か つ 成 功 を 収 め て い る ヴ ァ ー ジ ン ・ モ バ イ ル(以 下 、VM)

(http:〃www.virginmobile.com/)の サ ー ビス を紹 介 して お く。VMは 、コ ン グ

ロ マ リ ッ トで あ る ヴ ァー ジ ン ・グ ル ー プ と 、 移 動 体 通 信 事 業 者 のOne20ne

(http:〃www.one20he.com!)が50:50の 比 率 で 出 資 、 設 立 した 合 弁 会 社 で 、

1999年11月 にサ ー ビ ス を 開始 した 。現 在VMは 、設 立 か ら約2年 で 約150万

の 加 入 契 約 を 獲 得 して い る世 界 最 大 のMVNOと な っ て い る 。

この新 興 携 帯 電 話 事 業 者 で あ るVMが わ ず か2年 で150万 も のユ ー ザ ー を獲

得 で き た 最 大 の 要 因 は 、 そ の 料 金 体 系(表3.1-1)と マ ー ケ テ ィ ン グ に あ

る と様 々 な ア ナ リス トが 分 析 して い る。で は まず 、そ の 料 金 体 系 を見 て み よ う。

表3.1-1ヴ ァ ー ジ ン ・モ バ イ ル の 料 金 体 系(2001年11月 時 点)

開通料 12.5ポ ン ド 無料 通話分10ポ ン ドを含 む

月額基本料 金 無料 一

通 話

料

国内電話 へ
15ペ ン ス そ の 日の最初 の5分 間

5ペ ンス/分 それ以降
VM携 帯 へ 10ペ ンス/分 全て の時間帯

VM以 外 の 携

帯 へ
35ペ ンス!分 全 て の時間帯

この料 金 体 系 で 最 も特 徴 的 な の は 、 基 本 料 金 が 無 料 で あ る と い う点 で あ る 。

ユ ー ザ ー は プ リペ イ ドの よ うな 感 覚 で 、 気 軽 に携 帯 電 話 を持 つ こ と が で き る 。

さ らに 、他 の 移 動体 通 信 事 業 者 と契 約 して い たユ ー ザ ー は、VMに 変 更 して も、

携 帯 電 話 機 、 電 話 番 号 をそ の ま ま利 用 す る こ とが で き る の で 、 ユ ー ザ ー が 移 動

体 通 信 事 業 者 を変 更 す る 際 のハ ー ドル が 低 い 。

VMの 料 金 体 系 の も う一 つ の特 徴 は 「シ ンプ ル 」 で あ る こ とだ 。VMの 料 金

体 系 は、表3.1-1に あ る1種 類 だ け な の で あ る 。一 般 に携 帯 電 話 事 業 者 は 、

ユ ー ザ ー の 利 用 形 態 に合 わ せ た 料 金 体 系 を い くつ も用 意 して い る が 、 そ れ が 結

果 と して ユ ー ザ ー に と っ て わ か りに くい(選 択 し に く い)サ ー ビス メニ ュ ー と

な っ て し ま っ て い る感 は否 め な い。 ま た サ ー ビス メ ニ ュ ー を増 や せ ば 増 や す ほ

ど、 事 業 者 の 、 業 務 処 理 コ ス ト、 マ ー ケ テ ィ ン グ コ ス ト、 カ ス タ マ サ ポ ー トコ

ス トは 増大 し て い く。 そ れ らの コス トは 当 然 、 サ ー ビス 料 金 あ る い は 事 業 者 の

収 益 に影 響 す る 。VMで は 、 シ ンプ ル な 料 金 体 系 とす る こ とで そ れ らの 問 題 を
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回 避 す る と同 時 に、 ユ ー ザ ー に とっ て の わ か りや す さ 、販 売 店 の 売 りや す さ を

実 現 して い る と考 え られ る。

次 に マ ー ケ テ ィ ング だ が 、VMは ヴ ァー ジ ン ・グル ー プ 傘 下 で あ る こ との 強

み を最 大 限 に活 用 して い る 。"Virgin"と い う 、そ の 強 力 な ブ ラ ン ドカ を武 器 と

し、CDシ ョ ップ 、金 融 、 旅 行 、航 空 、そ の 他 多 く の ヴ ァー ジ ン ・グ ル ー プ を

チ ャネ ル と して 活 用 して い る。

これ らの マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 に よ り、VMは 、 英 国 内 の移 動 体 通 信 事 業 者 と

してNo.1の 人 気 度 を獲 得 して い る。一 方 、VMに 設 備 を提 供 して い るOne20ne

は 、4位 で あ っ た 。ま さ に1999年8月 の 、VM設 立 の プ レス リ リー ス に あ る 目

論 見 どお り とな っ て い る。

(4)日 本 のMVNO

現 在 、わ が 国 で は2001年10月 に 、携 帯 電 話 の再 販 や ビ リ ン グサ ー ビス を提

供 す る 日本 通 信(http:〃www.j-com.co.jp/)が 国 内 第1号 のMVNOと して

「b-mobileデ ー タ サ ー ビ ス 」 と い う名 称 で サ ー ビ ス を 開 始 、 つ いで2002年1

月 に は 、KCCS(http:〃www.kccs.co.jp/)が 「KWINS」 と い う名 称 で サ ー ビス

を 開 始 した 。 先 に紹 介 し たVMは 、 携 帯 電 話サ ー ビス のMVNOで あ る が 、 両

社 は 、MVNOと して デ ー タ 通 信 サ ー ビス を提 供 して い る 。概 要 を下 記 に ま とめ

て お く。

①DDIポ ケ ッ トのPHS回 線 を利 用 す る こ と。

② 電 話 サ ー ビス で はな くデ ー タ 通 信 サ ー ビス を提 供 す る こ と。

③DDIポ ケ ッ トのAirH"よ りも20～30%程 度 安 く提 供 す る こ と。

④ 企 業 向 け のサ ー ビ ス で あ る こ と。

⑤ 企 業 向 け に様 々 な付 加 機 能 を提 供 す る こ と。

⑥ 専 用 端 末 機(PCカ ー ド)を 利 用 す る こ と。

この2社 は 、な ぜ 携 帯 電 話 サ ー ビス で は な くPHSで の デ ー タ 通 信 サ ー ビス

のMVNOを 事 業 化 した の か?そ れ は 次 の よ うな 理 由 に よ る と考 え られ る 。ま

ず 、 携 帯 電 話 サ ー ビス は 現 在 の寡 占状 態 にお いて も料 金 競 争 が 厳 しい た め 収 益

をあ げ に く い し、 大 き な マ ー ケ テ ィ ン グ コス トが 必 要 で あ る 。 しか も、 携 帯 電

話 加 入 者 の 伸 び は 鈍 化 傾 向 に あ る 。一 方 、PHSの デ ー タ 通 信 サ ー ビ ス は 、モバ

イ ル コ ン ピュ ー テ ィ ン グ の 発 展 に伴 い 順 調 に トラ ピ ック が 増 加 して い る(音 声

トラ ピ ック は デ ー タ通 信 の トラ ピ ッ ク と は 逆 に 減 少 傾 向 に あ る)。 また 、 携 帯

電 話 で もNTTド コ モ のFOMA、auのPacketOne等 の デ ー タ 通 信 サ ー ビス が

あ る が 、 通 信 量 に よ って は 利 用 料 金 が か な りの 高 額 に な り、 エ ン ドユ ー ザ が 使
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い や す い もの で は な い 。 結 果 と して トラ ピ ック は 伸 び に く くな る 。PHSで は

DDIポ ケ ッ トが 国 内 移 動 体 通 信 初 の 定 額 サ ー ビス を 開始 し、そ の トラ ピ ッ クは

急 激 に増 加 して い る 。 そ の トラ ピ ッ ク の急 増 に よ っ て 、 一 時 期 は 同 社 の ネ ッ ト

ワー ク設 備 が 逼 迫 し、パ フ ォー マ ンス が 低 下 した 程 で あ る(た だ し、MVNOに

設 備 を提 供 して い る 現在 はそ の 問題 は 解 決 され て い る)。 このDDIポ ケ ッ トの

定 額 サ ー ビス は、PHSで のMVNO参 入 が 実 現 され た 契 機 の 一 つ と考 え て も 良

い だ ろ う。

(5)日 本 のMVNOの サ ー ビス 内容

日本 通 信 、KCCSが 提 供 す るサ ー ビス の詳 細 は 、各 社 のWebペ ー ジ に掲 載 さ

れ て い る の で 、 こ こで は 各 社 の サ ー ビ ス イ メー ジ 図 を 引 用 させ て 頂 く。 各 社 の

料 金 体 系 は 、 表3.1-2の とお りで あ る 。 いず れ も、DDIポ ケ ッ トの ネ ッ ト

ワー クか ら各 社 のNOC(NetworkOperationCenter)を 経 由 して 、 イ ンタ ・一・一・

ネ ッ トや 、 顧 客 企 業 ネ ッ トワー ク へ 接 続 す る構 成 で あ る(図3.1-3日 本

通 信 の サ ー ビス イ メー ジ)(図3.1-4KCCSの サ ー ビス イ メー ジ)。 両

社 は 、単 純 な イ ン ター ネ ッ ト接 続 だ け で はな く、NOCと 企 業 ネ ッ トワー ク を専

用 線 等 で 接 続 し、PHS網 経 由で 企 業 の ネ ッ トワー ク に 安 全 に リモ ー トア クセ ス

で き るサ ー ビス を提 供 して い る 。 モ バ イ ル で の リモ ー トア クセ ス は企 業 ネ ッ ト

ワー ク の 重 要 な 要 素 の 一 つ に な りつ つ あ り、 この 両 社 の サ ー ビス に限 らず 、 確

実 に導 入 が 進 ん で い る。 両社 の サ ー ビス は 開始 か ら まだ1年 が 経 過 して い な い

が 、 順 調 に ユ ー ザ ー を獲 得 して い る よ うだ 。MVNOの サ ー ビ ス を、 単 に既 存

の サ ー ビス が 安 くな っ た だ け と捉 え る の は 間違 い で あ る 。

表3.1-2各 社 の料 金 体 系

サービス名 月額利用料金/ID

日本通信 b-mobileデ ー タ サ ー ビ ス

接続 時間などの契 約 内容 によって変

わる。同 社 料 金 プラン例 によれ ば 、

1,500～8,000円

KCCS
KWINS(KCCSWirelessIP

NetworkServlce)
6,800円

*な お 、DDIポ ケットが 提 供 す る定 額 サ ービスAirH"「 つな ぎ放 題 コース」の料 金 は 、

128kbpsの 場 合9,300円 。

出 所:各 社 資 料 に よ り作 成
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図3.1,-3 日本 通 信 の サ ー ビスイ メ ー ジ,

ト蛸

出所:日 本 通 信 のWebペ ー ジ

図3.1-4KCCSの サ ー ビ ス イ メ ー ジ

、
'

出 所:KCCSのWebペ ー ジ
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(6)通 信 サ ー ビス で は な いMVNO

通 信 サ ー ビス で は な いサ ー ビ
、ス を提 供 す るMVNOも 存 在 す る 。 警 備 会 社 が

位 置 情 報 シ ス テ ム と組 み 合 わ せ て 提 供 す る セ キ ュ リテ ィサ ー ビス(表2-2)

が そ れ だ 。警 備 会 社 は 移 動 体 通 信 事 業 者 か らネ ッ トワー ク を借 り、GPS(Global

PositioningSystem)を 搭 載 した 独 自端 末 をユ ー ザ ー に提 供 、独 自端 末 がGPS

衛 星 お よ び基 地 局 情 報 か ら取 得 した位 置 情 報 を も と に、 自動 車 や 人 な どの位 置

検 索 サ ー ビス を提 供 す る。 これ らのサ ー ビス は 、 ユ ー ザ ー は移 動 体 通 信 事 業 者

で は な く警 備 会 社 とi契約 し、移 動 体 通 信 サ ー ビス の 基 本 料 金 が 不 要 で あ る
。 現

在 、セ コム(http:〃www.secom .co.jp!)がauの ネ ッ トワー ク で 、綜 合 警 備 保 障

(http:〃www.sok.co.jp/)・ オ ム ロ ン(http:〃www .omron.co.jp/)がNTTド コ

モ の ネ ッ トワー クで サ ー ビス を提 供 して い る 。 な お 、 セ コ ム の コ コセ コ ム は サ
ー ビ ス 開始 か ら1年 足 らず で11万 人 のユ ー ザ ー を獲 得 して い る

。

表3.1-3警 備 会 社 の セ キ ュ リテ ィサ ー ビス

サー ビス名 対 象 加入料
月額

基本料

位置情報提供料

金

セ コム

コ コセ コ ム

自動車

5,000円

2,400円

電 話300円/回

Web100円!回

(2回 ま で 無

料)

二輪車
900円

貨物 ・荷物 用

人向け 500円

コ コ セ コ ム

EZ
携帯電話型 3,500円 300円

綜 合 警

備 保 証
・ オ ム

ロ ン

カ ー ビ ィ ボ

ッ ク ス
自動車 5,000円 2,200円

電 話300円/回

Web100円/回

(20回 ま で 無

料)

な お 、 現 場 に 出 動 す る 料 金 は 両 社 と も10 ,000円/回

出所:各 社資料 を基に作成
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(7)MVNOの 市 場 予 測

英 国 の 調 査 会 社ARCグ ル ー プ(http:〃www.arcgroup.com/)に よ る と、世 界

市 場 で は、2001年 のMVNOサ ー ビス 利 用 者 数 を320万 人 と推 定 し 、2006年

に は 携 帯 電 話 利 用 総 数18億9500万 人 の う ち 、10%以 上 とな る1億9500万 人

と予 測 して い る 。 さ ら に 、2001-2006年 の携 帯 電 話 市 場 の 年 平 均 伸 び 率 が17%

な の に対 し、MVNOは127%と 予 測 して い る(図3.1-5)。

図3.1-5MVNO加 入 数 の 予 測

竃鷹
諺

出所:ARCグ ル ープ資料 を元 に作 成

しか し、 これ らの 予測 は 、 電 話 サ ー ビス の もの で あ っ て 、 デ ー タ 通 信 や そ れ

以 外 の サ ー ビス を含 ん で いな い も の と考 え られ る 。 これ に 、 警 備 会 社 の セ キ ュ

リテ ィサ ー ビス の よ うな 、 通 信 サ ー ビス で は な いMVNOを 加 え る と さ ら に大

き な 市 場 にな る だ ろ う。電 話 サ ー ビス の 場 合 、端 末 機 を 持 つ の は 人 間 で あ るが 、

位 置 情 報 サ ー ビス で は 端 末 機 を持 つ の は 人 間 だ け で は な い 。 仮 に、 これ か ら発

売 され る 自動 車 の1%が 端 末 を搭 載 した だ け で も、 か な りの 数 に な る だ ろ う。
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(8)今 後 の 展 望

総務省 の研 究会 「情 報通信新 時代 の ビジネスモデル と競争環 境整備 のあ り方

に関す る研 究会」 か ら2002年1月30日 に発表 された 中間報告で はMVNOに

つ いて以下 のよ うに コメ ン トされ ている。

"ネ ッ トワー ク再 販 市 場 に つ いて は
、例 え ば 、周 波 数 の 制 約 か ら事 業 者 数 が 限

定 さ れ て い る移 動 通 信 市 場 に お いて 、多 様 な 形 態 に よ るMVNOの 登 場 等 に よ

る市 場 活 性 化 を促 す 観 点 か ら、MVNOに 係 る制 度 運 営 の透 明 性 ・予 見 可 能 性 を

高 め る た め 、 早 急 に 「MVNO事 業 化 ガ イ ドライ ン(仮 称)」 を策 定 ・公 表 す る

こ とが 求 め られ る。 な お 、既 存 の 移 動 通 信 事 業 者 で あ るMNOか らMVNOの

役 務 再 販 の 義 務 付 け につ い て は 、MNOの 設 備 投 資 意 欲 を 削 ぐお そ れ が あ る こ

と を勘 案 す れ ば 、少 な く と も現 時 点 にお い て は適 当で な い と考 え られ る。"

(引 用 元http:〃www.soumu.go.jp/s-news!2002/pdf/020130 _1_OO.pdf)

つ ま り、MVNOは や る べ きで あ る が 、MNOか らMVNOへ の 役 務 提 供 の義

務 付 け は見 送 るべ き と い う こ とだ 。固定 通 信 分 野 にお い て は 、ドライ カ ッパ ー 、

ダ ー ク フ ァイ バ ー な ど と呼 ば れ るNTT東 西 の加 入 者 回線 が 開放 され た の を受

けてADSLサ ー ビス が 始 ま り、 利 用 者 数 は爆 発 的 に 増 加 して い る 。

NTTはADSL事 業 者 に対 し、 加 入 者 回 線 を卸 値 で 提 供 して い る 。 この 卸 値

の 設 定 に つ い て 、NTTと 総 務 省 ・ADSL事 業 者 の 、数 円 単 位 の攻 防 が 繰 り広 げ

られ た の は 記 憶 に新 し い。 この卸 値 を設 定 す る に あ た り、NTTは イ ンフ ラ部 分

の コス トを細 部 に渡 る まで 明確 に 示 す 必 要 が あ っ た 。 無 論 、 これ は移 動体 通 信

に も 当て は ま る 。MNOか らの卸 値 は、MVNOの サ ー ビス 料 金 、収 益 に大 きな

影 響 を与 え る 。 よ っ て 、 ク リア で 納 得 で き る 卸 値 の 設 定 の た め に は 、MNOの

会 計 、さ らに 言 え ばMVNOに 卸 す こ とに な る イ ン フ ラ部 分 と、MNO自 身 の サ

ー ビス 部 分 を分 離 した 会 計 及 び そ の 情 報 公 開 が 重 要 で あ る 。

ま た 、MNOの 置 か れ て い る 状 況 も変 わ りつ つ あ る。 情 報 通 信 総 合 研 究 所 の

発 行 す るInfoComニ ュ ー ズ レタ ー の 「MVNOビ ジ ネ ス モ デ ル か ら国 内移 動 通

信 市 場 の 競 争 環 境 変 化 を考 え る」 とい う記 事 にお い て 、 以 下 の よ うに ま とめ ら

れ て い る 。

"MVNOが 登 場す るた め には
、激 しい競争環境が必 要 とな る。なぜな らMVNO

は市場が 寡 占状態で は機能 しな いか らである。競争が激化 し、長 期的な収益 向
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上 の観 点 か ら経 営 戦 略 上MVNOと の ア ライ ア ンス が 必 要 不 可 欠 とな っ た既 存

移 動通 信 事業 者 が 登 場 して 初 め て 、MVNOビ ジ ネ ス モ デ ル の検 討 が 可 能 とな る 。

折 し も現在 世 界 中 の 移 動 通 信 事 業 者 は 正 に この 「長 期 的 な 収 益 向 上 」 が 問 わ れ

て い る 状 況 に あ る 。海 外 で は第3世 代 の 高 額 免 許 料 支 払 や プ リペ イ ドに よ る低

収 益 経 営 によ る極 め て 厳 し い財 務 状 況 が あ り、第3世 代 の設 備 投 資 は可 能 な 限

り早 期 回 収 が 必 要 と さ れ 、 日本 よ りもMVNOが 活 用 され や す い土 壌 に あ る 。

一 方 日本 で も、移 動 通 信 市 場 の 成 熟 化 が 見 え始 め た 段 階 で 、 莫 大 な 投 資 を要 し

た 第3世 代 移 動 通 信 サ ー ビス が 開始 さ れ る な ど、設 備 投 資 回 収 の 長 期 化 が 懸 念

され 始 め て い る 。 す こ しつ つMVNOビ ジ ネ ス モ デ ル が 描 け る 環 境 が 整 っ て き

た と いえ よ う。"

(引 用 元http:〃www.icr.co.jp/newsletter/report/2001!s2001TS152 _3.htm1)

こ の よ う に、 少 しず つ で は あ る がMVNO参 入 の 素 地 は 出 来 つ つ あ る。 わ が

国 のMVNOは よ うや く始 ま っ た ば か りだ が 、 今 後 、 電 話 サ ー ビス で は な く、

特 にデ ー タ通 信 分 野 な い し はそ の 他 の 分 野 に お いて 、 様 々 な 企 業 がMVNOと

して 、 既 存 の 通 信 事 業 者 の枠 組 み に と らわ れ な い新 し いサ ー ビス を投 入 す る だ

ろ う。 結 果 、MVNOは 、 モバ イ ル ソ リュー シ ョン ビ ジ ネ ス の 発 展 にお け る 重

要 な 役 割 を担 う こ とに な る と考 え る。
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3.2コ ン テ ン ツ ビ ジ ネ ス

現 在 の 日本 にお い て は、 モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン と して の コ ンテ ン ツ ビジ ネ

ス と い え ば 、 ケ ー タ イ ユ ー ザ ー の ビ ジ ネ ス が ほ とん ど を 占 め て お り、PDAユ ー

ザ ー に対 す る ビ ジ ネ ス は ま だ活 発 で は な い。 この た め 、 こ こで は ケ ー タ イ 向 け

の コ ン テ ン ツ ビ ジ ネ ス につ い て 分 析 す る こ と とす る。

コ ンテ ン ツ ビ ジ ネ ス には 、 情 報 提 供 に よ りそ の対 価 を 得 るモ デ ル 、 コ ンテ ン

ツ は マ ー ケ テ ィ ン グ ツ ー ル と して 別 の 商 品 の販 売 等 で 収 益 を得 る モ デ ル が あ る。

ま た 、 あ らか じめ 用 意 した コ ン テ ン ツ で な く 、ユ ー ザ ー 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を演 出 す る タ イ プ もあ る。 これ らの ビ ジ ネス モ デ ル に 関 す る動 向 を 整 理 し

て い こ う。

(1)現 状 は 「ユ ー ザ ー 同士 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン」 が 最 大 の コ ン テ ン ツ

NTTド コ モ のi-modeが3周 年 を迎 え た 。i・modeは3100万 台 を超 え 、」-SKY

やEzWEBを 含 め た イ ン タ ー ネ ッ ト対 応 電 話(ケ 一 夕 イ)の 普 及 台 数 は 、5000

万 台 を突 破 した 。 これ によ り、 ケ 一 夕 イ ユ ー ザ ー は 、 い つ で も ど こで も欲 しい

コ ンテ ン ツ を入 手 す る環 境 が 整 った と言 え る だ ろ う。 視 点 を変 え て 、 コ ンテ ン

ツ プ ロバ イ ダ ー(CP)側 か ら見 れ ば 、コ ンテ ン ツ ビ ジ ネ ス の プ ラ ッ トフ ォー ム

が拡 大 し、 ビ ジ ネ ス の チ ャ ンス が 広 が っ た と も言 え る。 もは や 携 帯 電 話 を 持 つ

ユ ー ザ ー の 内 、7割 は イ ンタ ー ネ ッ ト対 応 電 話 で あ り、 今 後 は全 て の 携 帯 電 話

が イ ン ター ネ ッ トや メー ル が 可 能 な ケ ー タ イ に置 き換 わ っ て い く こ と は 間違 い

な い と思 わ れ る。

しか しCPが 認 識 しな くて は い け な い の は 、 ケ ー タ イ 普 及 台 数 の 増 加(ニ プ

ラ ッ トフ ォ ー ム の 拡 大)が 、 コ ンテ ン ツ ビジ ネ ス の拡 大 に直 結 す る とは 言 い 切

れ な い こ と で あ る 。な ぜ な ら、ケ ー タ イ ユ ー ザ ー に とっ て 最 高 の コ ン テ ン ツ は 、

今 の と こ ろ 『ユ ー ザ ー 同士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン』 だ か らだ。 こ こで 言 う コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ン と は 、ケ ー タ イ で の メ ー ル や 通 話 を指 す 。もっ と も、『コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン が 最 高 の コ ンテ ン ツ 』 とい う の は 、 ケー タ イ に限 らず 、 固 定 電 話 や

PCな ど コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンが 可 能 な デ バ イ ス にお い て も言 え る こ とで あ る 。

つ ま り、ケ ー タ イ 普 及 台 数 の 増 加 は、CPの 提 供 す る コ ンテ ンツ ビ ジ ネ ス に直

結 す る の で は な く 、 ケ ー タ イ ユ ー ザ ー 同 士 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を拡 大 す る だ

け に と ど ま る 可 能 性 もあ る と言 う ことで あ る。 この よ うな 状 況 に お い て は 、 通

信 事 業 者(キ ャ リア)、 携 帯 電 話 端 末 開発 会 社(ベ ン ダー・一一)はwinと な る こ と

が 可 能 で あ る が(ト ラ ピ ック の 増 大 ・端 末 販 売 の 増大)、CPはwinと な る こ と

は 困 難 で あ る。
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顕著 な 例 が 、 最 近 のJフ ォ ンの 写 メー ル 対 応 機 の人 気 で あ ろ う。

ケ ー タ イ 普 及 台 数 で1(DDIグ ル ー プ を抜 き さ っ た 要 因 は 、コ ン テ ン ツ の 充 実 と

い うよ りも む し ろ、 『写 真 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン』とい う新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンス タ イ ル を提 案 した か ら に他 な らな い。す で にJフ ォ ン の 普 及 台 数 の う

ち 、1/3は カ メ ラ 付 き の 写 メー ル 対 応 機 で あ る 。 プ ロ モ ー シ ョ ン(TVCM)に

お いて も 、企 業 メ ッセ ー ジ は 中 田選 手 を 起 用 し、 『自分 ら しさ 』を ア ピー ル して

い るが 、サ ー ビス の プ ロモ ー シ ョ ン と して は若 手 俳 優 や タ レ ン トを使 い 、『写 メ

ー ル で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン』 を 強 力 に ア ピー ル して い る 。 ケ ー タ イ ユ ー ザ ー

の 認 知 度 も高 い(図3.2-1)。

図3.2-1ケ ー タ イ の 新 サ ー ビス 認 知 度

出所:ケ ー タ イ の 新 サ ー ビス に 関 す る ア ン ケ ー ト(マ ク ロ ミル 社)

この よ うな 状 況 下 にお い て は 、CPは 『写 メー ル によ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン』

を上 回 る魅 力 を持 った コ ンテ ン ツ を 提 供 しな けれ ば 、 ケ ー タ イ ユ ー ザ ー か ら支

持 を得 つ づ け る こ と は 困難 で あ る と い え るだ ろ う。

(2)情報 提供 型の ビジネスモデル

① ケ ー タ イの 人 気 コ ンテ ン ツ

99年2月 にi・modeが 発 売 さ れ て 以 来 、爆 発 的 な伸 び を見 せ る ケ ー タイ コ ン

テ ン ツ。i-modeの 検 索 サ イ ト最 大 手 、oh!newに よ る と、そ の 数 は53000件 を
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超 え て い る 。(02年2月 末 時 点)

ケ ー タ イ コ ンテ ン ツ は 、 キ ャ リ アが 審 査 し、 キ ャ リア が 運 営す る ポ ー タル に

メ ニ ュ ー 掲 載 され る 公 式 サ イ トと、 そ れ 以 外 の 一 般 サ イ トに分 け られ る。 公 式

サ イ トは 、キ ャ リア が 用 意 す る 課 金 回 収 代 行 機 能 を利 用 す る こ とが 可 能 で あ り、

この機 能 に よ っ て 、CPはPCの イ ンタ ー ネ ッ トで は 困難 で あ っ た 『ユ ー ザ ー か

らの 小 額 課 金 』 と い う ビ ジネ ス モ デ ル を構 築 す る こ とが で き た 。 この 機 能 が あ

っ たか ら こそ 『き ゃ らっ ぱ』 な どの 待 ち 受 け 画 面 や 、着 メ ロな どの コ ンテ ン ツ

が 提 供 可 能 と な り、 ケ ー タ イ ユ ーザ ー に爆 発 的 な 人 気 を 博 す 結 果 にな っ た と言

え る。 ま た 公 式 サ イ トに は キ ャ リア が 審 査 して い る と い う安 心 感 をユ ー ザ ー に

与 え る とい う メ リ ッ トも大 き く影 響 して い る と思 わ れ る 。

で は 、 ケ 一 夕 イ ユ ー ザ ー に 人 気 のサ イ トに は どの よ うな 特 徴 が あ る の だ ろ う

か 。公 式 サ イ トに お いて は 、エ ン ター テ イ ン メ ン ト系(待 ち 受 け画 面 ・着 メ ロ ・

ゲ ー ム ・占 い)や デ ィ リ「 の 実 用 系 サ イ ト(天 気 ・ニ ュー ス)と い っ た ジ ャ ン

ル が 挙 げ られ る(図3.2-2)。

図3.2-2ケ 一 夕 イ ユ ーザ ー が 利 用 して い る コ ンテ ンツ
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で は 、これ ら人 気 コ ンテ ンツ に は 、どの よ うな キ ー ワー ドが あ る の だ ろ うか 。

ジ ャ ンル に こ だ わ らず に整 理 して み る と、

『待 ち受 け 画 面 』

自分 の 好 きな キ ャ ラ ク ター な ど を 、ケー タ イ の画 面 に設 定 す る こ とが 可 能 。

バ ンダ イ ネ ッ トワー ク ス の 『き ゃ ら っ ぱ』、デ ィ ズ ニ ー の 『Disney-i』 な ど。

r着 メ ロ』

自分 の好 き な メ ロデ ィ を、 ケ ー タ イ の 着 信 音 に す る こ とが 可 能 。

ギ ガ ネ ッ トワー クス の 『着 信 メ ロデ ィGIGA』 な ど。

上 記2つ の ジ ャ ンル に共 通 す る キ ー ワー ドは 、

・カ ス タマ イ ズ(ケ ー タ イ を 自分 好 み に ニ ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 創 出)

・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン(他 人 に 対 して 自慢 ・共 有 す る の た め の ネ タ)

で あ り、

r占 い ・ゲ ー ム 』

ち ょっ と した 隙 間 時 間 の暇 つ ぶ し。

『天 気 ・ニ ュ ー ス 』

今 す ぐ知 りた い と い うニ ー ズ を満 た す 。

上 記2つ の ジ ャ ンル に 共 通 す る キ ー ワー ドは 、

・ いつ で も ど こで も

・ 思 い た っ た そ の場 で

と いっ た こ とが 挙 げ られ る だ ろ う。

つ ま り、 エ ン ター テ イ ン メ ン トや 実 用 系 と い っ た ジ ャ ンル を 問 わ ず 、 人 気 コ

ンテ ン ツ に は 『カ ス タ マ イ ズ』・『コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン』・『い つ で も ど こで も思

いた った そ の場 で ア クセ ス で 』 と い うキ ー ワー ドが ポ イ ン トに な って い る と言

え る。 た だ 、 これ らの キ ー ワー ドの 内 、 どれ か1つ を 満 た せ ば 人 気 サ イ トに な

るか 、と い う と決 して そ うで は な い 。例 え ば 天 気 予 報 で は 、『い つ で も ど こで も』

に加 え 、『自分 の住 ん で い る と こ ろ の 天 気 』な ど の カ ス タマ イ ズ が 可 能 に な っ て

い る。 これ らの キ ー ワー ドをで き る だ け 多 く踏 ま え た コ ンテ ン ツ を提 供 す る こ

と は、 ユ ー ザ ー に受 け入 れ られ る た め の基 本 的 な 条 件 で あ る 。 た だ し 、競 合 と

の差 別 化(内 容 ・ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス ・更 新 頻 度)を 徹 底 しな い と、 ユ

ー ザ ー か ら使 って も らえ る コ ン テ ン ツ に は な りえ な い。

一 般 的 に ケ ー タ イ ユ ー ザ ー が 有 料 課 金 コ ン テ ン ツ に支 払 う の は 平 均 で 月 額

400円 ま で と言 わ れ て お り、 か っ 、 上 記 の ジ ャ ンル が 課 金 マ ー ケ ッ トの 多 く を

占め て い る の は事 実 で あ る。 つ ま りCPは 、 月400円 の 奪 い合 い と い う厳 しい

競 争環 境 に置 か れ て お り、 実 際 、 一 番 人 気 の あ る 着 メ ロサ イ トは 会 員 数 が500

万 人 を突 破 して い る と い う反 面 、 数 万 人 以 下 しか 会 員 が 獲 得 で き て い な い 同 ジ

ャ ンル の コ ン テ ンツ も存 在 す る 。 上記 以 外 の ジ ャ ンル の コ ン テ ン ツ は さ らに厳
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しい 競 争 環 境 とな っ て い る こ と は言 うま で もな い。

キ ャ リア は 競 合4社 間 で の 競 争 、 ベ ン ダ ー も競 合 数 社 間 で の競 争 と い う こ と

を考 え る と、 数 千 に も及 ぶ コ ンテ ン ツ間 で の 競 争 を強 い られ て い るCPが お か

れ て い る 立 場 は 、 同 じプ ラ ッ トフ ォー ム 上 で ビジ ネ ス を展 開 して い る プ レイ ヤ

ー の 中 で は
、 か な り厳 しい と も言 え るの で は な い だ ろ う か 。

最 後 に 、実 用 系 と して よ く利 用 さ れ て い る 、 ネ ッ トビ レ ッ ジ 社 の 『リモ ー ト

メ ー ル 』 を紹 介 して お こ う。 これ は会 社 や 自宅 に届 い た メー ル をケ ー タイ か ら

閲 覧 で き る サ ー ビス で あ り、 『いつ で も ど こで も』メー ル が チ ェ ッ ク で き る。外

出 の 多 い ビジ ネ ス マ ン に と っ て は あ りが た いサ ー ビス で あ る 。有 料 コ ンテ ン ツ

で あ る が 人 気 は 高 い。

② 一 般 サ イ トの コ ンテ ンツ

企 業 や 、個 人 が運 営 す る 一 般 サ イ トに も エ ンタ ー テ イ ン メ ン ト系 の コ ン テ ン

ツ を筆 頭 に秀 逸 な もの は 多 い。た だ し これ らはキ ャ リア の支 援(料 金 回 収 代 行)

を う け る こ と が で き な い た め 、 小 額 課 金 に お い て 苦 労 して い る の が 現 状 だ 。

NTTコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンズ の 料 金 回 収 代 行 サ ー ビス 「カ ル レ」 や 、 翔 泳 社 の

「iCardEx」 な ど、さ ま ざ ま な 企 業 が 料 金 回 収 代 行 サ ー ビス を用 意 して い るが 、

ユ ー ザ ー の 使 い勝 手 や 手 数 料 の 点 で 、 ど う して もキ ャ リア が 提 供 す る サ ー ビス

に は か な わ な い。 この よ う に 一 般 サ イ トが 小 額 課 金 ビ ジ ネ ス を行 う こ とが 困 難

で あ る こ と に 対 し、 キ ャ リア オ ー プ ン化 議 論 と して 『公 式 サ イ ト以 外 へ の 料 金

回 収 代 行 サ ー ビス 』 が 挙 げ られ て い る。 ちな み に キ ャ リア オ ー プ ン化 議 論 は 、

モ バ イ ル コ ン テ ンツ ビ ジ ネ ス の 自 由な 競 争 の促 進 を テ ー マ に、 上 記 の 公 式 サ イ

ト以 外 の 料 金 回 収 代 行 サ ー ビス の他 に 、キ ャ リアのISP開 放 や ポ ー タ ル 開放 が

挙 げ られ て い る 。 総 務 省 を 中 心 に キ ャ リア オ ー プ ン化 議 論 が 行 わ れ て い る が 、

そ こで 叫 ば れ て い る の が 、『行 政 、 通 信 キ ャ リア、CPか ら独 立 した 民 間 の 第3

者 機 関 が コ ン テ ン ツ の 評 価 を 行 う仕 組 み 』 で あ る。 さす が にす べ て の 一 般 サ イ

トに課 金 シス テム を提 供 す る こ と はで き な い た め 、 公 平 な 第3者 機 関 に よ っ て

審 査 を行 い 、 合 格 した もの は 、 キ ャ リア の料 金 回 収 代 行 サ ー ビス を受 け られ る

よ う に しよ う と い う も の で あ る 。しか し この議 論 に関 し て は 、『第3者 機 関 が 選

出 した サ イ トに、 も し何 らか の 問 題 が 発 生 した とき 責 任 が 持 て る の か?』 と

い う点 で 運 用 レベ ル で の 疑 問 が 挙 げ られ て お りス ム ー ス に は 進 捗 して い な い様

子 で あ る。 キ ャ リア か らす れ ば 、第3者 が 選 出 したサ イ トに 対 しそ の 運 営 の 責

任 ま で 負 わ さ れ る の で は確 か に納 得 で き な い話 で あ ろ う。 第3者 の審 査 機 関 設

立 に つ いて は この点 が 大 き な ネ ック で あ る と考 え られ る 。 オ ー プ ン化 議 論 の も

う1つ の 議 題 で あ るISP開 放 や ポ 一 夕ル 開 放 に関 して は 各 キ ャ リア と も回 答 を

出 した と こ ろで あ り、 自 由 な 参 入 が 可 能 とな って い る。

この よ うな 状 況 の 中 、 一 般 サ イ トは ど の よ うな 位 置 付 けで コ ン テ ン ツ を提 供
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して い る のだ ろ うか 。 も ち ろ ん キ ャ リア以 外 の 料 金 回 収 代 行 サ ー ビス を 利 用 し

て コ ンテ ン ツ で ビ ジネ ス を 成 立 させ る ケ ー ス も あ る が 、 企 業 で 多 い の が 、 ケ ー

タ イ で 会 員 を 集 め 、 定 期 的 に メー ル で コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を取 り、 来 店 につ な

げた り、 資 料 請 求 を して も ら っ た りす る 活 用 法 だ 。 これ らは 、 コ ンテ ン ツ と い

う よ りも む し ろマ ー ケ テ ィ ン グ ツ ー ル と して の利 用 方 法 で あ る。 後 ほ ど詳 し く

述 べ るが 、 コ ン テ ン ツ を 販 売 す る と い う ビ ジ ネ ス モ デ ル だ け で な く、 マ ー ケ テ

ィ ング ツ ー ル と して リア ル な ビ ジネ ス と組 み 合 わ せ る こ とで の ケ 一 夕 イ 利 用 は 、

今 後 ます ます 多 くな っ て い く もの と思 わ れ る 。

また 、 一般 サ イ トで ケ ー タ イ ユ ー ザ ー か ら支 持 さ れ て い る の が 出会 い 系サ イ

トで は な いか と思 わ れ る。 あ る 有 名 出 会 い 系 サ イ トは1日2億PVを 誇 る も の

も あ る と言 う。 迷 惑 メー ル に 代 表 さ れ る よ う に、 出会 い系 サ イ トは あ ま りい い

イ メー ジ を持 た れ て な い が 、 人 気 コ ンテ ンツ で あ る こ と は 間違 い な い 。 これ も

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン と い うキ ー ワ ー ドを持 った コ ンテ ン ツ の 一 種 で あ る とい え

る だ ろ う。

(3)コ ンテ ン ツ を マ ー ケ テ ィ ング ツ ー ル とす る ビジネ ス モ デ ル

カ ー タ イ で の コ ン テ ン ツ提 供(情 報 提 供)に つ いて は 、 有 料 課 金 ビ ジ ネ ス と い

う枠 組 み だ け で な く、 マ ー ケ テ ィ ング ツ ー ル とい う位 置 付 けで サ ー ビス を提 供

して い く こと も、今 後 は重 要 に な っ て い く と思 わ れ る 。 こ こで は 、 マ ー ケ テ ィ

ン グツ ー ル と して の コ ン テ ンツ に つ いて 掘 り下 げ て み た い 。

① モ バ イ ル コ マ ー ス

は じめ に 、 ケ ー タ イ を活 用 す る モ バ イ ル コマ ー ス に つ い て で あ る。 今 後 爆 発

的 にマ ー ケ ッ トが 伸 び る の は 、 有 料 コ ンテ ン ツ市 場 よ りも モ バ イ ル コ マ ー ス 市

場 で あ る と考 え られ る。ケ ー タ イ コ ン テ ンツ は 月額 課 金 で マ ック ス300円(NTT

ドコモ の場 合)し か ユ ー ザ ー か ら課 金 で きな いが 、 コマ ー ス で あ れ ば い く らの

商 品 を売 ろ うが 自 由で あ るか らだ 。

この 事 例 と して は 、TSUTAYAONLINEが 有 名 で あ る。(図3.2-4)。 同

社 のモ バ イ ル コ マ ー ス は 、PCで の オ ン ライ ン通 販 を大 幅 に 上 回 る売 上 を上 げ

て お り、 月 間 数 億 円 に 達 して い る 。扱 っ て い る 商 材(ゲ ー ム 、CDな ど)と タ

ー ゲ ッ トが 合 っ て い る と い うの もあ る だ ろ うが 、 『潜 在 ユ ー ザ ー を メー ル で プ

ッシ ュ し、 そ の場 で 衝 動 買 い に 至 らせ るパ ワー 』 が ケー タ イ に は あ る 。 実 際 、

メ ー ル を 送 っ た 当 日 にCDな ど の 予 約 の6割 が 入 る と 言 う 。TSUTATA

ONLINEの み な らず 、コ マ ー ス 系 の サ イ トで 月 数 千 万 単 位 の 売 上 を上 げ て い る

サ イ トは珍 し くな い 。
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この よ う に、 何 を い く らで 売 ろ うが 自 由な 点 と メ ー ル に よ る プ ッ シ ュ機 能 の

点 で 、 モバ イ ル コ マ ー ス は 今 後 一 層 発 展 して い く と思 わ れ る 。

② 生 活 情 報 とモ バ イ ル コ マ ー ス

リク ル ー トが 情 報 誌 で 展 開 して い る 、 中古 車 情 報 や ア ル バ イ ト情 報 、 結 婚 情

報 な ど の 『生 活 情 報 』 と い う ジ ャ ンル は 、 そ れ ほ どケ 一 夕 イ と相 性 が よ くな い

よ う に も思 え る。 な ぜ な ら、 必 ず し も先 に述 べ た 人 気 コ ン テ ン ツ の 条 件 を満 た

さな いか らだ 。

そ れ に も 関 わ らず 、人 気 サ イ トに 関 して はPC版 の サ ー ビ ス と変 わ らな いPV

を誇 る も の も出 現 して い る 。PC版 と比 較 して 圧 倒 的 に コ ンテ ン ツ の メ ニ ュ ー

が 少 な い に も関 わ らず 、 で あ る 。

生活 情 報 コ ンテ ン ツ を 利 用 す る ユ ー ザ ー は 、

(a)PCの 代 わ り と して ケ ー タ イ を利 用 。(PCを 持 って い な い ・PCが ネ ッ トに

つ な が っ て い な い)

(b)2.PCで ネ ッ トもや っ て い るが 、時 間 が な い と き は ケ ー タイ で検 索 して い る 。

の2つ に分 け られ る が 、 マ ー ケ ッ トを分 析 す る と、(a)の ユ ー ザ ー が 圧 倒 的 に

多 い こ とが 分 か る 。

(a)の ユ ー ザ ー に と って は 、ケ ー タ イ が イ ン ター ネ ッ ト接 続 の 唯 一 のデ バ イ ス

で あ る た め 、 当然 ケ ー タ イ を使 って 情 報 を検 索 す る しか な い 。 彼 ら は 、平 気 で

ケ ー タイ の 文 字 情 報 だ けで 、 判 断 しア ク シ ョン を起 こ して い る。 ア ル バ イ ト検

索 で の 利 用 は 、比較 的 想 像 しや す いが 、中 古 車 に 関 して も 、『ケ ー タ イ で 検 索 、

中 古 車 業 者 に 連 絡 、 購 入 』 と い う消 費 行 動 を と っ て い る 。 これ らを 鑑 み る と 、

(a)の ユ ー ザ ー に と っ て 、 『い つ で も ど こで も思 いた っ た そ の 場 で 』 とい うキ ー

ワー ドは、 天 気 や 新 聞 な ど の デ イ リー 情 報 だ けで な く、 生 活 情 報 な ど消 費 行 動

の 決 定 にお い て 長 期 間 を要 す る(と 思 わ れ る)商 材 に つ い て も、 当 て は ま る も

の と考 え られ る 。 こ の点 を整 理 す る と、 生活 情 報 の よ うな コ ンテ ン ツ にお いて

も 、 ケ ー タ イ で サ ー ビス を提 供 す る こ と は 、 今 まで 接 点 が な か った ユ ー ザ ー と

『い つ で も ど こで も』 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを 取 る ことが 出 来 る と い う こ と にな

る。

(a)の ユ ー ザ ー に 対 して は 、

・い か に求 め る情 報 へ 簡 単 に た ど り着 け る か?(検 索 軸 の 工 夫)

・い か に省 力 の パ ケ ッ ト代 で 情 報 を入 手 で き る か?

(始 め か ら写 真 は必 要 な い。 欲 し い人 だ け写 真 を呼 び 出 せ る 工 夫 な ど)

と い う こ と に注 力 しな が ら、コ ン テ ンツ を提 供 す る こ と が 重 要 で あ ろ う し、

(b)の ユ ー ザ ー に対 して は 、

・PC版 とのIDが 共 通 で 利 用 可 能

な ど の よ う に、メ デ ィ ア を使 い 分 け る こ とで の利 便 性 を提 供 し て い く こ とが
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必 要 とな る で あ ろ う。

③ 販 売促 進(店 舗 へ の誘 導)

ケ ー タ イ だ けで は完 結 しな い(モ バ イ ル コ マ ー ス で は な い)事 例 も あ る。 こ

の 事 例 と して は 、百 貨 店 や ス ー パ ー な どが 会 員 を募 集 し、 適 切 な タ イ ミ ング で

オ ス ス メ情 報 を プ ッ シ ュす る こ と に よ り、 来 店 を促 進 させ るな どの 利 用 法 が 挙

げ られ る。 実 は この 事 例 に お い て もTSUTAYAONLINEは ク ー ポ ン配 信 に よ

る、 リアル 店 舗 へ の 誘 導 とい う利 用 方 法 で 実 績 を挙 げ て い る。

図3.2-3TSUTAYAONLINEケ ー タ イ サ ー ビ ス
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NeWS匙Topics

O占 い ・暇 つ ぶ し

§一 〔}「{□ 〔 撤'イ=ぺ

ぷ 着 信min湘

ミ灘 待 受 が ウンロード

蕊　うンキンり"&;試 聴

:葺iフ◆L・セ"ント

叢]生活 エン偽∬スマイ1'

蕊 検 索

㌻ ど こで も!通 販

蕊TSUTAYAの お 店

ぷ 判Lサーヒ"ス
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④ 迷 惑 メ ール 問 題

こ こで 迷惑 メー ル 問 題 に触 れ て お か ね ば な らな い だ ろ う。 マ ー ケ テ ィ ン グ ツ

ー ル と して の 役 割 の肝 で あ る適 切 な タ イ ミ ン グで の メ ー ル が 、 迷 惑 メー ル に よ

っ て そ の 役 割 を果 た さ な くな っ て い る か らだ 。 具 体 的 には 迷 惑 メ ー ル の大 量 配

信 によ る、 メー ル 遅 延 や メー ル 不 達 な どが 挙 げ られ る 。 スー パ ー の夕 方5時 か
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らの 安 売 り情 報 が 真 夜 中 に 届 いた らユ ー ザ ー は ど う思 うだ ろ うか 。 新 作CDの

予 約 開 始 メ ー ル が 届 か な け れ ば 、 そ のユ ー ザ ー は ケ ー タ イ で 予 約 す る 機 会 を逃

す の で は な い だ ろ うか 。 この よ うな こ とが 迷惑 メー ル の 大 量 送 信 に よ って 多 発

した の で あ る 。 ま た 、 この 迷惑 メー ル に よ り、 メー ル ア ドレス を変 更 す るユ ー

ザ ー が続 出 し、CPか らの メー ル が届 か な い と い う悪 循 環 に 陥 っ て い る 。 ま た 、

この よ うな 事 態 をCPの 責 任 だ と勘 違 い して い る ユ ー ザ ー も多 数 い る 。 こ の よ

うな事 態 に対 し、 経 済 産 業 省 や 、 総務 省 は 、対 策 につ い て 協 議 して い る 最 中 で

あ る。 ま た 、 キ ャ リア の 具 体 策 と して 、NTTド コ モ は この 問 題 に 対 し、特 定 接

続 サ ー ビス と い う対 策 で 迷 惑 メ ー ル 業 者 以 外 の 正 当 な サ ー ビス を行 って い る

CPの メ ー ル サ ー ビス を保 障 す る サ ー ビス を3月 か ら開 始 した 。

現 在 、 この 特 定 接 続 サ ー ビス を利 用 して い るCPは 以 前 に 比 べ ス ム ー ス に メ

ー ル が 配 信 で き る よ う に な った よ うで は あ る が
、 迷 惑 メー ル そ の もの をな く さ

な い限 り抜 本 的 な 解 決 と は な らな い。 各 省庁 、 キ ャ リア を巻 き 込 ん だ 早 急 な解

決 策 が 待 た れ る と ころ だ 。

(4)新 技 術 に よ る コ ンテ ンツ ビジネ ス の 発 展

①Javaの 活 用

ケ ー タ イ は驚 くべ き速 さで 進 化 、普 及 して い る。 す で にi-modeの カ ラ ー 端

末 の シェ ア は8割 を超 え て い る。 そ して 、i-mode503iシ リー ズ 、Java搭 載 端

末(iア プ リ端 末)は す で に全i-modeユ ー ザ ー の1/3を 超 え る1000万 台 を突 破 し

て い る 。ケ ー タ イ ユ ー ザ ■…一・は 、Javaが 利 用 で き る よ う に な り、さ らに 楽 し く、

便 利 な コ ンテ ン ツ を利 用 で き る よ うに な っ た 。 例 え ば 、サ ー バ と通 信 す る こ と

な く ゲー ム を楽 しめ る の は もち ろ ん 、 自動 的 にサ ー バ に接 続 し情 報 を 更 新 す る

よ う な ア プ リケ ー シ ョ ン も利 用 で き る よ うに な る 。従 来 のi・mode用 ゲ ー ム は 、

画 面 を 切 り替 え る た び に パ ケ ッ ト代 が か か っ て い た が 、iア プ リは 、 端 末 側 で

の 処 理 が あ る 程 度 可 能 な た め 、 パ ケ ッ ト代 が抑 え られ る 。 ま た 、 今 ま で の ゲ ー

ム と は違 っ て 、iア プ リは 、 画 面 内 で キ ャ ラク タ ー が 動 く と い っ た こ とが 可 能

な の で 、 ゲ ー ム に ア ク シ ョ ン性 を持 たせ る こ とが で き る。iア プ リ用 ゲ ー ム は 、

ゲ ー ム メー カ ー を 中心 に 多 数 コ ンテ ン ツ提 供 され て い る 。 ゲ ー ム 以 外 の 便 利 ツ

ー ル 系 のiア プ リ事 例 と して は
、東 芝 のi駅 探 な どが 挙 げ られ 、 発 車 時 刻 が 近

づ く とア ラー ム で 教 え て くれ る な どの機 能 が あ る 。 尚 、Javaに 関 して は 、iア

プ リ以 降 、J-SKYやEZWEBで も搭 載 され て お り、そ の機 能 を 生 か し た コ ンテ

ン ツ が提 供 され て い る 。
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図3.2-4iア プ リコ ン テ ン ツ
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② 動 画 と位 置 情 報

動 画(iモ ー シ ョ ン ・EZム ー ビー)、 位 置 情 報(Gpsケ ー タイ)な ど、 新 し

い技 術 が登 場 して きて い る が 、CPの 立 場 か らす る と 、『楽 し い 、利 便 性 が 高 い

コ ンテ ンツ 』を提 供 す る の は もち ろん だ が 、 『い か に低 料 金(通 信 料)で ユ ー ザ

ー に コ ンテ ン ツ を提 供 で き る か 』 が 大 き な ポ イ ン トとな る の は 間 違 い な い 。

せ っか くの 魅 力 的 な 動 画 も 、 ダ ウ ン ロー ド料 金 が 高 け れ ば ダ ウ ン ロー ドをた

め ら うで あ ろ う し、位 置 情 報 に 関 して も、 利 便 性 は 理 解 で き て も 、測 位 料 金 が

多 くか か る ので あれ ば 利 用 を 控 え るか も知 れ な い 。

この点 は 、CPだ け で な くキ ャ リア も巻 き込 ん だ議 論 が 必 要 にな る だ ろ う。通

信 料 の 定 額 化 、低 額 化 は 、 これ らの リ ッチ な コ ン テ ン ツ が 発 展 す る 上 で 必 要 不

可 欠 な 条 件 と な る と思 わ れ る 。 先 ほ どか ら述 べ て い る よ う に、 ユ ー ザ ー は まず

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン あ りきで あ る。この 点 、あ ま りに も通 信 料 が 高 い よ うだ と 、

コ ンテ ン ツ の利 用 頻 度 が 下 が って い く可 能 性 が あ る と思 わ れ る。

上 記 の よ うな 定 額 化 、 低 額 化 が 満 た さ れ た 上 で 、

・動 画 に よ る 情 報 提 供

・位 置 情 報 に よ る 情 報 提 供

な ど は 、ユ ーザ ー に と っ て 非 常 に価 値 の あ る コ ンテ ンツ とな る で あ ろ う。

前 述 の リク ル ー トの 生 活 情 報 サ イ トに あ て は め る と、

・欲 しい 中古 車 が 走 っ て い る シー ンが 、 ケ ー タイ で 見 られ る 。

・自分 の欲 しい 車 を販 売 して い る 中古 車 の 近 く を通 った らメ ー ル が来 る 。

な どの コ ンテ ンツ にな る と思 わ れ るが 、これ らは そ の 情 報 を欲 す るユ ー ザ ー に

と って 非 常 に 楽 し く、 か つ 利 便 性 の 高 い サ ー ビス と して 受 け 入 れ られ る は ず で

あ る。
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③ メ ッセ ン ジ ャ ー

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 代 表 で あ る メ ッセ ン ジ ャー は 、 ケ ー タイ に お い て は キ

ラー コ ンテ ン ツ とな る と思 わ れ る 。 リアル タ イ ム の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが ケ 一

夕 イ 同 士 、 ケー タ イ とPCな どで行 え れ ば 、 メ ー ル を超 え る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン とな る と思 わ れ るか らだ 。Yahoo!Mobileも つ い最 近 メ ッセ ン ジ ャー を始 め

た 。利 用 者 の数 等 は 公 表 さ れ て は い な い が 、人 気 を博 して い る もの と思 わ れ る 。

④PDA、 ノ ー トPCの 普 及 と コ ンテ ンツ ビジネ ス

PDAやB5パ ソ コ ンが もっ と普 及 した とき に、 ケ ー タイ ユ ー ザ ー 及 び ケ ー タ

イ コ ンテ ンツ は ど うな っ て い くの だ ろ うか 。 ケ ー タ イ に比 べ 圧 倒 的 に 速 い通 信

イ ン フ ラ 、大 き く綺 麗 な 画 面。 デ バ イ ス に お け るハ ー ド的 な ス ペ ック は 、 明 ら

か にケ 一 夕 イ よ り もPDAが 勝 っ て い る 。 とあ る調 査 で は 、 外 出時 に 忘 れ た く

な い もの と して 、財 布 の 次 にケ ー タ イ が 挙 げ られ て い る ら し いが 、PDAで 通 話

もメ ー ル も簡 単 にで き る よ うに な る とケ ー タ イ に 代 わ りPDAが 挙 げ られ る 可

能 性 もあ る だ ろ う。

す べ て の ケ ー タ イ ユ ー ザ ー がPDAを 持 つ よ う に な り、街 角 で 無 線LANに 接

続 して イ ン ター ネ ッ トを す るよ うに な る と は思 え な いが 、仮 に そ の よ う な状 況

に な っ て い く とす る な ら、 ケ ー タイ で の コ ンテ ン ツ 提 供 に ど うい う価 値 を持 た

せ る か 、ま た 、PDAに ど の よ うな コ ンテ ン ツ を提 供 す る の か 、は難 し い と ころ

で あ る。た だ 、仮 に こ の よ うな 状 況 に な っ た と して も、今 ま で 述 べ て き た 、『コ

ミ ュニ ケ ー シ ョン』、 『いつ で も ど こで も思 い た っ た 時 に 』 と い う キー ワー ドに

ひ もつ くコ ンテ ン ツ が 重 要 で あ る こ と は変 わ らな い の で は な いか と思 う。ま た 、

この よ うな 状 況 に な る と、 キ ャ リア 、 ベ ンダ ー 、CPそ れ ぞ れ が フ ラ ッ トな 立

場 で サ ー ビス を展 開 で き る よ うに な り、 よ り 自由 な 競 争 が行 わ れ る よ う にな る

もの と考 え られ る 。
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3.3物 流 シ ス テ ム

広 く認 知 さ らたITは コ ン ピ ュー タ とネ ッ トワー ク に 関 す る技 術 で あ り、 こ

の 中でITの ネ ッ トワー ク環 境 と してADSLやCATV・FTTHな どの ブ ロー ド

バ ン ドが 整 備 さ れ 利 用 され て きて い る 。 同 時 或 い は そ の 次 の環 境 と して 、 携 帯

電 話 や 携 帯 端 末 ・車 載 端 末 ・無 線 端 末 な ど の モバ イ ル 端 末 を利 用 して 、 場 所 や

時 間 な どに拘 束 され な い コ ン ピ ュ ー タ の 活 用 が で き る ユ キ ビダ ス が あ る 。 この

ユ キ ビダ ス の モ バ イ ル ネ ッ トワー ク に よ り、企 業 活 動 及 び 一 般 生 活 に お いてIT

化 が 進 み 、 よ り便 利 に な る こ とや 豊 か な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 実 現 が 期 待 で き

る 。

こ こで は 、 この モ バ イ ル 端 末 或 い は モ バ イ ル 網 を利 用 した 、 車 両 或 い は 徒 歩

によ る移 動 中 の物 流 事 業 者 の作 業 員 や 物 流 サ ー ビ ス の 利 用 者 が 活 用 で き る物 流

に関 わ る シス テ ムや サ ー ビ ス に つ いて 、 現 状 の 事 例 及 び 今 後 の 可 能 性 ・課 題 を

中心 に ま とめ る。 但 し、 物 流 シ ス テ ム で の モ バ イ ル 活 用 は 、 携 帯 電 話 の成 長 に

お いて 一 般 生 活 者 が 主 導 権 を も った よ う に、 この 活 用 自体 が キ ラ ー コ ン テ ン ツ

にな る こと は な い と思 わ れ る 。 こ の活 用 を組 み 込 ん だ 情 報 シス テ ム を 内 包 す る

物 流 サ ー ビス や ソ リュー シ ョ ン に よ り、 一 般 生活 者 や 企 業 を含 む 利 用 者 の 利 便

性 等 を向 上 さ せ 賛 同 され る こ と に よ っ て 、 物 流 シス テ ム で の モバ イ ル 活 動 が 有

用 な もの と して 認 識 され る こ と を期 待 した い。

(1)物 流 の 概観 とIT活 用

モ バ イ ル 活 用 の可 能 性 を検 証 す る た め に 、 物 流 の現 況 に つ い て 簡 単 に整 理 す

る と、 次 の よ う に な る 。

物 流(PhysicalDistribution)は 物 的 流 通 を示 し、 活 動 体 系 は輸 送 ・保 管 ・

荷 役 ・梱 包 ・流 通 加 工 に 大 別 で き 、 付 加 機 能 と して 輸 送 時 に お け る 商 品 の 品 代

金 等 の決 済 が あ る 。 業 種 で は運 輸 業 ・倉 庫 業 に大 別 で き る 。

近 年 で の"BtoB"を 中心 に 物 流 企 業 及 び 企 業 内 物 流 に つ いて 、 特 に情 報 シ

ス テ ム と の 関連 す る 部 分 につ い て 概 観 す る 。

物 流 業務 を トー タル にサ ー ビ ス化 ・合 理 化 ・効 率 化 ・迅 速 化 を 図 る為 に 、 ハ

ー ドウ ェ ア面 及 び ソ フ トウ ェ ア 面 で の 各 種 シス テ ム が 導 入 され シ ス テ ム 思 考 型

に な って き た 。ハ ー ドウ ェ ア 面 で は物 流 施 設(配 送 セ ン タ ー ・仕 分 けセ ンタ ー ・

流 通 セ ン タ ー な ど)の 建 設 、 省 力化 ・省 ス ペ ー ス 化 ・迅 速 化 の保 管 機 器 ・荷 役

機 器 の導 入 、 輸 送 車 両 の 高性 能 化 ・多 様 化 、 大 量 処 理 型 の 物 流 施 設 の ネ ッ トワ

ー ク化 が行 わ れ 、 生 産 性 向 上 を 中心 に 求 め た 。 ま た 、 ソ フ トウ ェ ア 面 で はバ ー
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ド及 び 人 的 な 施 策 ・環 境 を総 合 的 に捉 え 、IT活 用 を 中心 に 効 率 的 か つ 効 果 的 に

運 用 管 理 す る 情 報 シ ス テ ム の 導 入 が 行 わ れ 貢献 し、 また 重 視 さ れ た 。

そ の 後 、 産 業 構 造 や 顧 客 ニ ー ズ の 変 化 に よ り、 多 品 種 少 量 の 他 頻 度 輸 送 へ の

対 応 、規 制 緩 和 、 ジ ャ ス ト ・イ ン ・タ イ ム 、 グ ロー バ ル 化 、ITの 急 速 な 革 新 な

ど物 流 事 業 者 も含 め た企 業 を取 り巻 く環 境 が大 き く変 わ っ て き た 。 こ の変 化 に

よ り、 物 流 自体 の 効 率 だ け を追 求 す る の で はな く、製 造 と 販 売 を統 合 す る 機 能

と して の 物 流 の よ う に 、 企 業 の 経 営 戦 略 や 市 場 戦 略 の 一 貫 と して 捉 え る よ うに

な って き た 。 さ ら に、 最 近 で は 経 営 革 新 の 具 体 的 な ア プ ロ ー チ と して 、 先 の 変

化 に加 え 、 こ の変 化 に対 応 す る た め の物 流 コス トの低 減 や 物 流 プ ロセ ス で の 高

品 質 サ ー ビス な ど を背 景 に 、 ロ ジス テ ィ ク ス が 注 目さ れ る よ う に な っ て い る 。

但 し、 ロ ジ ス テ ィ ク ス は製 造 か ら販 売 ま で の 全 て の プ ロセ ス を 効 果 的 に 管 理 す

る こ とで あ り、 物 流 は この 管 理 対 象 の 一 つ と して構 成 され る 。 こ の 自社 内 だ け

のみ だ け で は充 分 に効 果 が 得 られ な い こ とか ら、 取 引 先 も組 み 込 ん だ 商 品 企 画

か ら販 売 ・保 守 ・廃 棄 ま で の 商 品 ラ イ フサ イ クル で の 各 参 加 企 業 間 の 連 鎖 を意

味 す るSCM(SupplyChainManagement)が 登 場 して き た 。SCMは 電 子 情 報 交

換 と統 合 デ ー タ ベ ー ス に よ る 各 参 加 企 業 の 情 報 の共 有 化 に よ り、 トー タル の 在

庫 削 減 を 行 い 、物 流 の合 理化 を 図 る こ とが 目的 にな っ て い る 。 こ こ で も情 報 シ

ス テ ム の活 用 が 不 可 欠 に な っ て い る。

次 に、"toC"に つ いて は 、 鉄 道 貨 物 及 び 郵 便 小 荷 物 の 公 共 サ ー ビス に始 ま

り、近 年 で は宅 配 便 に よ り、利 便 性 が 向 上 し、迅 速 化 ・高 品 質 化 ・サ ー ビス 化 ・

決 済 の 多 様 化 な どが 図 られ た 。 これ は"BtoB"で 列 挙 した ハ ー ドウ ェ ア 及

ぶ ソ フ トウ ェ ア に加 え て 次 の強 化 が 施 され た 。利 用 者 と の サ ー ビス 取 扱 い拠 点

や 効 果 的 な 作 業拠 点 の ネ ッ トワー ク 整 備 や 荷 物 の 追 跡 管 理 や サ ー ビ ス 管 理 な ど

情 報 シ ス テ ム の 整 備 が 行 わ れ た 。 特 に この 領 域 を 中心 に("toB"も 含 まれ る)、

モ バ イ ル の 活 用 が され て い る 。バ イ ク便 な どで も積 極 的 な 活 用 が 始 ま っ て い る 。

また 、 輸 送 に 関 す る基 盤 環 境 の 変 化 で は 、 現 在 一 部 の サ ー ビス が 開 始 され た

ITS(IntelligentTransportSystem)が 開発 促 進 され て い る 。 一 般 ドライ バ ー 向

け には 、 ナ ビゲ ー シ ョ ン シス テ ム の 高 度 化 や 安 全 走 行 を 実 現 す る 自動 運 転 化 な

どが あ るが 、 輸 送 事 業 者 向 け に も利 用 で き る シス テ ム と して 、 輸 送 業 務 の効 率

化 及 び 安 全 性 の 向 上 を 狙 った 運 行 管 理 支 援 シ ス テ ム や 高 速 道 路 料 金 所 で の 一 旦

停 止 が 不 要 な 自動 料 金 収 受 シス テ ム な ど のサ ・一・一ービス が あ る 。こ のITS対 応 機 器

は車 両 上 に搭 載 され る こ と とな り、将 来 普 及 した この 対 応 機 器 とモ バ イ ル 機 器

が 融 合 さ れ る こ とで廉 価 な モ バ イ ル 車 載 機 器 の登 場 を 期 待 した い 。

さ ら に 、 物 流 に 関 わ る 技 術 と して 、 地 理 情 報 シ ス テ ム(GIS;Geographic

InformationSystem)の 応 用 と して 、車 両 に 積 込 まれ て い る荷 物 が 把 握 さ れ て

い れ ば 、 そ の 車 両 の走 行 位 置 がGPS(GlobalPositioningSystem)衛 星 に よ

り判 明 し、 探 索 す る荷 物 の 所 在 が わ か る。 貴 重 品 や危 険 物 な ど の 輸 送 状 況 が 詳
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細 に把握で き、 よ り安 全確実な 輸送が実 現で きる。 このGPSと 各種 モバイル

網 との融合 に さ らに付加価 値が 高 いシステム の実 現が期待 でき る。

(2)物 流 に お け る モバ イ ル の 活 用

物 流 事 業 者 自社 内 及 び 利 用 者 ・サ ー ビス 提 供 者(プ レイ ヤ ー)で の 活 用 の視

点 に分 け て考 えて い き た い。 ま た 、 現 在 実 施 さ れ て い る こ と或 い は今 後 想 定 さ

れ て い る こ と を紹 介 す る 。

従来 日本 国 内 で の物 流 の モ バ イ ル 活 用 を集 約 す る と 、 ドライ バ ー が 携 帯 す る

バ ー コー ド読 取 、磁 気(IC)カ ー ド読 取 、 プ リ ンタ ー が 付 属 され たハ ンデ ィ端

末(PDA;Persona1Digita1Assistants)や 車 両 に搭 載 され た車 載 端 末 で 、業

務 用 無 線 やMCA(MultiChannelAccess)無 線 を利 用 し、移 動 体 通 信 を実 現

して い る 。貨 物 情 報 の 入 力 業 務 や 集 荷 受 付 け ・配 達 受 付 け ・伝 票 発 行 ・配 車 管

理 な どの 業 務 に活 用 して い る。 但 し、 ま だ 集 配 指 示 な どで の 通 信 の 主 流 は音 声

に よ り もの が 多 い 。 ドライ バ ー の ハ ン デ ィ端 末 に デ ー タ入 力 は 集 配 作 業 中 に行

うが 、 そ の デ ー タ 通 信 は 作 業 終 了後 に 営 業 所 に 戻 り配 置 さ れ た パ ソ コ ン に ジ ャ

ック イ ン しデ ー タ 転 送 し 、地 上 波 を 利 用 しコ ン ピ ュー タセ ン ター に 送 信 され て

い る例 が まだ 主 流 で あ る。 さ ら に 、顧 客 や 事 業 所 と の作 業 指 示 な どの た め の コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ンで も、上 記 の 無線 や 携 帯 電 話 ・PHS電 話 を音 声 利 用 して い る 。

ま た 、 走 行 中 の 配 車 管 理 で は 先 に 上 げ たGPSを 活 用 し、 最 寄 りの 車 両 に連 絡

を と り、 配 車 効 率 ・配 送 効 率 を 向 上 さ せ て い る 。

先 に あ げ た 物 流 の活 動 体 系 の うち 、 輸 送 及 び保 管 を 中心 に具 体 的 な い くつ か

の モバ イ ル の 活 用 事 例 を紹 介 す る。

① 国際航 空貨物輸送 会社の集荷 受付 システ ム;(モ バイル端 末へ の下 り情報)

大 手の国際航 空貨物輸送会 社で は、顧客 か ら受付 けた集 荷依頼 を、携帯パ ケ

ッ ト通 信サー ビス を搭載 した車載端 末 に時 々刻々 と送信 し表示 され るシステム

を稼働 させて いる。この会 社 は ワール ドワイ ドで600機 を越す貨 物専用 の航 空

機 を保 有 し、1日 あた り320万 個 もの膨大 な荷 物 を取 り扱 って いる。 また、荷

物 として は精 密部品や ソフ トウェア製品 ・試 作の部品 、製品 、ソ フ トウェアが

多 く取 り扱 って いる。依頼 主 と しては遅滞 が許 されな い製品 ・商品 を この輸送

会社 に依 頼 して いる背景 があ る。

よ り詳細 に各作業 プ ロセス は次の よ うで ある。荷物 の集配 デー タは迅速 に ド

ライバー に伝達 し、集荷作 業 を確 実に して いる。車載端 末 には顧 客か らの 「何

処で何時 に誰 宛の荷物 を何個 受 け取る」 とい う集荷依頼 デー タが集荷 ルー ト順

に表示 され る。 また 、 この依 頼 は この会社 の集配営業所 を出車後、集配 中 にも

70



集荷依頼 を受付 けるサ ー ビスセ ンタに次 々 も顧 客 か らの オー ダーが入 りこのオ

ー ダー をコ ンピュー タ シス テム に打 ち込 まれ る
。 このデー タはこの集荷 オー ダ

ー と対応 した地区 を統括 す る集 配営業所 にコ ンピ
ュータネ ッ トワーク通 じ自動

的 に送 られ る。 さ らに該 当地 区 を担 当 ドライバ ー の集 配車 の車載端末 に携帯 パ

ケ ッ ト通信サ ー ビス を通 じ 自動 的 に送 られ表示 され る。 もちろん、 ドライバ ー

が集配車か ら離 れて 、荷 物 を集 配作業 中にもお構 いな く情報は更新 され、作業

を終わ り車 に戻 って くれ ば次 の集荷先がわか る しか けであ る。

以前 は集配 作業 で移 動 中の この集荷 オー ダーは無線 を通 じ、サー ビスセ ンタ

等 か ら音声で直接 ドライバ ー に指 示 されて いた。 これ をデータ通信 に切 り替 え

た。無線利用 の際は ドライ バー が車 を離 れて いる ときは連 絡 とらな い ことや音

声 での 口頭連絡 によ る連絡 ミスな どがあった。正確 な集荷 オーダー の配信 がで

きる と共に、サー ビス セ ンター の担 当スタ ッフの ドライバ ーへの連絡負荷 が軽

減 され た。

さ らに この シス テ ム は荷物 を集 荷 した時点 で ドライバ ー は集荷完 了デ ー タ

を入 力 しこの通信サ ー ビス を通 じコン ピュー タセ ンター に送 られ、荷物 の所 在

を管理す るデータベ ース が順次 更新 され る。 これ によ り、依頼主や受取人 か ら

の、配達や遅 配な どの確 認の照 会 にす ぐに回答 で きる ことも可能にな った。 こ

れ によ り、依頼 主か ら預 か った貴 重な荷物 を迅速確 実な配 達が実現 できた よ う

だ。 また、荷物 の1個1個 を大 切 に扱 う企業姿勢 をよ り確 実な もの した(モ バ

イル端末か らの上 り情 報)。

これはモバ イル通信 を効果 的 に活用 してい る事例 で あるが、国内の宅 配業者

や航 空貨物輸送業 者で も同様 の背 景やサ ー ビス を既 に実施 しているので、 ビジ

ネス特許 等の 問題 が ク リアされれ ば、応用展 開は充分 期待 できるもので あ る。

集荷依頼 は もとよ り、最 近で は時 間指定配達や イ ンターネ ッ トで の配達時 間帯

の変更受付 けな ど配 達 も集 配作 業 中に依頼 を逐次 受付 け るた め、配達ス ケジ ュ

ール管理 もサ ー ビス レベ ル を維 持す る重要な要 素 にな る ことか ら
、検 討対 象 に

なる はずで ある。

② 国内航 空貨物輸 送 業者の貨物 追跡情報 システ ム;(モ バ イル端末 か らの上 り情

報)

最初 の事例 と実 際 に類似 して いる もの として、大 手宅配業者 の国内航 空貨物

の集配作 業でモバ イル活 用 されて いる。集荷完 了や配 達完 了な どの業務 デー タ

の コン ピュータセ ンターへの送 信 を車両 に搭載 され たMCA無 線機 に、 ドライ

バ ーのハ ンデ ィ端末 をジ ャックイ ン して行 い、セ ンター 側 の貨物追跡デー タベ

ー ス を リアル タイム に更新 し、貨 物情報 のタイム ラグを無 く して いる。

これ によ り、 この輸送 の利 用者及 び この会社 は、携帯電話 やパ ソコンか らの照

会 に対 して最新 の荷物 の所 在がわ かるわ けで ある。全国約60都 市で 当 日配達
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を行 って いて 、同一都市 内で は2～4時 間、都市 間では航空 便 を利 用 して6～7

時間 の配達 を約束 して いる。短 時 間の輸送時 間で も、顧客 との対 応 を確実 にす

るため に情報 の鮮度 を重視 して このよ うな シス テム を稼働 させ て いる。 この活

用事例 と同様 なシステム は荷物 所在情 報の鮮度 の差 は ある ものの数多 くの輸送

会社で採用 されてお り、代 表的 な モバイル活用 システム とな って いる。

この輸送会社 の宅 配部 門で もハ ンデ ィ端末 までは 同 じで あるが、車載端末 に

デー タ転送す るので はな く、営 業所 に戻 ってパ ソ コンにデー タ転送 し地上波 を

使 って伝 送されてい る。 ここで も輸 送 自体 と情報 が乖離 しな いよ うに、顧客 サ

ー ビスの向上の為 にモバ イル通 信網 を利用 した同様な システ ムが検 討 され てい

る。利用 料金や通信品質 、 さ らには このモバ イル 通信網 と対応 した端末機器 投

資等 の問題解 消が採用 の鍵 にな る と考 え られ る。

また、最初の事例 と同様、元 々複 数業務 を こな して いる作業 で ある ことか ら、

このモバイル通信網 を活 用す る と、上 り情報 だけでな く、作業 指示や通達 な ど

下 り情 報での活用で も一 気 に始 まる可能性が 高い。そ れだ けでな く、特 に危 険

物や貴 重な荷物 につ いて はICチ ップな どの貼 付 によ り、 リアル タイ ムの貨物

追跡 システム を行 い、常 時監視 された高度な もの も実現 で きる。実際 に この よ

うな シビアな荷物追跡管 理 は産 業廃 棄物 のシステム な どに応用 されて いる。

この しくみ を宅配便等 の利用 法 人(電 機 メーカー)で は携 帯電話 を利 用 して

在庫 や荷物の輸送状況 を正確 に把握 し、輸送 費や保管 費の削減 に役立 てて いる。

先 にあ げたSCMを 実現 す る ことか ら途 切れな い情報 の流れ を確保す る為 に、

外 部の流れ をも情報管理 す る ことによ り製造 や物流 の最適化 を図る ことを狙 っ

て いる。 この ように利用 者が社 内 システ ムに物流情報 をモバ イル活用 し、 ロー

コス ト化お よび最適化す る事例 も出始め てい る。

③バ イ ク便業者の集荷 指令 システ ム;(モ バ イル端末 との双 方向情報)

最初 の事例 と同様 な もので あ るが、国 内の総合物 流会社 でのバ イク便で の先

端 のモバイル活用 を紹介 す る。一部三県 で約500人 の契約 ライ ダー を使 い会 社

間の書類や製 品の即 時配送サ ー ビス を展 開 して いる。

まず、依頼 先か らの配送注 文 のオー ダー を この会社 の本 部 の電 話オペ レータ

ーが受 ける と、依頼 者の住所 、電 話番号 、担 当者 名な どを尋ね 、続 いて配達 先

の住所 、会社 名な どを聞 いて配 送料金 を伝 え る。 オペ レー ター はその輸送情 報

をコン ピュー タに入力 して、配 車担 当に 自動的 に伝わ る。 そ して配車担 当は依

頼先(=集 荷 先)の 最 も近 くにい る手が 空 いて い るライダー をパ ソコ ンの画面

で指名す る。 この輸送情報 は指 名 され た ライ ダー に 自動 的 にメールで手持 ちの

パケ ッ ト通信 つき携帯端 末 に送 信 され る。 これ を受信 した ライダー は受 信確認

を返信 した後 、依 頼先か ら集荷 完 了、配 送先へ の配送完 了 の報 告な どを メール

にて この会社 の本部 に連 絡す る。 この作 業 中 も本部 では この ライ ダー の メール
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送 信 を元 に、 ライ ダー の作 業 状 況 を確 認 す る と共 に 、 誤 差 約100mで の ライ ダ

ー の 現 在 地 を把 握 で き る 。

この シ ス テ ム は 従 来 ポ ケ ベ ル で の ライ ダー へ の 呼 び 出 しで オ ー ダ ー を 電 話 伝

達 して い た が 、この メー ル に よ る文 字 情 報 伝 達(会 社 名 の 漢 字 化 な ど)に よ り、

伝 達 ミス が 激 減 し正 確 性 が あ が っ た。 さ らに 、伝 達 の迅 速 性 もあ が っ た 。 二 輪

車 で は 走 行 中 に 電 話 はで き な い 、 電 話 す る際 に は 一旦 走 行 を止 め 、 ヘ ル メ ッ ト

を外 し通 話 す る 必 要 が あ る が 、 メー ル で は メ モ を と る必 要 もな い 。 携 帯 性 の メ

リ ッ トを効 果 的 に発 揮 して い る 事 例 で あ る。 通 信 料 金 の 面 で も 、従 来 は1件 の

オ ー ダ ー で 最 低4回 は本 部 と通 話 して い た 為 月平 均 約2万 円 も か か っ て い た が 、

パ ケ ッ ト通 信 で は1回 あ た り数 円 で あ る の で 、基本 料 を除 く と月 平 均3千 円 に

抑 え られ る よ うに な った 。 さ ら に、 本 部 の 電 話 オペ レー タ ー や 配 車 担 当 も 削 減

で き 、 か つ ライ ダ ー へ の的 確 な オ ー ダー の 割 り当て が で き る よ う にな り効 率 面

で も効 果 を あ げ て い る。

この よ うな オ ー ダ ー 対 応 と は違 った 物 流 の 周 辺 業 務 で も携 帯 電 話 を活 用 ケ ー

ス が あ る 。 ドラ イ バ ー や ライ ダ ー な どの 人 材 派 遣 会 社 で も 、 登 録 ス タ ッ フ27

万 人 に 対 して 携 帯 電 話 で のデ ー タ 通 信 連 絡 を行 う為 に 、 モ バ イ ル 端 末 専 用 サ イ

トを稼 動 させ て い る 。 登 録 ス タ ッ フ は派 遣 ス ケ ジ ュー ル の 予 約 や 派 遣 内 容 の検

索 が で き る よ う に な った 。 また 、 ス タ ッ フの 募 集 要 項 の 閲 覧 や ス タ ッ フ登 録 申

し込 み もで き る。 ほ とん ど登 録 ス タ ッ フ は 携 帯 電 話 を保 有 して い る た め 、 緊 急

の 派 遣 依 頼 に もス ム ー ス に対 応 で き る よ うに な った 。

④ 国内貨物 輸送業者 の決済 システ ム;(モ バ イル端 末での 照会)

大 手の国 内輸送会社 では、イ ンターネ ッ トでの通信販売 な どで のそ の品代金

及び運送 料金 を配達時 に クレジ ッ トカー ド及 びデ ビッ トカ ー ドで決済(回 収)

で きる代 金 引換宅配サ ー ビス を携帯端 末で実現 して いる。

イ ンター ネ ッ.トのホー ムペ ー ジで 商 品等 を購入す る際 に この 商品 代金 の支

払 いを商品配達 時 に支払 う方式 を選定 す る。 また、 この商 品を販売す る会 社 は

あ らか じめ この運送会社 とこの決済方 式で購入 者がで きるよ うに契約 を してお

く。 この商品 を購入者 に配達 す る際には ドライバーが事前 に配達時 間 の都 合確

認 し届 ける。 商品 の受渡 し時 にはク レジ ッ トカー ドの場合 は、通常 のお店 で の

シ ョッピング時 と同様携 帯端 末か ら発行 され る売上票 にサ イ ンをす るだ けで あ

る。 また、デ ビッ トカー ドの場合 は、セキ ュ リテ ィ上か ら購 入者 自身が ドライ

バー の携 帯端末 に自分 の暗証番号 を入 力す る。 これ によ り、代金 の支 払 いが完

了 し、現 金や振込 み以外 でのカー ドによ る決済 が可能 とな った。事 前 の支 払方

式の選択 がな い場合 も配達時 の事前確認 に この方式 を選択す る こと も可能 で あ

る。 このカー ドの信用照会時 に携帯端末 は この会社 の コン ピュー タセ ンター、

及びカー ド決済 の金融機関 のセ ンター に接続 し確 認 して いるわ けで あ る。 購入
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者の利便性 をあげるだ けでな く、多様 な決済 手段 を販 売者 にも提供す る ことに

よ り資金 回収 を早 くす る効果 を持 ってい る。

他 の運 送 会社 で も物 流サ ー ビス の利 用 者 の利便 性 を高 め る為 の同様 な 商 流

向けのサー ビス を行 うケー スは増 えて い るが 、モバ イル通信 で実現 して いるの

は国内で は この会社 のサー ビスだ けで あ る。現在 この決済 が可能な携 帯端末 は

約8,000台 を ドライバー に配布 し、 このサー ビスの取扱 高は約1 ,500億 円 にな

ってお り、2003年 度 には5,000億 円 を 目指 す ほ ど売上効果 を出 して いる。また、

この他 のモバ イル の決済方式 として は電 子決済 と同様で あるが 、 クー ポ ン券や

プ リペイ カー ドの代替 手段 として、携帯 電話やPDAに 記憶 した情報 をバー コ

ー ドや二次元 バー コー ドな どに変換 し画 面上 に表 示 し
、 これ を運 送会社側 の携

帯端末が認識 す る方法 も考 え られる。 この方法 の場合、運送会社側 の携帯 端末

は この認識す る為 の読 取 ソフ トがあ るだ けでモバ イル網 に対応 しな いで決 済が

実現で きる為 、比較 的安価 な システム対応 が可能 である。

⑤ 国内貨物運送 会社で の車両運行管 理 システム;(モ バ イル端 末の上 り情報 と

GPS)

大手の国 内陸運 会社 と通 信キ ャ リアが 、携 帯パ ケ ッ ト通 信が可能 な車載端 末

とGPSを 組み合 わせて 高速道路等 を走行す る車両 の運行管理 す るシステム を

共同で実験 を行 って いる。 あ らか じめ出発地点 や到着 の 目的地 ・通過 す る地点

を設定 してお けば、 トラ ックがそ の地点 を到着 及び 出発す る と自動的 に メール

でセ ンター に通知 され る。GPSの 位置情 報 とあ らか じめ設定 された情報 によ り、

そ の車両 の位 置情報 のみ を発信 す る ことによ り実 現で きるよ うにな る。 現在 は

実験段階で あ るが 、通 信費 の大 幅な削減 が見込 まれ ると共 に、正確な位 置情報

が把握で き、車両運行 がダイヤ どお り走行 で きて いるかがわか る。渋滞 時や通

行止めの際 に迂 回路 の指 示な どを走行車 両 に知 らせる ことが可能 とな る。

また 、従来 の方式 は把握す る地点 に無線 の受信 機 を自前で設 置 し、各車 両 に

この無線の発信機 を設備 し常時発信 し、受 信機 は該 当車両の信号 をキ ャ ッチ し

て通過 した ことを把握 していた。 費用面で は この無線 用の送受信機 が高価 な こ

とや通信 費用が多大 なた め、設置す る車両や把 握す る通 過地点(管 理 対象 の道

路)を 必要 最小限 に留め たシステム で管 理 して いる例 が多か った。 この システ

ムの導入 によ り、汎用 製品 であ る安価 な携帯電 話や 比較 的安価な通信 費で実現

で きるよ うにな る為 、全車両 への適用や 一般道路 で の運行管 理な ど適 用範 囲が

大幅 に拡大す る ことにな る。

共同実験 を実施 して いる通信 会社 の子 会社で は、車載端 末 とパケ ッ ト通信料

と高価な地 図情 報 の購入 代金 とを レンタル方式 に して初期 費用 とランニ ングコ

ス トの軽減 し月額3,500円 で提供 して いる。他 の運 送会社 に も適用 し、モバ イ

ルのASP(ApplicationServiceProvider)の サー ビス を稼 動 させ ている。
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⑥ 大 手 コン ビニエ ンスの統 合 輸配送 管理 システ ム;(モバ イル端末 との双双 方

向報)

大手 コン ビニエ ンスは通信 会社 の子会社 他 と共同 開発 で、配送 計画 と車 両動

態管 理 を組み合 わせ た りアル タイム の統 合輸配送管理 システ ムを導入 した。全

国16ヶ 所の配送セ ンター と配送車 両約230台 の規 模で システム を稼働 させ て

いる。 この システム は ドライバ ーの操作 は一切不 要で 、車 両 の運行管 理 に始 ま

り、運 転 日報 自動作 成や安 全運 転管理 ・冷凍庫 の温 度管理 まで を実現 し、 この

コン ビニエ ンス の物 流業務 の効 率化 と高品質化 に寄 与 して い る。携帯 パケ ッ ト

通信網 によ り、車両 の位置 情報 ・運 転速度 ・急 ブ レーキ の有 無 ・車両 搭載 の冷

凍庫 の温度 な どの走 行 中の情報 をコ ンピュー タセ ンター に送 信す る。 このセ ン

ターで情報処 理 した結 果 は配送セ ンターか らリアル タイム に把握 で きる。

具体的 には、次 のよ うな利 点が ある。配送計画 と把 握 した実 態の差 か ら、 よ

り実態 に即 した効 率 的な配送 が可能 とな り、人員配置 の効率化や 走行距離 の短

縮 がで きるよ うにな った。 また、各種 の 自動管理や作 成 によ り、 ドライバ ー は

安全運 転 に集 中でき るよ うにな った。 さ らに、走行 中の配送先 の店 舗へ の到 着

時刻 な どの運転情報 や冷 凍庫 の温度情報 を リアル タイ ムに把握で きる ことによ

り、異常時のス ピー デ ィな処置 が可能 とな った。効 率化 による コス トセー ブ と

共 に、生鮮 品や冷凍 品な ど高品質 な輸送 の実現 によ り輸送 中の不 良率 を減少 さ

せ、安心 して消費者 に利用 して もらえる ことを狙 いに して いる。

このシステムの共 同開発 会社 は この シス テムをASPサ ー ビス と して展開 し

て いる。

⑦ 大 手 倉 庫 会 社 な ど の ロ ジ ス テ ィ クス サ ー ビス;(モ バ イ ル 端 末 で の 照 会 と上

り情 報)

これ まで の活 用 事 例 は 輸 配 送 に関 す る もの で あ った が 、 倉 庫 管 理 で の活 用 も

あ る 。 倉 庫 に預 け た 在 庫 情 報 や 納 品 、 出 荷 情 報 を 利 用 者 に 保 有 す る 携 帯 電 話 で

共 有 す る こ とで 、 ア ウ トソ ー シ ング し易 い し くみ づ く りに 役 立 て て い る 。

あ る 倉 庫 会 社 は 、 物 流 業 務 を 一 括 受 託 す る ア ウ トソ ー シ ン グ事 業(3PL;サ ー

ド ・パ ー テ ィ ・ロジ ス テ ィ クス)を 行 って お り、携 帯 電 話 の ホ ー ム ペ ー ジ を通 じ

て 、 そ の利 用 者 に在 庫 情 報 等 を提 供 して い る。 また 、 ロ ジ ス テ ィ ク ス サ ー ビス

も含 め て 提 供 す る 情 報 処 理 業 者 で は上 記 の よ うな 倉 庫 管 理 情 報 だ け で な く、 受

発 注 も携 帯 電 話 で 行 え る 、よ り適 用 業 務 の範 囲 を広 げ た 、Webシ ス テ ム の シス

テ ム構 築 及 び シ ス テ ム 運 用 管 理 を提 供 して い る。さ らに 、このASPサ ー ビス の

提 供 も開始 して お り、モ バ イ ル 端 末 で も利 用 が 可能 な よ う に した もの を検 討 し、

こ のサ ー ビス の利 用 者 ニ ー ズ に対 応 しよ う と して い る 。
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図3.3-1ロ ジス テ ィ ック サ ー ビZの 機 能 概 要 図
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図3.3-2SCMを 支 援 す る ロ ジス テ ィク ス サ ー ビスの 構 成 概 要 図
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⑧ 物流 サー ビスの個人 利用 者で の活 用;(モ バ イル 端末 で の照会 と双 方向情

報)

これ まで説明 した物 流事業者 のサー ビスを利 用す る一般 家庭等 の方 々がモ バ

イル で活用 で きるケー ス を整理す る。宅配便で の利用 では 、発送 した際の伝票

番号 による荷 物の配達状 況照会が代 表的で ある。 また 、荷 物 の集荷依頼 や不在

の際 の再配達依 頼、 さ らには配達先 に荷物の配達 時間帯 をEメ ールで通知す る

こと も実施 してい るサー ビス もある。 もち ろん、荷 物 を受 け取 る方がそ の配 達

時間帯 に都合 が悪 いケー スは、パ ソコ ンや携帯 電話 か ら受 け取 り時間帯 の変 更

が可能 であ る。 これは利用者 の利便 を意 識 して いる ことと共 に、不在 時で の配

達 を減少 させ作業 の効 率化 を図ってサー ビス提 供 して いる。 引越サー ビスで も

見積 りやサ ー ビス依頼 な どで携 帯電話が活用で き る。

今 後 のモバ イル の活用 を検討す る と、物流そ の ものを ドライバー の応対 だ け

で はな く、よ り心 を通わ せた ものに進化 させる ことも、各要素技 術が整 い、将

来可能 な時代 にな った。例 え ば、荷 物に従来の伝票 に変 え非接触 で読み書 き可

能なICチ ップ を貼 り付 ける(も しくは荷物 の中 に物 自体 に埋 め込 ませ る)。 こ

のICチ ップに送 り手の画像 や声 を記録 しておき、受 け手 が荷物 を受領 す る。

受 け手が 手持 ちの携帯 電話や携 帯端末 にBluetoothが 搭載 され てお り、 これ で

ICチ ップ と無線 イ ンター フェースす る。この電 話機や端 末で 送 り手 の顔 や声 を

どこで も再 生で きるよ うにな る。 また、 このICチ ップは輸送 時の荷物番 号等

の伝 票情報や 商品識別情 報のバー コー ドの代用 も可能 にな る。この場合、ICチ

ップ 自体 が モバ イル機器 として活躍 す る。 この受 け手 は生鮮品 の生産 者 であれ

ば、そ の産地や 生産者の様子 が手 に とるよ うにわ か り、消 費者 との信頼感 の確

保 に利用 で き、物 流のみな らず流通 の場面で も活用 で きる ことになる。受 け手

と送 り手 との心が通 う、心 の時代 と言 われてい る21世 紀 に相応 しい物 流が実

現で きる ことにな る。

(3)モ バ イル 活 用 に お け る 課 題

こ こま で 記 述 して 想 像 で き る と思 うが 、 物 流 に限 定 した もの で は な く、 課 題 は

モ バ イ ル 通 信 にお け る 全 般 の 課 題 と 同 様 な もの で あ る。 ま ず 技 術 面 で はネ ッ ト

ワー ク及 び そ の 対 応 機 器 に 関 す る も の と して 、 多 く課 題 が あ る。

長 い使 用 時 間 に耐 え られ る 軽 量 小 型 電 池(バ ッテ リー)、 高 速 な ダ ウ ン ロ ー
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ド・ア ップロー ド(通 信速度 の高速化 ・広 帯域 の確保)、 モバ イル用 の高速かつ

超 小型 ・省電 力型 軽量プ リンター、各種10デ バ イス の軽量化 と接続 の簡 易化 、

メール伝送 の遅延解 消、通信機器 と通信 キ ャ リア との互換(標 準 化)、 通信キ ャ

リア毎 のソフ トウェアの互換(標 準化)な ど多 くの課題が ある。 この問題は全

体 のモバ イル市場が拡大 す る ことによ り、通信事 業者 の事業努 力 と機 器 メーカ

ーの技術革 新で解 消ある いはよ り活 用 し易 い状況 にな る ことが充分 に期待で き

る。

また、ハ ン ドフ リーな操作 、固定電話 並み ある いは以下 の通 信費用(低 廉化

及び固定化)、通信 可能なエ リア制限な どの活用範 囲が限定 され る 問題 も今後 の

動きをウォ ッチす べき課題で ある。セ キ ュ リティの確保 、モバ イル での情報蓄

積 に伴 う漏 洩対策(セ キ ュ リテ ィポ リシー)、モバ イルネ ッ トワー クの可用性(耐

障害性)確 保な ど、情 報やネ ッ トワー クへ の リス ク管理 も具体 的な対 応 を進め

ない と、基 幹デー タの取扱 いや基 幹業務 で は活用 されな い要 素 にな り、重要な

課題である。

さ らに、モバイル でのキ ラー コンテ ンツや アプ リケー シ ョンがな かなか見つ

か らない現状 を回避す る為 に、上記で の標準化 の道筋 と同様 であ るが 、まず通

信事業者及び機器 メーカーな どのモバイ ル先兵 の方々がサー ビス仕様 や製造仕

様をオープ ンにす る ことが先決 であ る。 そ うすれ ば、 このネ ッ トワー クや機器

を活用 する能 力のあるサー ドベ ンダー(サ ー ドパ ーテ ィ)が いろ いろ と試行錯

誤 し、い くつか のキ ラー コンテ ンツは登 場 して くるはずで ある。

最後 に、物流 の情報通 信 システムへ のモバイル 活用で あるが、従来 の非モバ

イル網や機 器 とモバ イル網や機器 の使 い分 けは、上記の課題 が一斉 に解 決す る

ことはないので、時点 時点 にお いて適切 に活用 の選 定判断 を行 うことが肝 要で

ある。また、物流 とそ の情 報の流れ を止 めな い しくみ をモバイル の活用 によ り、

利用者 に物 流サー ビスを総合的 に利 用 し易 いものに進 化 させ る ことが 可能な時

代 に突入 した ことも事実 であ る。
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3.4携 帯 端 末 ビジ ネ ス

(1)付 加 価 値 サ ー ビス と携 帯 端 末

①MVNOと 携 帯端末

現 在 日本 での携帯 電話市 場爆発的 に伸び たのは、携帯端 末の 自由化が起 因 し

ている と考 え られ る。メー カーの 自由競争 による、携帯電話 の進歩 が起 きたが、

このよ うにサ ー ビス レベル での 自由化開放 によ り、更な る料 金 の 自由化や伝 送

方式 な どの形 態 に合 わせた料金徴 収方式 の変革が考 え られ る。

3.1節 で も紹介 した 、日本通信 は、DDIポ ケ ッ トのPHSデ ー タ通信 網 を借 り

受 けて、法 人向けデー タ通信事業 のサ ー ビス を行 って いる。PHSや 携帯 情報 端

末(PDA)を 活用 した営業 支援 システ ムの構 築な どを企業 向 けに提供 して、物

理的な デー タ通 信網 はDDIポ ケ ッ トか ら一定 の料金 で借 り受 け、企業 の情報通

信 シス テム構築 な どの付 加価 値 を付 けて再販す る。料 金は個別 の シス テム によ

って異な るが、通 信料金 は無料 とす る。例 え ば、企業 の営業員 がPDAや ノr

ト型パ ソコ ンを使 って受注 デー タを本社 のイ ン トラネ ッ トに送信 した り、在庫

情 報 を取 り込 んだ りな どのサー ビス を提供す る。GPSの 位 置情報 を利用 して車

両 の現在位 置 を確認 す るシステムな ども構築 する。

また、セ コム、総合 警備保 障 ・オム ロンな どは、独 自の端末 を使 って 、や は

りMVNO方 式 でセキ ュ リテ ィサー ビスを提供 して いる。

このよ うに、新 しい付加価値サ ー ビス に関 して 、携帯端 末が大 きな役割 を果

た して い く もの と考 え られ る。

② 新 た なサ ー ビス と して の 自動 車 向 け情 報 サ ー ビス

相 当 に普 及 の進 ん だ 携 帯 電 話 に関 して 、 さ らに利 用 者 を増 や す 方 策 の 一 つ と

して 各 通 信 業 者 が 狙 って い る の が 、 自動 車 向 け情 報 サ ー ビス で あ る。

テ レマ テ ィ クス と は 、 テ レコ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン(通 信)と イ ン フ ォマ テ ィ ク ス

(情 報 工 学)を 組 み 合 わ せ た造 語 で 、 車 に積 ん だ 端 末 に情 報 を 無 線 送 信 して 運

転 席 の デ ィ ス プ レイ に 表 示 す る サ ー ビス で あ る 。

既 に1996年 よ り米 ゼ ネ ラル ・モ ー タ ー ズ(GM)が 事 故 時 に 現 在 位 置 を情 報 セ

ン タ ー に 知 らせ る緊 急 通 報 サ ー ビス を核 とす る 「オ ンス タ ー 」 が 実 用 化 さ れ て

い る。

今 後 日本 にお い て も 、 自動 車 向 け情 報 サ ー ビス と して 、 カ ー ナ ビゲ ー シ ョ ン

シス テ ム に 、 携 帯 電 話 や マ イ ク、 ス ピー カ ー な ど を組 み 合 わ せ 、 交 通 情 報 、 天

気 予 報 、 ニ ュー ス な ど の情 報 を取 得 した り、 飲 食 店 や 駐 車 場 の 場 所 を検 索 可 能

に す る サ ー ビス が 展 開 され る 。 さ らに、 車 内 か ら電 子 メ ー ル を 送 受 信 、 盗 難 に
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遭 っ た車 の現 在 位 置 を追 跡 す る こ と も 出来 る サ ー ビス も提 供 ざ れ る と考 え られ

る。

国 内で は 日産 が 、 テ レマ テ ィ ク ス の 開 発 で 先 行 して お り、 実 用 化 第 一 弾 と し

て 新 サ ー ビス 「カ ー ウ イ ン グス 」 を2002年3月 か ら新 車 に搭 載 して 、 サ ー ビ

ス を オ プ シ ョ ンで 加 入 す る 方 式 で 始 め る。

トヨタ 自動 車 は、 出資 先 で あ るKDDIのCDMA技 術 を 活 用 、2002年 半 ば か ら

車 向 け情 報 サ ー ビス 「G-BOOK」 を始 め る。 車 内 の複 合 端 末 で カ ー ナ ビゲ ー

シ ョン、 電 子 メー ル 、 ニ ュ ー ス 配 信 、 カ ー オ ー デ ィ オ を楽 しめ る ほ か 、 小 型 記

憶 媒 体 を使 っ て 、 コ ン ビニ エ ン ス ス トアな ど に置 か れ た 情 報 端 末 な ど と情 報 を

や り取 り可能 にす るサ ー ビス を 提 供 す る。

ホ ン ダ もNTTと シ ス テ ム を 共 同 開 発 中 で 、 走 行 中 もハ ン ドル か ら手 を離 さ

ず 、電 話 や 電 子 メー ル に対 応 で き る サ ー ビス を実 用 化 す る 。

今 後 第3世 代 の 通 信 イ ン フ ラが 、次 世 代 に移 行 した 場 合 、 テ レマ テ ィ ク スサ

ー ビス は画 像 送 信 や 電 子 商 取 引 な ど、 さ らに 高 度 な サ ー ビス を実 現 出 来 る よ う

にな るで あ ろ う。

例 え ば 、事 故 を起 こ した 際 の画 像 を記 録 で き る よ う にす る レコ ー ダ を搭 載 す

る こと に よ り、 レコー ドに よ る 事 故 の 状 況 検 分 や 損 害 保 険 会 社 との 交 渉 も可 能

に な るだ ろ う。 ま た 、警 備 会 社 や 損 害 保 険 会 社 、 ガ ソ リ ンス タ ン ドな ど異業 種

企 業 と組 み 、 事 故 や 盗 難 な ど に対 応 す る 複 合 サ ー ビス を展 開 す る こ と も 可能 と

な るで あ ろ う。

(2)携帯端 末 ビジネ スの国際展 開

世 界 の携 帯 出 荷 台 数 は 、4億 台 以 上 を 出 荷 した2000年 度 が ピー ク と して 、

欧 州 の需 要 急 減 も響 き 、2001年 の世 界 需 要 は大 幅 に落 ち 込 ん で い る。 また 、 日

本 の携 帯 電 話 市 場 も人 口普 及 率 が5割 を超 え 、市 場 が 飽 和 状 態 に な っ て お り携

帯 端 末 の販 売 が 落 ちて い る 状 況 下 で 、 日本 の携 帯 メー カ ー に と っ て 、 欧 州 、 米

国 のイ ン ター ネ ッ ト接 続 端 末 サ ー ビス 開 始 は 、 海 外 展 開 の足 が か り とな る。

また 携 帯 端 末 の 高 度 化 に伴 い 、 膨 張 す る 開発 費 を分 担 し今 後 の 携 帯 電 話 分 野 で

の攻 勢 を か け る に は 、世 界 で 共 通 に 使 用 可 能 な 端 末 を 共 同 開 発 が 出 来 る よ う に

す るた め に 、 携 帯 電 話 メ ー カ ー の グ ロー バ ル な 提 携 が 進 ん で い る。 ソニ ー とエ

リク ソ ン の提 携 に始 ま り、 富 士 通 と フ ラ ンス 最 大 の メ ー カ ー サ ジ ェ ム が 第 三 世

代 の携 帯 電 話 事 業 で 提 携 した 。

この よ うな グ ロー バ ル 化 を展 望 す る た め に 、 海 外 の 動 向 を 見 て い こ う。
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① 欧 州 の ネ ッ ト接続 型 の 携 帯 電 話

欧 州 で は 、現 在 第2世 代 規 格 で あ るGSMの デ ジ タ ル 方 式 が 主 流 で あ る が 、

携 帯 電 話 に よ る ネ ッ ト接 続 が 出来 て いな い。 しか も、 欧 州 の 第3世 代 携 帯 事 業

で は 、 資 金 の 問題 もあ り早期 にサ ー ビス の 開始 に は到 っ て い な い。

しか し、 欧 州 で は 、 日本 で の デ ジ タ ル 方 式 によ る ネ ッ トワ ー ク接 続 サ ー ビス

(iーモ ー ド)の 成 功 に よ り、 シ ー ム レス な 携 帯 電 話 と ネ ッ トワ ー ク 接 続 サ ー ビ

ス の 市 場 を起 こす た め に 、GSMの 施 設 を活 用 す れ ば少 な い投 資 で 携 帯 電 話 に

よ る ネ ッ ト接 続 需 要 を 開 拓 で き る と考 え 、GSMの 改 良 版 で あ る2 .5世 代 の

GPRS(GeneralPacketRadioService)規 格 を導 入 す る 。GPRSに 関 して は 、

各 社 積 極 的 で あ り、独 の 通 信 大 手 のEプ ラス は 、 「iモ ー ド」 を2002年3月 よ

りサ ー ビス 開始 した 。Eプ ラス は 、NTTド コ モか ら、配 信 技 術 な ど を提 供 さ れ 、

電 子 メー ル の 送 受 信 や ニ ュ ー ス 配 信 、 銀 行 振 り込 み や チ ケ ッ ト購 入 な ど も可 能

に す る。 また 、2002年4月 に は オ ラ ン ダ や ベ ル ギ ー で も、KPNグ ル ー プ が サ

ー ビス を 開始 す る予 定 に して い る
。

さ らな る サ ー ビス 提 供 す る に は 、 第3世 代 携 帯 の展 開 が 必 要 で あ る が 、 欧 州

の通 信 各 社 は 次 世 代 携 帯 電 話 事 業 の免 許 取 得 に総 額 十 兆 円 以 上 を 支 払 い 、今 後

も次 世 代 事 業 に 向 け た 基 地 局 な どイ ン フ ラの構 築 に 同 規 模 の 資 金 が か か る。

財 務 体 制 の 悪 い 一部 事 業 者 の 間 で は 、 資 金 負 担 を軽 減 す る た め イ ン フ ラ の共 有

化 を 目指 す 動 き が 出 て い る が 、欧 州 連 合(EU)は 独 禁 法 の 問 題 が あ り、例 外 措

置 に関 して検 討 が され て い る 。 こ の状 況 で 欧 州 な ど は 、時 期 尚早 とみ て 第3世

代 の 技 術 開 発 や 施 設 整 備 を先 送 りす る 電 話 会 社 が 多 い。

この よ う に、GPRS規 格 を導 入 しネ ッ トワー ク接 続 を可 能 とす る 「iモー ド」

サ ー ビス 開始 す る こ と に よ り新 た な 需 要 を掘 り起 こ し、 財 務 体 質 の 改 善 を図 る

計 画 で あ る が 、 第3世 代 携 帯 へ の移 行 をす るた め に も 「iモ ー ド」 サ ー ビス の

成 功 は 重 要 な ポ イ ン トと とな る で あ ろ う。

ま た 、GPRSサ ー ビス の 普 及 は 当 面 、 欧 州 が 中心 で あ る が 、 今 後 は 中 国 な ど世

界 各 国 で 導 入 が 予 定 さ れ て い る。

② 米 国 で は 第3世 代 携 帯 が 始 動

米 国 で は 、未 だ に第1世 代 の ア ナ ロ グ方 式 で あ りAMPSが 主 流 で あ り、第2

世 代 デ ジ タ ル 方 式 は、cdma方 式 が あ るが 、 あ ま り普 及 して い な い。 しか し米

国 は 、 電 子 機 器 の 生 産 の低 迷 が 続 く通 信 業 界 と して 、 設 備 投 資 の け ん 引 役 にな

る 可 能 性 も あ り、 次 世 代 サ ー ビス の 事 業 化 を急 い で い る。

現 在 は 、米 国 で も欧州 と 同様 にCDMA方 式 を 中心 に2002年 に 毎 秒144キ ロ ビ

ッ トの いわ ゆ る2.5世 代 が 普 及 させ 、2003年 以 降 に第 三 世 代 が 離 陸 す る ス ケ ジ

ュー ル とな っ てお り、 米 国 の 携 帯 電 話 会 社 が 動 画 な ど大 容 量 デ ー タ をや り取 り
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で き る第3世 代 通 信 事 業 に一 気 に参 入 す る 。

NTTド コモ の 資 本 出資 先 で あ るAT&Tワ イ ヤ レス が 計画 して い る第3世 代

の 携 帯電 話 サ ー ビス はW-CDMAと 呼 ぶ 技 術 規 格 に準 拠 して 機 器 を製 造 。ま た 、

エ リク ソ ンか ら基 幹 イ ン フ ラに 関 す る技 術 と機 器 の提 供 を受 け、2004年 には 全

米 に営 業 地 域 を広 げ る。

ベ ラ イ ゾ ン ・ワイ ヤ レス は 米 国 で 初 め て 、 も う一 つ の 第 三 世 代 規 格 で あ る

cdma2000を 採 用 した サ ー ビス を始 め た 。 ま た 、 ス プ リン トもcdma2000を 使

った サ ー ビス を始 め 、2年 後 に は 毎 秒3メ ガ ビ ッ トを 目標 とす る。

この よ うな キ ャ リア の動 き に対 し、 カ ナ ダ の 通 信 機 器 大 手 の ノー テ ル ・ネ ッ

トワー クス は ス プ リン トの 次 世 代 サ ー ビス に 向 け シ ス テ ム 機 器 を納 入 す る。I

BMや モ トロ ー ラな ど も携 帯 電 話 会 社 向 け に 通 信 イ ン フ ラ の構 築 、課 金 や 顧 客

管 理 シス テ ム の運 営 な ど を幅 広 く請 け 負 う営 業体 制 作 りを進 め て い る 。

表3.4-1主 な米携帯電 話会社 の次世代 サー ビス参入 計画

AT&Tワ イヤレス スウェーデ ンのエリクソンと提 携 して2メ ガビットのサ
ービス実 用 化 へ

。2003年 に一 部 地 域 で営 業 開始
ベ ライゾ ン・ワイヤ レス 1月 末 か ら144キ ロビットの サ ー ビスを ニ ュー ヨー

ク、首 都 ワシ ントンな どで 開 始

スプリント 今 夏 か ら144キ ロビットのサービスを開始 。2年 後

には3メ ガ ビットを 目指 す 。カナダの ノーテル に10

億 ドル 分 の機 器 を発 注

シンギ ュラー ・ワイヤ レス 2.5世 代 のGPRS規 格 に準拠 したサー ビスを一 部

地域 で開 始 。第3世 代 へ の移 行 急 ぐ

ネ クステ ル ・コミュニ ケ ー シ ョンズ 米 モ トローラなどと提 携 し、第3世 代 の実 用 化 目指

す

③ 中 国で の第 三 世 代 携 帯 事 情

現 在 、GSMが 主 流 で あ る 中 国 の 携 帯 電 話 加 入 者 は2001年9月 に1億3000

万 人 とな り、米 国 を 抜 いて 世 界 一 にな っ た 。 ま た 毎 月500万 人 と い う世 界 に例

を みな いペ ー ス で 加 入 者 が 増 え続 け て い る 。 中 国 政 府 は2003年 以 降 に第3世

代 の携 帯 電 話 を導 入 す る 方 針 で あ る 。NTTド コモ や 英 ボ ー ダ フ ォ ン な どが 採 用

す る 「W・CDMA」(日 欧 方 式)とKDDIな どが 採 用 して い る 「cdma2000」(米

国方 式)、 中 国 独 自の 「TD-SCDMA」 の 三 つ の通 信 方 式 を採 用 す る 公 算 が 大 き

い。

この携 帯 大 国 に 向 け て 、 各 端 末 メー カ ー は 中 国 市 場 で大 き な シ ェ ア を獲 得 で

き るか ど うか が 世 界 の 中 で 業 界 標 準 を確 立 す る た め の カ ギ を握 るた め 、 中 国 の

通 信 大 手 と携 帯 端 末 を共 同 開発 す る な ど 、第3世 代 携 帯 電 話 普 及 に 向 けて 共 同

開発 を して い る。
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一
(3)日本 における次 世代携 帯電 話端 末 ビジネ ス

① イ ン セ ンテ ィ ブ 方 式 の 変 革

現 在 使 わ れ て い る第2世 代 の 携 帯 電 話 で は 、 ア ジ アや 南 米 な ど 日米 を除 く、

地 域 で は 欧 州 の標 準 規 格 で あ るGSM方 式 が 圧 倒 的 に支 配 して い る 。 これ は 、

欧 州 は強 い 意 志 を 持 っ て 移 動 体 通 信 分 野 の 技 術 の標 準 化 を行 い 、 成功 して き た

か らで あ る 。 これ に対 して 、市 場 の選 択 に 任 せ た 米 国 、 日本 で は 、様 々 な 方 式

が 混 在 して い る 。

第2世 代 で の 、 日本 独 自方 式 で あ るPDC方 式 を 展 開 した が 、 日本 だ け が 孤

立 す る結 果 とな っ た 。 この 苦 い経 験 を踏 ま え 日本 の 各 社 は 、第3世 代 で は 携 帯

電 話 の標 準 化 で 欧 米 と企 画 案 をす りあ わ せ た 。 これ を反 映 したW-CDMA方 式

のサ ー ビス を世 界 に先 駆 けて 行 っ た。

日本 は 、世 界 で 唯 一 、携 帯 電 話 に よ る イ ンタ ー ネ ッ ト接 続 サ ー ビス を成 功 させ 、

音 声 通 話 の 利 用 の 落 ち込 み を補 う形 で デ ー タ 通 信 が 伸 び た 。 しか し、利 益 を見

る と、売 上 高 に対 す る比 率 で あ るEBITDA(利 払 い 前 、税 引 き前 、償 却 前 利 益)

マ ー ジ ン が 、 全 世 界 で も っ と も 日本 が 最 低 水 準 で あ る 。

主 要 各 社 の で は、 シ ェ ア が 高 い ほ ど収 益 力 も高 い 。 日本 の場 合 はデ ー タ通 信 の

利 用 が 広 が り、 デ ー タ に よ る情 報 伝 達 が 出来 る た め 、 音 声 利 用 が 減 っ た と考 え

られ る。

また 、 日本 で の大 きな 問 題 は 、 イ ンセ ン テ ィ ブ(販 売 推 奨 金)が 影 響 して い

る。 海 外 に 比 べ 、 携 帯 電 話 が 高 い。 世 界 で は 、 ノキ ア な ど全 世 界 共 通 で端 末 開

発 を行 って お り、 端 末 の価 格 が 安 い。 しか し、 日本 は 、 ドコ モ の 独 自規 格 あ る

PDC(第 二 世 代)方 式 で あ り、一 国 で端 末 を 製 造 した め 量 産 効 果 もな く、 世 界

の 水 準 の価 格 か ら大 幅 に価 格 が 高 くな って い る 。 そ の た め 、 各 キ ャ リア に て 店

頭 価 格 をお さ え るた め の 販 売推 奨 金 を払 って い る た めそ の 分 の 利 益 が 圧 迫 さ れ

て い る 。 推 奨 金 が 加 入 者 一 人 当 た り月 間 平 均 収入(ARUP)の 何 倍 に 当た る を

見 る と、 日本 の 携 帯 電 話 会 社 の 弱 み が は っ き り して く る(図3.4-1参 照)。

この よ うな ビジ ネ ス モ デ ル は 、 次 世 代 携 帯 電 話 に お い て は 、変 革 を迫 られ る

こ と とな ろ う。 この た め 、端 末 メ ー カ ー に は独 自の マ ー ケ テ ィ ン グカ が 問 わ れ

る こ と とな る。
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図3.4-1携 帯 電 話 各 社 の 加 入 者 シ ェ ア とEBITDAマ ー ジ ン

EBITDA

マー ジン%

50

ベライゾン(米)

シ ングラー(米) ■

■ ボ ー ダフォン(英)

■

20 30

■

D2(独)

■SFR(仏)

■

nM(伊)

■

オレンジ(仏)

■ ■

Tモバイル(独)

40

ドコモ(日)

5060

加入者 シェア%

出所:各 社 資 料 、 メ リル リ ンチ

② 第4世 代 端 末 の 開 発

欧州 で は、 欧 州 企 業 は 、第3世 代 携 帯 で は世 界 市 場 で 出 遅 れ た 教 訓 に学 び 、

研 究 段 階 か ら標 準 化 論 議 に加 わ る狙 い で 動 いて い る 。 欧 州 は 、 財 務 体 質 が 苦 し

い な か 、GPRSの 導 入 を図 る が イ ン フ ラへ の投 資 の 回 収 が 終 わ らな い状 況 で 第

3世 代 へ の移 行 は 、先 送 りさ れ る 状 況 で あ る 。2010年 に は 、第4世 代 の 通 信 方

式 が 開 発 され れ ば 、欧 州 は 第3世 代 に は移 行 せ ず 一 気 に 第4世 代 に移 行 す る 可

能 性 が あ る。

この た め 、 現 在 、 日本 の 国 内 の 情 報 通 信 大 手 は 、 欧 州 を タ ー ゲ ッ トに研 究 開

発 機能 を強 化 して い る お り、 携 帯 電 話 向 け に2010年 ご ろ 登 場 す る 第 四 世代 の

携 帯電 話 の 開発 を 目指 し欧州 連 合(EU)の 共 同研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 「TRUST」

に加 わ って い る。 同 プ ロ ジ ェ ク トに は 欧 州 勢 の ほ か 米 モ トロー ラ、 英 ロ ン ドン

大 学 な どが 参 画 して い る 。
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一
日本 で は、 次 々 世 代 携 帯 電 話 の基 本 仕 様 は情 報 通 信 審 議 会(総 務 相 の諮 問 機

関)が2002年6月 に答 申 と し て ま とめ る 「新 世 代 移 動 通 信 シス テ ム の将 来 展

望 」 に 盛 り込 ま れ る 。 次 々 世 代 の携 帯 電 話 は音 声 通 話 よ りネ ッ トな どデ ー タ 通

信 サ ー ビス が 主 体 にな る 。 利 用 者 はパ ソ コ ンや デ ジ タル 家 電 とつ な い で 受 信 し

た コ ン ピュ ー タ ソ フ トを解 析 した り、 高 品 質 の映 像 を楽 しん だ りで き る。 基 本

仕 様 で は 通 信 速 度 を 光 り フ ァイ バ 並 み の 毎 秒100メ ガ ビ ッ トとす る 。 音 楽 の

CDア ル バ ム1枚 分 は1分 以 下 、 上 映 時 間 が2時 間 程 度 の 映 画 な ら3分 程 度 で

配 信 で き る 。総 務 省 は2010年 度 に100メ ガ ビ ッ トを実 現 す る こ と を 目標 と し、

2005年 度 に毎 秒30メ ガ ビ ッ トの速 度 を達 成 す る計 画 だ 。

す で に 、 この 世 代 の 端 末 に 関 して も、 ビジ ネ ス の視 野 に入 って い る。

表4.3-2携 帯 電 話 の 世 代 別 の 違 い

通 信 速 度

(秒)

主 な サ ー ビス 特徴

現行 9.600ピ ット
・音 声 通 話

・文 字 を 中 心 に し

た

イ ン ター ネ ッ ト

・端 末に互¥換 性な し

・国外 では端末 は利

用不 可

次世

代

2メ ガ ビ ット ・動 画 の 配 信

・音 声 通 話

・端末 に互換性 な し

・海外 で も端末 の利

用が 可能

次々

世代

100メ が ピ ッ

ト

・高精 細 動 画 配 信

・安 い ネ ッ ト電 話

・端末 に互 換性

・端 末 に搭 載す る操

作 ソフ トも交信 可
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4.モ バ イ ル ソ リュ ー シ ョ ン の 課 題

4.1情 報 通信 関連 の制 度 に係 わ る課題

モバ イル ソ リュー ションビジネスが実現 す るた めに は、制度 ・規 制 に係 わ る

課題 も克 服す る必要 がある。わが 国で もIT社 会 に対 応 した制度 上の整備 が進

んできてお り、課題 とな って いる ものは単 純な規 制緩和だ けでな く、トレー ド ・

オ フ関係 にあるものを効 用が最大 化す るよ うに制度 設計す る とい った複雑 な問

題 も指 摘で きる。本 節では、以下 にモバ イル ソ リュー シ ョンビジネス に特有 の

課題を整理す る。

(1)周 波 数 割 当

① 新 サ ー ビス の 拡 大 で 周 波 数 が 課 題 に

モ バ イ ル に特 有 の 問題 と して 周 波 数 割 当 が あ る。 従 来 の モ バ イ ル ソ リュ ー シ

ョンは 、 携 帯 電 話 の ネ ッ トワー ク の 枠 内 で 構 築 さ れ て きた た め 、 直 接 に周 波 数

割 当の 問 題 が 顕 在 す る こ と はな か った 。 周 波 数 割 当 を意 識 す る 必 要 が あ っ た の

は 、特 定 目的 の 自営 無線 の 場 合 な ど に限 られ て い た 。 しか し、 最 近 構 築 さ れ る

よ うに な った シス テ ム 、 今 後 発 展 す る と 予 想 され る シス テ ム は 、 活 用 す る イ ン

フ ラ も多 様 で あ り、 そ れ らが ビ ジ ネ ス と して 成 立 す る た め に周 波 数 割 当 の 問 題

が 避 け て 通 れ な い 問題 に な って き た と言 え る 。

た とえ ば 、イ ン ター ネ ッ トへ の 高 速 無 線 ア クセ ス サ ー ビス が あ る。2001年 か

ら無線LAN技 術 を活 用 して 、 無 線 局 免 許 が 不 要 な2.4GHz帯 の 無 線 を使 った

イ ンタ ー ネ ッ ト接 続 サ ー ビス が 始 ま った 。 これ ば 、 利 用 者 が 無線LANカ ー ド

を持 っ て い れ ば、 ポ ッ トス ポ ッ トと呼 ばれ る 場 所 に 置 か れ た 無線LANス テ ー

シ ョン(基 地 局)に 接 続 す る こ と で 、最 大11Mbpsの 高 速 イ ンタ ー ネ ッ ト接 続

が で き る サ ー ビス で あ る 。 さ ら に、 よ り高 速 通 信 は 可 能 な5GHz帯 の 無 線 を使

うサ ー ビス 、或 い は 無 線 方 式 にOFDM(直 交 周 波 数 分 割 多 重)を 採 用 した サ ー

ビス な ど も実 験 段 階 に入 っ て い る 。

しか し、2.4GHz帯 で は 様 々 な 機 器 と周 波 数 を 共 用 す る た め 、電 波 干 渉 が 問

題 にな りつ つ あ る 。 無 線LAN用 の5GHz帯(5.15～5.25GHz)は 屋 内 で は 比

較 的 電 波 干 渉 が 少 な い と言 わ れ る が 、 人 工 衛 星 に使 わ れ て い る た め 、 屋 外 で は

電 波 干 渉 が起 こる と い う問題 が あ る 。 そ の他 の 周 辺 周 波 数 は 、電 気 通 信 事 業 者

が 使 用 す る 固定 マ イ ク ロ通 信 、 放 送 事 業 に使 用 す る 固 定 ・移 動 通 信 、 航 空 機 や
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気 象 観 測 用 の レー ダ ー な どに 使 用 され て お り、新 た な 割 当 は難 し い状 況 に あ る。

IMT-2000の 次 に 来 る第4世 代 携 帯 電 話 に 関 して も、4～6GHz付 近 で の 周 波

数割 当が 検 討 され て い る もの の 、 現 状 で は空 き が な い の が 実 態 で あ る。

② 電波法の改 正を検 討

上記の 問題 を解決 す るため に、総務省で は、電 波法 の改正 を行 い、周波 数の

再配置 を進 めよ うと して いる。 この改正案で は、総務 省が持 つ無線局 の情報 を

整理 しイ ンターネ ッ トで原則 公開する ことと、電 波 の有効 活用 度 を評価す る体

制 をとる ことを規定 して いる。 これ によ って 、電 波 の有効 活用 の観点か ら、周

波数 の再配置 を推進 して い こうとい う狙 いで ある。

さ らに総務 省は、周波 数 の移 行 を促進す るた めの有料化 或 いはイ ンセ ンテ ィ

ブ制度 を検討 して いる。 これ は、電気通信事業者 な どが使 ってい るマイ ク ロ波

回線 の帯域 に課 金す る ことで 、光 ファイバー通信 な どへ の置 き換 え を促進 しよ

うとい うものであ る。

しか し、現状 で実施 可能、或 いは検 討 されて いる施策 は、 あ くまで再配置 を

促す もので、短期 間 に新 しい周波 数が確 保で きる とは言 えな い。 イ ンターネ ッ

トアクセ スの需要 に応 えるた めとは言 え、現状業務 で活用 して いる周波数 を移

行 させ る ことは一般 に容 易で はない。所 管 も複数 の省 庁 にわた る制度 変更が必

要 にな る可能性が あ る。

このため、わが 国の行 政 シス テムか ら考 えて、効用 を最大 化す る再 配置は容

易で はな い と考 え られ るが、従来 の規 制方式 を再考 し、短期 間 に実効 のあ る方

法 を打 ち出す ことが課 題 といえ る。

(2)電気通信 事業の枠 組み

①電気通 信事 業の枠 組み の再検 討

わが国の電気 通信事業 は、電 気通信事業法 によって 、 自 ら事 業用 の電気通 信

設備 を保 有す る第一種電 気通信事 業 と、それ を持 たな い第 二種電 気通信事業 に

区分 されて いる。第一種 電気通信 事業者 は、公益事 業 と して の特権 が あるが 、

事業へ の参 入 には総務大 臣の許 可が必 要で、通信サ ー ビスの料金 や内容 を約款

と して定 め、総務 省 に届 け出 る義務 があ る。一方 、第二種 電気通 信事業者 は、

総務省へ の届 出だけで事業 は始 め られ 、通信サー ビスの料 金や 内容 に規制 はな

い。

最近 は、電気通信 事業者 の形態が多様 にな り、 この枠 組 み に収 ま りきれな く

な って きた こと、電気 通信事 業へ の規制緩 和の必要性 が各方 面か ら主張 され る

よ うにな った ことな どか ら、枠 組み の見 直 しが検 討 されて いる。
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そ の一環 として、2001年6月 に電気 通信事業法 等の一部 を改正す る法律案

が成 立 し、同年11月 末 に施行 された。 こ こで は、 市場支配 力を 有す る事業者

とそ うでない事業者で規 制 を変 え る こと、電気通信 事業者 に設備 を提 供す る卸

売電気通 信サー ビス を可能 とす る ことな どが盛 り込 まれ た。

②MVNOの 認可

このよ うな流れ の中で 、MVNOも 第 二種電気通信 事業者 の一形態 として認可

される こととな った(3章3.1節 参照)。MVNOは 、第一種 電気通信 事業者

か ら通信回線 の提供 を受 け、付加価値 をつ けて ユーザー に提供す る事 業形態 で

あ り、第二種電気通 信事業 に相 当す る。移動通信 にお いて も、すで にサー ビス

が始 まって いる。ただ し、移 動通信 の場合 は、固定通信 の場合 と異な り、無線

局免許の 問題 、電 話番号 の問題な どが あるため、総 務省 にお いてそ のガイ ドラ

イ ンをと りま とめて いる ところで ある。

ここで 問題 になるのが 、第一種電気 通信事業 者 にMVNOに 対す る回線提供

義務 を盛 り込 むか という問題で ある。MVNOの 事 業形態 を振興 しよ うとす れば、

回線提供義務 を盛 り込む ことは、MVNOに とって機動 力の ある事 業展 開が可能

になる ことか ら、有効 と考 え られ る。回線 提供義務が なけれ ば、第 一種電気 通

信事業者 が市 場 を守 るため に過剰 に回線提 供 を抑制す る可能性 があ る。

しか し一方 で、回線提 供義務 は第 一種電気通 信事業者 の事業意欲 を低下 させ、

通信設備 に対 す る投資 を停 滞 させ る恐れ がある。MVNOが 単な る ク リー ムスキ

ミングにな り、需要拡大 に寄与 しな けれ ば、移動通信 市場 を縮 小 させ る可能性

もある。

当面は、回線提供義務 を課 さな い方針 が出 され たが、 このよ うな トレー ド ・

オ フを検 討 しつつ、制度 設計が 進め られ て いると ころで ある。

③ 階層 別 の 競 争 環 境 整 備 と垂 直 統 合 型 ビ ジネ ス の 改 善

電 気 通 信 事 業 を ネ ッ トワー ク 、 プ ラ ッ トフ ォー ム 、 端 末 とい った レイ ヤ(階

層)に 区 分 して そ れ ぞ れ の階 層 で 競 争 環 境 を整 備 す る こと 、 及 び 支 配 的 な 力 を

持 った 事 業 者 が コ ン テ ン ツ も含 ん で 各 階 層 の垂 直 統 合 型 ビジ ネ ス を展 開 す る こ

とが 市 場 競 争 を妨 げ な い よ う対 策 を と る こ とが 検 討 され て い る 。

この 流 れ の 中 で実 施 され る の が 、NTTド コ モ も 「iモ ー ド開 放 」で あ る。NTT

ドコモ は、 垂 直統 合 型 ビ ジ ネ ス の典 型 で あ るiモ ー ドの通 信 網 を2002年 秋 に

は 開放 し、 他 の プ ロバ イ ダー が 独 自の ポ ー タル サ イ トを構 築 す る こ と を可 能 に

す る予 定 で あ る 。 この よ うな 競 争 促 進 策 に よ っ て 、 多 様 な 事 業 者 の参 入 が 促 進

され 、 モ バ イ ル ソ リ ュー シ ョ ン ビジ ネ ス が 活 性 化 す る こ とが 期 待 さ れ る 。
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(3)移 動 通 信 サ ー ビス と端 末 の 分 離

現 在 の 携 帯 電 話 事 業 は 、 移 動 通 信 サ ー ビス と移 動 電 話 機 が と も に電 気 通 信 事

業 者 か ら提 供 され て い る 。 この た め 、 ひ と つ の 端 末 は ひ とつ の事 業 者 の サ ー ビ

ス しか 利 用 で き ず 、 電 話 番 号 を変 え ず に事 業 者 を変 え る と い っ た こ と が で き な

い 。

IMT・2000に な る とユ ー ザ ー 情 報 を記 載 したICチ ッ プ 、UIM(UserIdentify

Module)カ ー ドに対 応 した移 動 電 話 機 に な り、本 来 な らばUIMを 差 し替 え る

こ とで 同 じ端 末 で 異 な る通 信 事 業 者 のサ ー ビ ス を 利 用 す る こ とが で き る よ う に

な る と ころ で あ る 。た だ し現 状 は 、UIMカ ー ドを他 の 事 業 者 の 端 末 に 差 し替 え

る こ とが で き な い よ う にUIMロ ック が か け られ て い る。

利 用 者 が 契 約 す る 電 気 通 信 事 業 者 を変 更 して も これ まで 使 用 して い た 電 話 番

号 を 引 き続 き 使 用 で き る よ うに す る こと は 、 「番 号 ポ ー タ ビ リテ ィ」と呼 ば れ 、

固 定 電 話 に 関 して は数 年 前 か ら検 討 さ れ 、 対 策 が 実 施 され て き た 。1999年8

月 、 電 気 通 信 事 業 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 が 行 わ れ 、 「端 末 系 交 換 機 能 」に 、 利 用

者 が 電 気 通 信 役 務 の提 供 を受 け る 電 気 通 信 事 業 者 を変 更 した 場 合 に お い て 、 当

該 利 用 者 に係 る 端 末 系伝 送 路 設 備 を識別 す る た め の電 気 通 信 番 号 を 変 更 す る こ

とな く、 変 更 後 の 電 気 通 信 事 業 者 の サ ー ビス を 受 け られ る こ とが 追 加 され た 。

2001年3月 に は 、 一 般 の 加 入 者 電 話 、ISDN、 フ リー ダ イ ヤ ル/フ リー ア クセ

ス(着 信 課 金 サ ー ビス)な どで 対 応 が 開始 され た 。

携 帯 電 話 の 番 号 ポ ー タ ビ リテ ィへ の対 応 は 、 欧 州 が 比 較 進 ん で い る。 まず 、 携

帯 電 話 のSIM(SubscriberIdentityModule:GSM携 帯 電 話 で 使 わ れ て い る

ICカ ー ドで あ り、 内 部 に は 電 話 番 号 や ユ ー ザ ーID、 通 話 料 金 な どの 情 報 が 記

録 され て い る)を 差 し替 え る こ と に よ っ て 、 端 末 を 自 由 に変 更 で き る 。 した が

って 、電 気 通 信 事 業 者 を介 さ ず 端 末 を購 入 し、 通 信 サ ー ビ ス と して は 一 つ の 契

約 の 中で そ れ らを使 い 分 け る こ とが で き る 。 電 気 通 信 事 業 者 を 変 え て も同 じ番

号 が 使 え る番 号 ポ ー タ ビ リテ ィ に関 して は 、1999年 か ら英 国等 で 導 入 さ れ て い

る 。

移 動 通 信 サ ー ビス と移 動 電 話 機 の 提 供 者 を 一 体 化 す る こ と で 、 わ が 国 で は移

動 電 話 機 の 価 格 を安 く し、 これ が 携 帯 電 話 の普 及 に貢 献 して き た 。 こ の よ う な

効 用 は あ った もの の 、 普 及 率 が 高 くな った 段 階 で は 、新 し いル ー ル に移 行 す る

こ と も必 要 にな っ て く る と い う こ とで あ ろ う。 この 問題 につ い て は 、 総 務 省 で

検 討 が 始 ま ろ う と して い る 。
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(4)利 用 者 保 護 対 策

① 迷 惑 メ ー ル 対策

出 会 い系 サ イ トの 紹 介 な ど を 一 方 的 に 携 帯 電 話 の ア ドレス へ 送 付 す る 迷 惑 メ

ー ル が 問 題 に な っ て い る
。そ の 数 は2000～2001年 にか け て 急 拡 大 し、NTTド

コ モ だ けで な く、 各 事 業 者 の端 末 が そ の 被 害 に あ うよ う に な った 。 す で に携 帯

電 話 に配 信 さ れ る メ ー ル の 大 半 が 、 この 類 の メー ル に な り、 利 用 者 だ け で な く

キ ャ リ アや プ ロバ イ ダ ー に も被 害 が 広 が って い る。 キ ャ リア に と っ て は 、 宛 先

不 明 メー ル が 増 大 し、 メ ー ル サ ー バ ー の 負 担 が 増 え 、 通 常 の メー ル 配 信 に遅 配

が 増 え て い る 。 メ ー ル マ ガ ジ ン を配 信 して きた コ ンテ ン ツ プ ロバ イ ダ ー に と っ

て も、 ア ドレス を 変 更 す る利 用 者 が 増 え た た め 、 エ ラー 返 送 が 増 えて い る 。

この た め キ ャ リア は 、 同 一 の 送 信 者 か ら大 量 の 宛 先 不 明 メ ー ル が 送 られ た 場

合 には 、 そ の送 信 者 か らの メー ル の 受 信 をサ ー バ で 拒 否 す る 受 信 ブ ロ ック や 、

利 用 者 が 指 定 した ドメ イ ン以 外 か らの メ ー ル 着 信 を拒 否 で き る サ ー ビス な ど を

始 め て い る(第3章3.2節 参 照)。

2002年1月 に は 、 経 済 産 業 省 が 、 「特 定 商 取 引 に 関す る法 律 施 行 規 則 の 一 部

を 改 正 す る省 令 」 を 公布 し、 通 販 事 業 者 な どが 電 子 メ ー ル で 商 業 広 告 を送 付 す

る 際 の 表 示 義 務 を定 め た 。 ま た 、 こ の ほ か の 対 策 も検 討 され て い る。

② コ ンテ ン ツ

携 帯 電 話 向 け の コ ンテ ン ツ に 関 して は 、 キ ャ リアが 垂 直 統 合 型 の ビジ ネ ス モ

デ ル を採 用 し、公 式 サ イ トと して コ ンテ ンツ を選 定 す る と い う方 式 が と られ て

き た 。 公 式 サ イ トに選 定 さ れ な け れ ば 、 キ ャ リア の ポ ー タ ル に 登 録 され ず 、 キ

ャ リア の 料 金 回収 サ ー ビス も利 用 で き な い 。

これ に 対 して 、一 般 サ イ トの 運 営 者 か ら不 満 が 出 て い た 。 しか し、 ア ダル ト系

な どの サ イ トも多 い実 態 で は キ ャ リア も料 金 回 収 サ ー ビス 等 を 開 放 す る こ とは

出来 な い と い う事 情 も あ っ た 。

そ こで 総 務 省 は、 携 帯 電 話 向 け コ ンテ ン ツ の評 価 機 関 を設 置 し、 そ こで 認 定

を受 け た サ イ トはポ ー タ ル へ の 登 録 や 料 金 回収 サ ー ビス が 利 用 で き る よ うに す

る方 向 で 調 整 した 。 これ に よ って コ ンテ ン ツ ビジ ネ ス を活 性 化 す る と と も に 、

良 質 な コ ンテ ン ツ と ア ダ ル ト系 な どの コ ン テ ンツ を線 引 き す る こ と を狙 い と し

た 。 しか し、2002年2月 時 点 で は キ ャ リアか らの 賛 同 が 得 られ ず 、 引 き続 き

課 題 を検 討 して い る。

③ 個人情報保 護対策

個人情報保 護法は、個 人情 報 の収集 や利用方法 を法律 で規制 し、 プライバ シ
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一 の 保 護 を 図 ろ う と い う も の で あ る
。 国会 に法 案 は 提 出 さ れ て い る が 、 審 議 は

遅 れ て お り、 施 行 に至 る の は2003年 と見 られ て い る。

個 人 情 報 保 護 は、 ネ ッ トワー ク利 用 者 の最 大 の不 安 で あ り、 そ れ が 法 律 で 守

られ る こと は 歓 迎 す べ き こ と で あ る。 ま た 、 欧州 で は 法 制 度 化 が 進 ん で お り、

国 際 的 な ネ ッ トワー ク ビ ジネ ス を 日本 か ら実 施 す る た め に も、 制 度 的 な 対 応 が

求 め られ て き た 。

しか し、 個 人 情 報 保 護 法 と して 法 案 化 され る と 、 マ ス コ ミ に と っ て の 報 道 の

自由 を制 限 す る と い う問 題 、ECな ど の ビジ ネ ス で の実 務 上 の 問 題 な どが 、 指

摘 さ れ て い る 。 例 え ば 、ECに 関 して 言 え ば 、顧 客 デ ー タ の 開 示 請 求 が 増 大 す

る 、 な りす ま し によ る 開 示 請 求 も予 想 され そ の対 策 も必 要 とな る 、顧 客 デ ー タ

を活 用 した マ ー ケ テ ィ ン グ も制 約 が大 き くな るな ど 、 業 界 関係 者 は不 安 をつ の

らせ て い る。一 方 で 政 府 は 、法 案 が対 象 とす る個 人 情 報 は デ ー タ ベ ー ス で あ り、

極 端 に事 業 者 の 負 担 を増 大 させ る こ とは な く、 む し ろ 商 取 引 の 活 性 化 に つ な が

る と主 張 して い る 。

(5)通 信 ・放 送 の 融 合

現 状 す で に通 信 と放 送 の 中 間 領 域 的 な サ ー ビス が 増 え て い る 。 また 、通 信 と

放 送 を組 み 合 わ せ る こ とで 、 双 方 向 性 を持 っ た新 た な サ ー ビス も開 発 、提 供 さ

れ て い る。 今 後 は 、 ネ ッ トワー ク のオ ー ルIP化(す べ て の ネ ッ トワー ク に イ

ンタ ー ネ ッ ト ・プ ロ トコ ル が 採 用 され る こ と)、 情 報 家 電 の 発 展 、端 末 の多 機 能

化 ・複 合 化 な ど に よ っ て 、 ます ます 通 信 ・放 送 の 融 合 が 進 展 す る も の と考 え ら

れ る 。 た と え ば、 端 末機 メー カ ー で は 、携 帯 電 話 と地 上 波 デ ジ タ ル 放 送 の複 合

端 末 を開 発 す る動 き もあ る 。

現 行 制 度 で は 、 通 信 と放 送 は別 の体 系 で作 られ て お り、 中 間 領 域 的 な サ ー ビ

ス は よ り規 制 の あ る放 送 事 業 に 区 分 され る ケー ス が 多 い と 指 摘 さ れ て い る(公

正 取 引 委 員 会 「通 信 と放 送 の 融 合 分 野 にお け る競 争 政 策 上 の 課 題(中 間 報 告)」

2001年12月25日)。

総 務 省 と して は 、 通 信 と放 送 の 中 間 領 域 的 な サ ー ビス に 関 して は 、 各 方 面 か

らの要 望 を踏 ま え ガ イ ドライ ン を策 定 して い る。

今 後 、電 気 通 信 事 業 の枠 組 み の再 検 討 と も連 携 して 、 通 信 ・放 送 の枠 組 み を

も見 直 す 動 きが 出 て く る こ とが 想 定 さ れ 、 そ れ が 将 来 の モ バ イ ル ソ リ ュー シ ョ

ンの 振 興 に 大 き な影 響 を与 え る こ と に な る と考 え られ る 。
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4.2知 的 財 産 権 に係 わ る 課 題

(1)検 討 す べ き 知 的財 産 権

インターネ ッ ト接続対応 の携帯電 話 の高度化 、広 帯域化の実現 が可能 とな っ

て きた現 時点 にお いて 、モバイル環 境で の知的財産権 の扱 いは新 たな課 題 と し

て認識 される必要が ある。

モバイ ルソ リュー シ ョンにお いて考慮す べ き知 的財産権 には、工業所 有権お

よび著作権 の2カ テ ゴ リー がある。

①工業所有権

工業所 有権 に分類 される権利 として は、特許権(ビ ジネス モデル特許)と 実

用新案権 があ るが、 ソ リュー シ ョンビジネス とい う分野 にお いては 、特 許権 に

ついて の配意が必要で ある。

② 著 作 権

ビジ ネ ス が コ ン テ ンツ 配 信 に 関 わ って く る場 合 は 、 当該 コ ンテ ン ツ の 著 作 権

へ の配 慮 が 必 要 とな る 。 著 作 権 に 分 類 さ れ る権 利 と して は 、著 作 権 、 著 作 隣 接

権 、著 作 者 人 格 権 が あ る 。

IMT-2000(lnternationalMobileTelecommunications-2000)の 実 用 化 に伴

い 、現 在 の 携 帯 電 話 の200倍 、ISDN回 線 の30倍 と い う通 信 の 帯 域 幅 が 確 保

さ れ 、 モ バ イ ル 環 境 で の 広 帯 域 通 信 が 可 能 と な る こ とか ら、 ブ ロー ドバ ン ド対

応 が進 ん で い る通 常 の イ ン ター ネ ッ ト同 様 、 著 作 権 問 題 は十 分 に配 意 す べ き課

題 と して ク ロー ズ ア ップ され て く る と考 え られ る 。 モ バ イ ル 環 境 で の 広 帯 域 通

信 独 自の 課 題 も あ り、 的 確 な 対 応 が 求 め られ る 。

(2)工業所有権 に係 わる課題

① 特 許 権(ビ ジネ ス モ デ ル 特 許)に つ い て

ビジ ネ ス モ デ ル 特 許 と は 「情 報 技 術 を 活 用 して 実 現 した ビジ ネ ス 方 法 を対 象

と した特 許 」 の こ とで あ る。 米 国 にお い て は技 術 的 に新 規 性 が な くて も新 しい

ア イ デ ア が シ ス テ ム に組 み 込 ま れ て い れ ば特 許 と して 認 め られ る。 著 名 な 事 例

と して は 、Amazon.com社 の1.Click特 許 が あ る。 日本 にお い て は ビ ジ ネ ス 方

法 そ の もの に対 す る特 許 は認 め て いな い が 、特 許 庁 は 「ビジ ネ ス 関 連 発 明 に 関

す る 審 査 にお け る 取 扱 い に つ い て 」(平 成11年12月)に お い て 取 扱 法 を 明 ら

か に し、 ソ フ トウ ェ ア関 連 発 明 と して 扱 う こ と と して い る 。
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モ バ イ ル ビジ ネ ス ソ リュー シ ョ ン にお い て は、 利 用 環 境 、 端 末 環 境 等 に よ り

通 常 の イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の ビ ジ ネ ス と 同様 で は な い ビ ジ ネ ス モ デ ル が 成 立 す

る 可 能性 は 充 分 に あ り、 これ が ビジ ネ ス モ デ ル 特 許 と して 申請 さ れ る可 能 性 も

高 い と判 断 され る 。 今 後 、IMT-2000の 実 現 に よ りモ バ イ ル の 通 信 環 境 が イ ン

ター ネ ッ ト環 境 に 近 づ い て くる が 、 これ に よ り新 た な ビ ジ ネ ス モ デ ル が 考 案 さ

れ る可 能 性 は 一 層 高 ま る と想 定 され る こ とか ら、 モ バ イ ル ビジ ネ ス ソ リ ュー シ

ョン ビジ ネ ス にお け る ビ ジ ネ ス モ デ ル 特 許 の 扱 い は 重 要 に な っ て く る 。

モ バ イ ル ビ ジネ ス ソ リュー シ ョ ンの ビジ ネ ス モ デ ル 特 許 に係 わ る 係 争 が 増 加

す る こ と も想 定 され 、 モ バ イ ル 分 野 で の ビジ ネ ス モ デ ル 特 許 に 関す るガ イ ドラ

イ ンの 明 示 が 望 まれ る 。

② 実用 新 案 権 に つ い て

実 用 新 案 制 度 に つ い て は 、 保 護 の対 象 が 「物 品 の 形 状 、 構 造 又 は組 合 せ に係

る考 案 」に 限 られ る点 で 特 許 制 度 で の保 護 の対 象 と異 な り、 「方 法 」は実 用 新 案

登 録 の対 象 と はな らな い が 、 モ バ イ ル ソ リュー シ ョ ン に 関 して は 、 モ バ イ ル 端

末 にお いて 、 ソ リュ ー シ ョ ンの 利 用 利 便 向 上 、 ア プ リケ ー シ ョ ンの 実 現 等 の 観

点 か ら端 末 に 関 して 、 当該 ソ リュ ー シ ョ ンに 適 合 した 新 しい ユ ー ザ ー イ ンタ ー

フ ェイ ス 等 が 考 案 、 開発 され る 可 能 性 が あ り、 これ らが 実 用 新 案 と して 権 利 化

の 対 象 とな る こ とは 十 分 に あ り うる 。

(3)ネ ッ トワ ー ク社 会 に お け る 著 作 権

著作権 に分 類 され る権利 には、著作権 、著 作隣接権 、著作者 人格権 の3種 類

が あるが、そ の権 利 の内容 はデジタル化 、ネ ッ トワー ク化 の進展 に ともな い多

様化 して きて いる。 これ まで のよ うに印刷物 や記録 メデ ィア によ り著 作物 が流

通するのみで はな く、 ネ ッ トワー ク を通 じて著作物 が流通す るよ うにな る。 こ

れ によ り、著作権管 理 のあ り方 も変化 す る ことにな り、ネ ッ トワー ク社会 にお

ける著作権 管理 の基 準 の確 立が必要 とな って くる。留 意すべ きポイ ン トと して

は、次 の ものが ある。

① コ ンテ ン ツ の 権 利 処 理 の 重 要 性

ネ ッ トワー ク 上 で の コ ン テ ンツ 配 信 ビジ ネ ス の実 施 に あ た って は 、 映 像 、 音

楽 な どの コ ン テ ンツ が 主 要 な 商 材 と して 扱 わ れ る こ と に な り、 そ の 「商 材 」 の

権 利 処 理 が 必 須 とな る。 「権 利 処 理 」と は 、映 像 、音 楽 、また テ キ ス トな ど の 「ソ

フ ト」 と称 され る も の で あ り、無 体 財 産 に 関す る権 利 処 理 ・・す な わ ち 著 作 権 、

著 作 隣 接権 、 肖像 権 な どの 知 的 財 産 権 に 関 す る権 利 処 理 が 必 要 とな る 。
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② 著作権の客体 の多様性

著作権制度 は、創作性 という観 点か ら、文 化的、経済 的な付加価 値 の高 いコ

ンテ ンツを幅広 く保護 して いる。著作物 の内容の解釈 は、文学 な どにとどま ら

ず 、コン ピュー タプ ログ ラム な ど経済的財 の性格が強 い もの も含 むな ど、拡大

して きている。

③著作 権の主体(権 利 者)の 拡 が り

情 報技術 ・環境 の進歩 に伴 い、著作権 の主体(権 利者)は 拡 大 している。プ

ロによ って作成 された著作物 だ けでな く、一般 人が作成 した著作物 がネ ッ トワ

ーク を通 じて流通 す るケー ス も見 られる よ うにな って きてい る。 モバイル環境

でのネ ッ ト接続 の普及 は、コ ンテ ンツ利用者 の拡 大 に繋 がる ことか ら、 このよ

うな傾向 を一 層進 展 させ る ことになる と思料 され る。

④ 制度的基盤 と しての著作 権制度

著作権制度 は、権利者 あ るいは利用者 として関わ る人の数 、範 囲が急速 に広

が ると ともに、多 くの産 業分野 に関連す るよ うにな り、そ の対 象が拡大 して い

る。 この意 味で、今後 の高度 ネ ッ トワー ク社 会 にお いて、重要 な制度的基盤 の

一つ として認識す る必 要が ある。

⑤ 国 際 的視 点 の 重 要 性

国 際 的 な 著 作 権 の 分 野 にお い て は 、 デ ジ タ ル 化 ・ネ ッ トワ ー ク化 へ の対 応 が

行 わ れ て い るが 、 モ バ イ ル を含 め た情 報 技 術 、 電 子 商 取 引 の 発 展 に と もな い 、

IMT-2000の よ う に 国 際 的 な 対 応 を配 慮 した モ バ イ ル ネ ッ トワ ー ク に よ り、 著

作 物 が 国 際 的 に流 通 す る こ と も あ り うる 状 況 とな っ て きて お り、 国 際 的 な対 応

も配 慮 す る必 要 が 生 じて き て い る と言 え る。 この 問 題 へ の対 応 に際 して は 、 各

国 の 政 策 調 和 も必 要 と され る こ とか ら、 政 府 レベ ル で の 対 応 が 必 要 で あ り、IT

化 、 モ バ イ ル を含 め た ブ ロー ドバ ン ド化 の進 展 が 進 ん で い る 現 在 の状 況 を勘 案

す る と、 早 急 な 対 応 が 望 まれ る。

(4)国 際 機 関 にお け る取 り組 み

1995年 に設 立 され たWTO(世 界貿 易機 関)の 「知 的所有権 の貿易関連 の側

面 に関す る協定 」 にお いて、著 作権 を含 む知 的所 有権の 保護 に関す る義務が規

定 された。加盟 国 には協定 の履 行義務が 生 じる ことか ら、途上 国 も含 め知的所

有権 の保護 のスタ ンダー ドが定 め られ た と言 える(一 部 後発 開発 国 に関 して は、
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協 定 の履 行 義 務 の 発 生 は2006年 か ら)。 これ に よ り、 国 際 的 な 知 的所 有 権 の 保

護 の ス タ ン ダ ー ドが 確 立 した と い う こ とが で き 、IMT2000の 導 入 に と もな う国

際 的 な モ バ イ ル環 境 で の コ ン テ ンツ の 流 用 に対 す る 知 的 所 有 権 の保 護 ス タ ンダ

ー ドが 確 立 さ れ た と言 え る
。

WIPO(世 界 知 的 所 有 権 機 関)に お いて 、近 年 の急 速 な デ ジ タル 化 ・ネ ッ ト

ワー ク化 に対 応 した 国 際 的 な 著 作 権 保 護 ル ー ル と して 、 イ ンタ ー ネ ッ ト条 約 と

も呼 ば れ る 「WIPO著 作 権 条 約 」 「WIPO実 演 ・レコー ド条 約 」(「WIPO新 条 約 」

と総 称 さ れ て い る)が 採 択 さ れ て い る(1996年)。

この 「新 条 約 」 は 、 高 度 な ネ ッ トワー ク環 境 下 で の 著 作 物 を デ ジ タ ル コ ンテ

ン ツ と して 流 通 させ る 際 の 著 作 権 保 護 を 目的 と して 策 定 さ れ た 国 際ル ー ル で あ

る。 主 要 項 目 と して は 、 以 下 の3点 が 挙 げ られ る 。

① 双 方 向 送 信 に関 す る 規 定

著 作 者 に対 して 送 信 行 為 の 前 段 階 で あ るサ ー バ な どへ の ア ップ ロー ド行 為 を

含 む イ ンタ ラ クテ ィ ブ 送 信 に 関 す る権 利 が 付 与 さ れ た 。 これ に よ り、 実 演 家 、

レコ ー ド製 作 者 は コ ンテ ン ツ を ア ッ プ ロー ドす る権 利 が 付 与 され る こ と に な っ

た 。 裏 を返 せ ば 、 こ こに 規 定 さ れ て いな い者 は 、利 益 を得 な い場 合 で あ っ て も

コ ン テ ン ツ の ア ッ プ ロー ドを行 う こ とは で きな い こ と にな り、 著 作 権 者 の権 利

に配 慮 した 規 定 と言 う こ とが で き る 。

②技 術 的手段 に関す る義務

デ ジタル技 術の進展 に伴 い著 作物 の無断複 製が簡単 に行 え るよ うにな り、権

利者 が コ ピー プロテ ク シ ョンな どの技術 によ り、著作権 の保護 を 自 ら行 うよ う

にな りつつ あるが、一方 これ らの技術 を回避す る(破 る)装 置等 も出回 るよ う

にな って きて いる。 このよ うな状 況への対応 と して、WIPO新 条約 では、技術

的手段 の回避 に対 して適 当な法 的保 護及び効果的 な法的救済 制度 を設 け る こと

を締 約 国 に義務づ けて いる。 わが 国にお いて も、対応 を具体化 して い く必要 が

ある。

③権利 管理情報 に関す る義務

イ ンターネ ッ トな どの普 及 に ともな い、著作物 のネ ッ トワー ク流 通 を円滑 に

促進す るため 、ネ ッ トワー ク上 での効 果的な権利処 理 を進 める必要 があ る。 著

作 物 に権利 管理情報 を付 して、 自動的な権 利処理や違 法複製 物の発見 な どの著

作権 管理 に活 用す る ことが可能 となっている。一方 、権 利管理 情報 の改変が行

われ る危険性 も生 じてい る。条 約 にお いては、著作物 に 「権利管 理情報」 が付

され た場合 について は、それ らの情報 の改変行為 に対 して、効果 的な法的救 済

を定 める ことを加 盟国 に義務づ けて いる。
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(5)著作 権 に係わ る課 題

通 常のイ ンター ネ ッ トの分 野で は、 コンテ ンツ配信 ビジネス をは じめ と した

新 たなネ ッ トビジネスが相次 いで起 こされ てい る。利 用の場所 を選 ばな いモバ

イル環境で のネ ッ トワー ク対応 の進展 によ り、イ ンターネ ッ トとは異な るコ ン

テ ンツ配信 ビジネス の発 生 も予想 され る。 このた め、著作権保護 の観 点か ら、

新たな 問題 の発 生 も懸念 され る ところで あ り、適 切な形態で の ビジネス運 営 の

基準(ガ イ ドライ ン)等 が明 らか にな るよ うな仕組 みの実現 が望 まれ る。具体

的 には、次 の項 目に配 慮す る ことが必要 とな ろ う。

①著作権

著作権 によ り保護 して いる著 作物 は、文芸 、学術 、美術 、音楽な ど人間 の知

的、精神的な創作活 動 の成果 で あ り、無体財産 として経済 的 に重要な価 値 を持

ち うるもので ある。著作物 のネ ッ トワー クを通 じた流通 にお いて最 も配意す べ

き著作権 は音楽 関連 の著作権 で ある。 日本 にお いて は(社)日 本音楽 著作権 協

会(JASRAC)が これ を管理 して いるが、モバ イル環境 での広帯域情 報配信 が

可能 となれ ば、モバイ ル環境 において も、通 常 のイ ンターネ ッ ト環 境で の音楽

配信 と同様 の情 報配信 が可能 とな り、著作権 処理へ の配慮が必須 とな る。

先般 、JASRACは 「フ ァイル ロー グ」とい う名称 のイ ンター ネ ッ ト上 で音楽

フ ァイ ル等電 子 フ ァイル を交 換 す るサー ビス を提 供 して いる有 限会 社 日本 エ

ム ・エム ・オー を債務 者 として 、複製 したMP3フ ァイル の交換停 止 を求め る

仮処分 を東京 地方裁判 所 に申 し立てたが 、広 帯域 の対応が 可能 とな る次 世代携

帯電 話 において も、 この ような問題 の発 生は懸念 され る。

② 著作 隣接権

モバイル技術が 高度化 して くる と、モバイル 端末 によ り情報 の配信(発 信)

を行 う ことが可能 とな る。 この よ うな環 境 にお いて は、音楽等 の実演 の場 にお

いてモバイル端 末 によ り実演 模様 を配 信す る ことが 可能 とな る。 これ によ り著

作隣接権 として保 護 されるべき実演 家の表現行 為が侵 害 され る恐 れが あ り、権

利保護 のための何 らか の配慮が必 要 とな る。

③著作者 人格権

モバ イル環 境で の各種 コンテ ンツ配信 にお いては、端末 の制約等か ら配信 コ

ンテ ンツの品質 の問題等が発生 す る可能性 が あ り、著作者 人格権上 問題が発 生

す ることがあ りうる。モバイル 環境で の コンテ ンツ配信 に際 して は、品質 面の
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配慮か ら、配信 フォー マ ッ ト等 につ いて 、予め著作権者 と合意 してお くといっ

た配慮が重 要 となる。 また、端末 の制約等 か ら著作権者 の表示が できな い とい

った こと も考 え られ、これ によ り著作 者人格権 が担保 されな い との危惧 が あ る。

モバイル環 境 にお いて は、著作権者 の表示等 につ いて例外 的な対応 を認 める と

いった ことが必要 にな る ことも考 え られ る。

④ プ ロバ イ ダ ー の 法 的 責 任

モバ イ ル ・オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス ・プ ロバ イ ダ ー の 義 務(法 的 責 任)に 関 し

て モバ イ ル ネ ッ トワー ク の高 度 化 に伴 い 、 モ バ イ ル 環 境 を 活 用 した コ ンテ ン ツ

配 信 等 を行 うモ バ イ ル ・オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス ・プ ロバ イ ダ ー が 多 数 出現 す る

と考 え られ る 。 サ ー ビス の 利 用 者 が 知 的 所 有 権 の 侵 害 を行 う と い っ た ケ ー ス が

発 生 した 場 合 、 サ ー ビ ス ・プ ロバ イ ダ ー 自 身 が 負 うべ き法 的 責 任 、義 務 を社 会

的 ル ー ル と して 確 立 して い く こ と が 、 モ バ イ ル で の オ ン ラ イ ンサ ー ビス の 健 全

な 育 成 の た め に不 可 欠 で あ る 。

⑤ 著作 権 保 護 技 術

現在 は 、 イ ンタ ー ネ ッ ト等 で の コ ンテ ンツ の配 信 にお いて は 、 著 作 権 保 護 の

た め にDRM(DigitalRightsManagement)と 呼 ばれ る技 術 を コ ンテ ン ツ 配 信

シ ス テ ム に お い て 採 用 し、 電 子 透 か し を コ ン テ ン ツ に挿 入 した り、 一 定 の プ ロ

トコル に従 った 形 で の 認 証 を経 な け れ ば 暗 号 化 され た コ ンテ ン ツ の視 聴 ・閲 覧 、

ダ ウ ン ロ ー ドが 出来 な い よ う にす る よ うな こ とが 一 般 化 して きて い る 。 モ バ イ

ル ビ ジ ネ ス に お いて 著 作 権 保 護 を確 実 に 行 う た め に、 この よ うな 技 術 をモ バ イ

ル 環 境 にお い て も適 用 可 能 とす る こ とが 望 まれ る 。 そ のた め に はモ バ イ ル 端 末

の 高 度 化 が 必 要 とな る 可 能 性 もあ るが 、今 後 の 高度 ネ ッ トワー ク社 会 の 基 礎 技

術 と して 、 開発 ・実 用 化 に 向 け た(官 民 で の)積 極 的 な 対 応 が 望 まれ る 。

⑥ECMS(電 子 的 著 作 権 管 理 シ ス テ ム/ElectricCopyrightManagement

System)

ECMSの 必 要 性 に つ いて は 、 国 際 的 な 技 術 標 準 の 開 発 に向 けEU、 米 国 、 日

本 な どで い くつ か の プ ロ ジ ェ ク トが 運 用 され て い る。ECMSと は 、著 作 物 を 利

用 す る際 に 、 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス で 自動 的 に 著 作 物 を検 索 した り、 著 作 権

の 所 在 を 明 らか にす る シ ス テ ム で あ るが 、 単 な る デ ー タ ベ ー ス か ら権 利 処 理 や

コ ンテ ン ツ提 供 と の連 動 した仕 組 み と して 開 発 が 進 め られ る 方 向 に あ り、 モ バ

イ ル ネ ッ トワー ク 上 で の コ ンテ ン ツ 配 信 シ ス テ ム に お いて もECMSを 活 用 す

る よ うに な る こ とが 望 ま しい。 ち な み に 、EUに お い て は 欧 州 委 員 会 の 下 で 、

権 利 情 報 シス テ ム の 標 準 化 が 進 め られ て い る 。 ま た 、 米 国 にお い て は 、複 写 権

セ ンター(CopyrightClearanceCenter:CCC)が イ ン タ ー ネ ッ トを経 由 した 電
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子 著 作 権 管 理 シス テ ム の 実 現 を 提 唱 して い る 。

な お 、電 子 的 権 利 管 理 シス テ ム に つ いて は 、WIPOに お い て も 「グ ロ ー バ ル

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンネ ッ トワー ク に お け る著 作権 及 び 関 連 す る権 利 の管 理 に 関

す る諮 問 委 員 会 」 な どの 場 にお いて 、 国 際 的 な互 換性 、 相 互 接 続 の た め の 施 策

の あ り方 等 につ いて 論 議 され て い る 。

な お 、電 子 的 管 理 シ ス テ ム の 国 際 標 準 化 に あ た っ て は 、WIPOの み な らず 、ISO

(国 際標 準 化 機 構)やIEC(国 際 電 気 標 準 会 議)で の 国 際 規 格 の 策 定 も必 要 な

プ ロセ ス とな る と考 え られ る。

⑦著作 権関連政策 の連携

情報 技術、電子 商取引の発展 に ともな い、国際的な枠組 み による著 作権保護

の重 要性が増大 しつつあ ると判 断 され る。わが国か ら政策 提言 し、新 たな国際

的著作 権保護 の枠 組み構築 を推 進す る ことも重要で あろ う。 このためには、 日

本 として もWIPOやWTOな どにお ける条 約等の国際ルー ルの策定 な どへの貢

献 をす るとと もに、同ルール の的確 な実施 および効果的 な執行 の面 での リーダ

ー シ ップの発揮 が望 まれ る。

このよ うな課題 への対処 にあた って は、文化庁、経済産 業省な ど知 的所有権

に関連す る各 省庁 間での連携 は不 可欠 にな るで あろう。

また、産業全体 の 中で、知 的財産権 の重 要性が高 まって い ることか ら、創作活

動 の活 性化 、産 業振興 といった観点 か ら、官民連携 した具体的な対応 の推進が

望 まれ る。

施 策推進 にあた って は、 モバイ ルネ ッ トワー クの グローバル化 を前提 に、国

際的な互換性 の確保 を念頭 に置 くことが必 要で ある。言語 はもちろんの こと、

イ ンター フェース面での国 際的な互 換性 を実現がひ とつ の課題 となろ う。 日本

において は、民間ベースで は い くつか の団体 等での動 きが あることか ら、 これ

らの動 きを国際標 準 に持 ち上 げ、 日本発 の国際標準 を確立 す ることを政策的 に

推進 す ることの意 義は大 きい。
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4.3ユ ー ザ ー の セ キ ュ リテ ィ に 係 わ る 課 題

「セ キ ュ リテ ィ」 と い う と 「ネ ッ トワー クセ キ ュ リテ ィ」 を連 想 す る 場 合 が

多 い か も知 れ な いが 、 こ こで は プ ロバ イ ダー 側 の 技 術 的 な 課 題 で は な く、 ユ ー

ザ ー に と っ て の セ キ ュ リテ ィ対 策 の 重 要 性 を検 討 した い。 ユ ー ザ ー の リス ク を

適 切 に ヘ ッジ す る こ とが 、 モ バ イ ル ソ リュー シ ョ ンの 振 興 の た め に重 要 と い う

こと が 本 節 の仮 説 で あ る 。

な お 、 こ こで の 議 論 をよ りイ メ ー ジ しや す くす る た め に 、 二 つ の 仮 定 を置 か

せ て い た だ く。

(a)「e」 で 実 現 さ れ る こ とは 実 相 の社 会 で 実 在 す る事 象 で あ る こ と。

(b)社 会 ・生 活 へ の大 きな イ ンパ ク トとい う観 点 か ら実 相 社 会 の 事 象 は 「自動 車

社 会 」 を例 に と る 。 な お 、 自動 車 社 会 が 円 滑 に 稼 働 す る た め に必 要 な イ ン フ

ラ は 、議 論 を簡 便 にす る た め に 「自動 車 本 体 」、「道 路 」、「ガ ソ リンス タ ン ド」

とす る 。

(1)ユ ー ザ ー は ネ ッ トワー ク の 高 度 化 を 受 け入 れ る の か

ネ ッ トワー ク が 高 度 化 され る こ とで 「モバ イ ル ソ リュ ー シ ョン」 ビ ジ ネ ス に

は 、 一 定 の課 題 は残 る も の の 、 あ る程 度 の 展 望 が あ る こと は 前 章 ま で に 明 らか

にな っ た 。 「自動 車 社 会 」を考 え て み る と 、何 故 、自動 車 が 一 般 とな っ た か を 明

らか に す る必 要 が あ る 。

自動 車 が浸 透 す る 以 前 、 人 々 が 個 々 に移 動 す る 、 あ る い は物 を運 ぶ た め に用

い て い た 手 段 は 「徒 歩 」 「自転 車 」 「馬 」あた りだ っ た と思 う。 「徒 歩 」 「自転 車 」

は 現 代 社 会 に於 い て もそ の ニ ー ズ が あ る の で 、 自動 車 が 代 替 した も の は 「馬 」

に他 な らな い。

で は 、何 故 、人 は 「馬 」 を捨 て 、 「自動 車 」 を選 ん だ の で あ ろ うか 。 「近 代 化 」

と い う プ ラ イ ドが 心 を擦 った とい う面 もあ ろ うが 、 や は り 「機 械 」 で あ る こ と

に よ る 稼 働 の信 頼性 、効 率 性 、 持 続 性 が 「馬 」 よ り高 か っ た の で は な い だ ろ う

か 。

携 帯 電 話 が 固 定 電 話 、 ポ ケ ベ ル に取 っ て 代 わ ろ う と して い る の も 同 じよ うな

動 機 が 働 い て い た結 果 で あ ろ う。

固 定 電 話 で は掛 け 手 、 受 け手 と も電 話 機 の側 に居 な けれ ば な らな い。 ポ ケ ベ

ル の登 場 で 受 け 手 は移 動 して い る こと を許 され た が 、 掛 け 手 に と って 、 受 け手

か らの 返 信 を 受 け られ な い と い う制 限 は 引 き続 き 残 った 。 携 帯 電 話 は掛 け 手 、
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受 け 手 と も移 動 す る こ とが 許 さ れ た 。 そ の結 果 、 ほ ぼ国 民 一 人 に一 台 と い う水

準 に迄 広 ま っ た の で あ る 。

とな れ ば 、 そ の携 帯 電 話 をは じめ と した 「モ バ イ ル 機器 」 が ネ ッ トワー ク の

高 度 化 に於 い て浸 透 す る か ど うか は、 現 状 で は 実 現 され な い 何 らか の 制 限 が な

くな る こ とが 必 須 で あ る 。 「モ バ イ ル 環 境 」を 「ど こで も使 え る 環 境 」と定 義 す

る とす れ ば 、 「モ バ イ ル 環 境 」 で 何 が で き る か が 重 要 にな っ て くる 。 「自動 車 社

会 」で例 え る の で あ れ ば 、高 速 道 路 が 整 備 さ れ 、今 まで の何 倍 も搭 載 力 が あ り、

か つ 、 高速 で 走 る 自動 車 が 開発 され た と い う こ と で あ る。

た だ 、 残 念 な が ら現 段 階 で は高 度 ネ ッ トワ ー ク の使 い 方 は 手探 りの 状 態 で あ

る が 、恐 ら く何 らか の き っか け で 爆 発 的 に普 及 す る 可 能 性 は誰 も否 定 で き な い。

現 に、携 帯 電 話 で メー ル が 出来 る よ う に な っ た り、 携 帯 電 話 にカ メ ラ を付 け た

こ とで大 き く新 規 契 約 件 数 が 延 び て い る の で あ る 。

(2)ユ ー ザ ー に と っ て の セ キ ュ リテ ィ と は

そ の一 方 で 、 ユ ー ザ ー か らみ た 場 合 、 便 利 な 「モ バ イ ル 環 境 」 を手 放 しで 喜

ん で い い もの な の か 、 留 意 す べ き点 が な い の か を 以 下 の観 点 で 考 察 して い き た

い 。な ぜ な らば 、高 度 化 され る こ とで セ キ ュ リテ ィ が 大 き く変 わ るか らで あ る 。

自動 車 事 故 も、例 えば同 じ追 突 事 故 であっても、高 速 時 のダメー ジ(=損 害)は 低 速

時 のそれ と比 べ て幾 何 級 数 的 に大 きくなることは良 く知 られている。つまり、高 度 化 され

たネットワークにお けるセキュリティもこれまで以 上 に慎 重 に検 討 され なけれ ばならない

のである。

で は 、 次 にセ キ ュ リテ ィ の考 え方 を次 の3点 に絞 って み た い。

・ 安 全 で あ る こ と

・ トラ ブル 時 に 代 替 手段 が 確 保 さ れ て い る こ と

・ 何 らか の ダ メ ー ジ が あ っ た場 合 そ の 回 復 が 可 能 で あ る こと

① 安 全 で あ る こ と

モ ー タ リゼ ー シ ョ ン 当 時 の 自動 車 は今 の 車 と異 な り、 ス ピー ドも大 して 出 か

った の で 、 安 全 ボ デ ィ と はABSの よ うな 装 置 の こ とを 割 り引 い て考 え て も、

現 代 の 自動 車 と比 較 して 「安 全 」 とい え るか も知 れ な い 。 そ の後 、 自動 車 の 普

及 ・エ ン ジ ン性 能 の 向 上 が 進 み 、交通 戦 争 と い わ れ る ほ ど交 通 事 故 が 多 く な り、

尊 い命 が 多 く奪 わ れ る時 代 が 続 い た 。 が 、 そ の 反 省 か ら 自動 車 自体 の 安 全 装 置

の整 備 、 道 路 交 通 法 等 の 法 的 整 備 、 警 察 に よ る 安 全 運 転 指 導 等 が 進 ん だ こ とで

自動 車 の 「安 全 」 に対 す る 信 頼 性 は 著 し く 向 上 した の で あ る 。
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図4.3-1交 通事 故発生件 数's死 傷者数 、死亡 者数の推移

(人.件)第1図 道路交通事故による交通事故発生件数,死傷者数及び死者数の推移

1,200,0001・164・763人

+事 故 発 生件 数

1.000,000-● 一 死 傷 者 数

→ 一 死 者数

800,000

600,000

4eo,000

200,000

720,880件

(44年)

931、934件

(12年)

9,066人

(12年)11
,451人 く4年)

(人)

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000死

者

8,000数

6,000

4,000

2,00D

Oo

昭 和2631364146515661平 成3812年

注1替 察庁査料 による.

2昭 和4t年 以降 の件数 には,物 損事故を含 まない.

3昭 和46年 ま では,沖 縄県 を含 まない.

(出 典:平 成13年 版 『交 通 安 全 白書 』)

現 在 に於 いて は 、対 価 さ え惜 し まな け れ ば 、 「自動 車 」本 体 につ い て は、十 分

安 全 性 の 高 い もの を購 入 す る こ とは 容 易 で あ る 。

自動 車 社 会 に お け る 重 要 な イ ン フ ラで あ る 「道 路 」 に つ い て は ど う か 。 そ も

そ も殆 ど の 道 路 は舗 装 され 、 ガ ー ドレー ル や 分 離 帯 が 整 備 さ れ 「(専用 を含 む)

車 道 」 「歩 道 」が 分 離 さ れ 、信 号 機 、交 通 標 識 の 設 置 が 進 み 、 「車 」 「人 」双 方 の

安 全 が 確 保 さ れ る環 境 が か な りの 部 分 で 整 って い る 。 一 方 、集 中 豪 雨 や 台 風 、

大 雪 、 は た ま た 地 震 に よ り交 通 が 寸 断 さ れ る こ と も あ る が 、 高速 道 路 や 主 要 国

道 な どは 直 ち に 復 旧作 業 にか か れ る手 順 ・体 制 が 整 っ て お り、 一 定 期 間 の 不 便

は ユ ー ザ ー に課 され る が 、 時 間 に よ って 解 決 され る側 面 が 強 い。

最 後 の イ ン フ ラで あ る 「ガ ソ リ ンス タ ン ド」 で あ る が 、 これ も よ ほ ど の 山 奥

とか に行 か な い限 り、そ の 機 会 を得 られ な い こ とは な い 。(た だ し、単 純 な ガ ス

欠 で あ れ ば 、 これ は 自動 車 運 行 管 理 上 ユ ー ザ ー が 負 うべ き もの で あ る が 。)

つ ま り、 「安 全 」で あ る こ とは 運 転 とい うユ ー ザ ー の 行 為 を 除 け ばユ ーザ ー か

らす る と、 所 与 の もの と して扱 わ れ て い るの で あ る 。
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これ を高 度 ネ ッ トワー ク社 会 にお け る モ バ イ ル 環 境 につ いて 関 連 づ け る の で

あ れ ば 、 自動 車 で い う と こ ろの 「安 全 運 転 」 の 必 要 性 に対 す る 意 識 の 浸 透 を含

め 、 以 下 の よ うな 環 境 が 提 供 さ れ る こ とで は な い だ ろ うか 。

・ハ ー ド ・ソ フ トの 損 壊 が 回 復 さ れ る機 会 が 普 遍 的 に、 か つ 、 合 理 的 価 格 水

準 で 提 供 され て い る こと。

・盗 聴 、 な りす ま し等 の犯 罪 行 為 が 容 易 に は な さ れ な い、 仮 に そ の よ うな 事

故 が 起 き た場 合 、 原 因 、加 害 者 の 洗 い 出 し に 関 す る 情 報 が 広 く開 示 さ れ 、

再 発 防 止 に 向 けた 取 り組 み が ス ム ー ス に行 わ れ る こ と。

・情 報 管 理 規 程 の整 備 、セ キ ュ リテ ィ ポ リシ ー の 構 築 と い っ た 標 準 化 さ れ た

ル ー ル か ど うか を 問 わず 、 端 末 、 ネ ッ トワ ー ク、 プ ロ グ ラム の仕 様 、 デ ー

タ を不 正 に使 用 す る こ との な い よ うな 教 育 ・指 導 が 学 校 ・職 場 等 あ らゆ る

場 で 行 わ れ る こ と。

・モバ イ ル 機 器 の ベ ン ダー 、販 売 店 に於 い て も、 ワ クチ ン ソ フ ト、 デ ー タ の

バ ック ア ッ プ の 必 要性 を購 入 者 に 説 明 す る こ と を必 須 とす る 。

② トラ ブル 時 に代 替 手 段 が 確 保 され て い る こ と

まず 、 自動 車 が 動 か な い こ と を考 え て み る 。 メー カ ー に よ る リ コー ル の ケ ー

ス を 除 き 、基 本 的 に 自動 車 の故 障 はユ ー ザ ー サ イ ドの リス ク、つ ま り整 備 不 良 、

機 械 と して の 劣 化 の 結 果 と して 考 え られ る 。 そ の場 合 の代 替 手 段 で あ るが 、 無

論 、他 の交 通 手 段 も答 え の 一 つ で あ る が 、例 え ば 、人 客 で あ れ ば 、「タ ク シ ー 」、

荷 物 の 輸 送 で あ れ ば 運 送 業 者 の 「トラ ッ ク 」、自 らの 輸 送 を望 む の で あれ ば 「レ

ンタ カ ー 」 と き ち ん と代 替 手段 が 社 会 と して 整 備 ・認 知 され て い る。 無論 、 根

本 的 な 自動 車 の復 旧手 段 と して の修 理 工 場 や ロー ドサ ー ビス の 存 在 も忘 れ て は

い け な い。

要 約 す れ ば 、 自動 車 社 会 で は 、 トラ ブル 時 の代 替 手 段 が 確 保 され て い る の で

あ る 。

携 帯 電 話 を含 む モ バ イ ル 機 器 と い う世 界 で は ど うだ ろ うか 。

代 替 手 段 が 無 くな る こ との怖 さ は ど こ に あ るだ ろ うか 。ち ょ っ と 前 に 、「8月 の

金 曜 の 夕 立 時 には 携 帯 電 話 が 繋 が らな い 」 と い わ れ た こ とが あ っ た 。 そ の後 、

各 通 信 キ ャ リア は 通 信 設 備 を増 強 して い る だ ろ うか ら現 在 で は そ ん な ひ どい状

況 は な いか も知 れ な い。 しか しな が ら、 人 が 大 勢 集 ま る 、 例 え ば 、 正 月 の有 名

神 社 や 花 火 大 会 ・コ ンサ ー トな ど携 帯 電 話 ユ ー ザ ー の密 度 の 高 い状 況 で は依 然 、

携 帯 電 話 が 繋 が りに くい と い う現 実 も 残 って い る 。 か か る 特 殊 な 状 況 で の 制 限

に対 し、殆 ど のユ ー ザ ー は 何 故 か 納 得 して い る 。 しか し、 そ れ 以 外 の 普 通 と い

え る状 況 下 で 携 帯 電 話 を含 む モ バ イ ル 環 境 が 遮 断 さ れ た ら ど うい う こ とに な る

だ ろ うか 。

街 か ら 「公 衆 電 話 」 が 消 え っ つ あ る こ と に気 付 か れ て い る方 も多 い は ず で あ
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る。考 え て み れ ば 当 然 で あ る 。使 う人 が い な いか らで あ る 。 使 う とす れ ば 、 携

帯電 話 を持 っ て い な いか 、携 帯 電 話 が 電 池 切 れ で 使 え な い 人 だ け な の で あ る 。

で は 、例 え ば 、ど こか の街 全 体 で 携 帯 電 話 が 数 日間 使 えな くな っ た と い う 「事

故 」 が 発 生 した と した らユ ー ザ ー で あ る我 々 は ど う した らい い の だ ろ うか 。 街

か ら公 衆 電 話 が 消 え て 行 く中で 、大 方 の 人が 他 人 と の コ ミュ ニ ケー シ ョン を 諦

め る 、 あ る い は 回 復 を待 つ 、 と い う穏 当な 判 断 で 収 まれ ば幸 いで あ る が 、 状 況

(何 か災 害 が 起 こ っ て い る とか 、緊 急 に誰 か に連 絡 を取 ろ う と して い る人 が 多

い よ うな 状 況)に よ っ て はパ ニ ック に 陥 るか も知 れ な い。 警 察 や 救 急 へ の 連 絡

も出来 な い とす れ ば 、 人 命 に もか か わ る 問 題 にな りか ね な い 。

そ の よ うな 状 況 に陥 る リス ク は 果 た して ユ ー ザ ー が 取 る べ き リス ク で あ ろ う

か 。 殆 どの 方 は 、 そ の よ うな リス ク は キ ャ リア を含 む モ バ イ ル 社 会 の イ ン フ ラ

提 供 者 が 取 るべ き 、 即 ち 、 通 信 の 安 定 的 供給 、 万 が 一 の 際 、 代 替 手 段 が確 保 さ

れ る こ と は ユ ー ザ ー の リス ク と され るべ き で は な い と考 え るで あ ろ う。

だ か らと い って 、 ユ ー ザ ー 自身 は 何 も しな くて い い とは考 え な い。 数 年 前 の

Y2K対 策 の と き を 思 い 出 して 欲 し い。 「電 気 が 止 ま る」とか 「電 話 が 使 え な い」

とか い ろ ん な こ と が いわ れ た が 、 あ る程 度 の 人(法 人 を含 む)は 水 や 食 料 を 用

意 した り、 電 話 が 使 えな い場 合 の 連 絡 手 段 ・落 ち 合 い場 所 等 を確 認 しあ った り

した 。

高 度 ネ ッ トワ ー ク社 会 で 利 便 性 が 高 ま る こと は至 って 好 ま し い と考 え るが 、

セ キ ュ リテ ィ と い う 面 か らは 「そ の 利 便 性 が 奪 わ れ た と き 、ど う対 応 す べ き か」

とい う こ と を考 え て お か な い と い け な い の で あ る 。

③ 事 故 が あ った 場 合 そ の 回 復 が 可 能 で あ る こ と

とはい え、モバ イル 社 会 で のトラブル で何 の被 害も被 らない ということはなかなか考 え

にくい のも事 実 である。「モバイル 機 器 」による事 故 は(a)に 挙 げるような事 由 により(b)

に挙 げるような損 害(ダ メージ)が 起 きることといえる。

(a)相 対 以 上 のインフラの不 具 合 、モバイル機 器 の暇 疵 、ネットワー クの技術 的 問題 、

犯 罪 行 為 。

(b)端 末 の不 稼 働 、紛 失 。デ ータの消 失 、ネットワー ク取 引での経 済 的 損 失 、それ ら

復 旧 によりadditionalに かかる手 間(端 末 購 入 、データ復 旧 だけでなく卑 近 な

例 としては会 社 への始 末 書 作 成 等 も含 む)。

現 状 で は 、上 に掲 げるような事 故 が起 こった 際 、ユー ザー が被 る損 害 の復 旧 はどれ

だけ可 能 だ ろうか 。残 念 なが ら、ハ ー ドにつ いて いえば 、PCは ある程 度 復 旧が 可 能 で

あるが、携 帯 電 話 を含 む 純 粋 なモバイル機 器 は 「使 い 捨 て」状 態 である。修 理 という行

為 に対 す る手 間 ・コストよりも再 調 達 の 方 が経 済 的 に優 れ た手 段 になってしまっている

か らである。

次 にデー タや ソフトはどうだろうか。ハー ドよりも価 値 は大 きいと考 えられ ているが復 旧
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手 段 はあまり知 られていない。そ の理 由 は先 のハ ー ドと異 なり、そ の対 価 があまりに 「費

用 」と「時 間 」を要 するのである。真 に必 要 なデ 「 タであれ ばその対 価 を支 払 うデー タも

あるだろうが、殆 どの場 合 、諦 めて再 作 成 す る手 段 を講 じているの が関 の 山ではないだ

ろうか。

特 に個 人 としてのユー ザー の場 合 、「泣 き寝 入 り」が殆 どである。須 く、バ ックアップは

ユ ーザー が 自ら行 わな けれ ばいけない。

このように、ハ ー ドは お ろか 、デ ー タを含 む ソフトが損 害 を受 けたユー ザー に対 し、手

を差 し伸 べるパ ー トナー があまりに足 りず 、早 急 に安 価 で利 便 性 の 高 いサポー ト体 制 の

構 築 が望 まれ ているのである。

(3)リ ス クヘ ッ ジの 必 要 性

モ バ イ ル 機 器 が 高 度 化 さ れ た ネ ッ トワー ク 下 で 稼 働 す る よ う にな る と 、現 在

とは違 う様 々 な 局 面 で 使 わ れ る こ と にな る 。電 子 決 済 然 り、画 像 伝 送 然 り、様 々

な デ ー タ ・ソ フ トの ダ ウ ン ロー ド然 りで あ る 。

一 つ の 機 器 で 出来 る こと が 多 面 に 及 ぶ と い う こ と はそ の 運 用 も整 斉 と行 わ れ

な い とい け な いが 、 従 来 の 固 定 電 話 の観 点 か ら抜 け 出せ な い た め 、 誰 が ど こ ま

で リス ク を取 る か と い う議 論 が 後 回 し に さ れ て い る感 は 否 め な い 。

ユ ー ザ ー 自身 も取 る べ き リス ク が あ る はず で あ りが 、 一 方 で そ の リス ク を ユ

ー ザ ー が ど うヘ ッ ジす る か を 自 ら考 え な け れ ば い けな い か と い う と少 々疑 問 が

残 る。

自動 車 社 会 で は 自動 車 賠 償 責 任 保 険(通 称 「自賠 責 保 険 」 とか 「強 制 保 険 」)

と い う ものが あ っ て 多 少 の例 外 を 除 き 、 全 て の 自動 車 はこ の 保 険 を 付 保 しな け

れ ば い け な い 。(何 故 、免 許 証 、即 ち運 転 す る 人 で は な く 自動 車 な の か と い う疑

問 は この際 気 に しな い こ とに す る 。)そ の 理 由 は 、人 命 ・人 身 と い う財 産 に損 害

を与 えた 場 合 、普 通 の 人 は賠 償 資 力 が 無 い た め 、 被 害 者 を救 済 出来 な くな る と

い う社 会 と して の リス ク を ヘ ッ ジす る 必 要 が あ る か らで あ る 。 「事 故 」は 「大 規

模 な も の と は限 らな い。

「携 帯 電 話 を無 く して し ま っ た 。」

「うっ か りパ ス ワー ドを 人 に教 え て し ま っ た 。」

これ だ っ て ユ ー ザ ー に取 って は 大 きな 「事 故 」 で あ る 。

事 故 はユ ー ザ ー が 個 人 で あ ろ うが 、 企 業(従 業 員)で あ ろ うが 、 起 こ り得 る

わ けだ が 、 そ の確 率 ・損 害 の イ ンパ ク トは 大 き く異 な る と い わ ざ る を 得 な い。

まず 、 確 率 的 な も の を考 え る と、 携 帯 電 話 を無 く して し ま う、 あ る い は壊 して

し ま う と い う事 故 を考 え た 場 合 、ユ ー ザ ー の 特 性 で確 率 の 差 が 生 じ る で あ ろ う。

理 由 と して は 、 個 人 で 買 った もの で あれ ば 誰 もそ の損 害 を カ バ ー して くれ な い
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た め 、F大 事 に」 扱 うか らで あ る 。

と こ ろが 、 会 社 が 提 供 す る場 合 、 事 故 の 際 に機 器 代 を 弁 償 させ られ る 可 能 性 ・

もあ るが 、 大 口ユ ー ザ ー の場 合 、 キ ャ リア も営業 的 判 断 か ら、 か な り優 遇 的 な

料 金 で 納 め て い るで あ ろ う。 した が い、 経 済 的損 失 は ユ ー ザ ー に は発 生せ ず 、

始 末 書 さ え 書 け ば済 ん で し ま う とい う こ とで あれ ば 、自ず とそ の 扱 い方 か ら「丁

寧 に」 と い う気 持 ち が 薄 ら ぐで あ ろ う。

一 方
、損 害 の イ ンパ ク トとい う こ とで い え ば 、 個 人 の 場 合 、 再 入 力 にか か る

手 間 、 電 話 帳 に あ る デ ー タ の 流 出 に対 す る損 害 賠 償 の必 要 性 は実 額 で 見 積 も る

こ と は甚 だ 困 難 で あ る 。 個 人 の 思 い入 れ(=主 観)に よ る価 値 は 認 め られ に く

い の で あ る 。 と ころ が 、 会 社 業 務 で の使 用 の 場 合 、 そ う も い か な い。 顧 客 の 一

覧 が 電 話 帳 に入 って い よ う もの な らば 、 「個 人情 報 の 漏 洩 」と い う 「事 件 」で あ

る 。 モ バ イ ル 機 器 で イ ン トラ に 接 続 で き る状 態 の端 末 を他 人 に 使 わ せ た りす れ

ば さ ら に罪 が 重 くな る 可 能 性 が あ る 。

先 に 述 べ た よ うに 、 高 度 ネ ッ トワー ク社 会 が 安 全 に 機 能 す る た め に、 ユ ー ザ

ー は安 全 に対 す る意 識 を しっ か り持 つ こ と は重 要 な 要 素 で あ る
。 次 の 表 に有 る

とお り、 コ ン ピュー タ ・ウ イ ル ス の よ る 被 害 につ いて で あ る が 、 ご く少 数 で あ

る が 、 セ キ ュ リテ ィが お か され る こ とで 多 くの 費 用 ・人 員 が 投 入 され て い る の

で あ る 。

事 故 の 際 、追 加 的 に発 生 した 費 用 だ けで な く、 場 合 に よ って は 多 大 な 賠 償 金

の 発 生 に伴 い ブ ラ ン ドダ メ ー ジ を大 き く損 な う こ と も あ る 。

そ の た め 、 か か る費 用 を コ ス ト化 して お く こ とが 必 要 で な い だ ろ うか 。 そ れ

が 、 自動 車 社 会 で い う 自動 車 賠 償 責 任 保 険 の よ う に全 て の ユ ー ザ ー が 薄 く費 用

を 負 担 し、 大 きな トラブ ル を抱 え た ユ ー ザ ー に補 填 さ れ る よ うな 仕 組 み が い い

の か も しれ な い。

保 険化 され た 場 合 、 も う一 つ の メ リッ トは事 故 事 例 の収 集 が 容 易 にな り、 社

会 に そ の 軽 減 策 の 啓 蒙 と い う形 で還 元 され る こと も期 待 され る 。

高 度 ネ ッ トワー ク に お け る モ バ イ ル ユ ー ス は イ ン フ ラ、 ハ ー ド、 コ ンテ ン ツ

の 提 供 等 、 まだ 、緒 に 付 い た ば か りで あ る 。 セ キ ュ リテ ィ を安 全 な 利 用 環 境 と

考 え る の で あ れ ば、 早 急 に整 備 す べ き点 が 論 議 され 、 整 備 され る こ とが 望 まれ

る 。
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図4.3-2コ ン ピュ ー タ ・ウイ ル ス 被 害 に よ り復 旧 に要 した 時 間
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出所:情 報処 理振興事業 協会 『平成12年 度

ウイル ス被 害状況調査報 告書』
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図4.3-3コ ン ピュ ー タ ・ウイ ル ス 被 害 に よ り復 旧 に要 した 人 日
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出所:情 報処理振 興事業協 会 『平成12年 度

ウイルス被害状況 調査報告 書』
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